

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「──へぇ、あんた少しはやるじゃない。軟なん弱じやくそうなのに」




　砂すな埃ぼこり舞まう王立学校実技試験会場。隣となりで剣けんを油断なく構えている短い紅あか髪がみの少女が、からかい混じりの声をかけてきた。

　僕とほぼ同じ背せ丈たけで華きや奢しや。恐おそろしく整った顔立ちをしている。着ている物は明らかに上質で赤と白が基調。持っているのもおそらく名剣。

　印象的なのは瞳ひとみ。爛らん々らんと輝かがやき、僕に対する好こう奇き心しんを抑おさえきれていない。

　この状じよう況きようでなんとまぁ。一生を決めるかもしれない試験の最中なんだけどな。

「どうも。あ、敬語じゃないと駄だ目めでしょうか──リディヤ・リンスター公女殿でん下か？」

「喧けん嘩かなら買うわ」

　刹せつ那な、首筋に冷たい金属の感かん触しよく。目にも止まらない速さの斬ざん撃げき。本気だったら、僕の首は飛んでいた。

　殺気は皆かい無む。公こう爵しやく令れい嬢じよう様さまからすればお遊びなのだろうけど……口より先に手が出る女の子か。怖こわい怖い。

　軽く両手を上げ降参。

「ちょっとした冗じよう談だんだよ」

「笑えない冗談ね。斬きるわよ？」

　言葉がキツイ。けど、剣を戻もどしつつもますます楽しそうだ。まるで玩具おもちやを見つけた肉にく食しよく獣じゆう。相手は僕じゃないって。

　通常、教師もしくは受験生同士の一対一で行われる実技試験。なのに、今回は一対二。

　これだけでも異例中の異例だろうに、組むのがこんな危ない子。相手だって……溜ため息が零こぼれる。

　隣の少女が目を細めた。

「……今、私をバカにしたでしょう？」

「まさか。取り敢あえず、先に片付けるのはあっちじゃないかな？」

　土つち煙けむりに包まれている区画を指差す。地面が大きく裂さけ、実技試験会場を囲んでいる壁かべの一部が倒とう壊かい。

　普ふ通つう、あんな風に壊こわれはしない。防ぼう御ぎよ結界が複数重ねられていたのに……バターじゃないんだからさ。

　少女は少し不満気にしながらも、剣を自分の肩かたへ当て答えた。

「まぁ、いいわ。一時休戦してあげる。心優やさしい私に感謝なさい」

「ありがとう。君の優しい心配りに、大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれ出そうだよ」

「……あんた、やっぱり私をバカにして」

　轟ごう音おんと共に瓦が礫れきが弾はじけ飛び、長ちよう杖じようを持った白ローブの男が浮うかび上がってきた。

　耳が長く、神話じみた美形──エルフ族だ。

　顔を引き攣つらせて……錯さつ覚かくだろうか？　泣き出しそうに見える。

　あー分かります、分かります。入学試験でこんな竜りゆうの子を相手にするなんて思わないですよね？　上級魔ま法ほうや魔法障しよう壁へきを斬るとか……おっとっ。

　半歩下がって斬撃を回かい避ひ。前髪が数本、尊い犠ぎ牲せい。すぐさま剣が突つきつけられた。駄だ々だをこねる幼児のように、不満をぶつけてくる。

「今度こそ悪口を考えたわねっ！　言い逃のがれ出来ないわよ」

「お、落ち着いて。君は可愛かわいいな、と思っただけだから！」

「……私が可愛いですって？　馬ば鹿かも休み休み……」

「本心さ。もっと髪を──そうだなぁ。背中にかかるくらいまで伸のばしてくれた方が、僕個人としては好みだけどね」

「っ……あんた…………やっぱり……斬るわ……」

「ほ、褒ほめてるんだよ!?　斬られるのも困る。学校には受かりたいし」

「なら、さっさと片付けるわよっ！　後でじっくりお話ししましょう……私のことは、リディヤと呼びなさい。『公女殿下』とかつけたら殺すわ。あんた、名前は」

「僕の名前は──」




　　　　＊




　懐なつかしい夢を見た。もう四年前か。

　頭を温かい手が優しく撫なでている。細い指とふかふかの枕まくらが心ここ地ちいい。

　ここ最近、何かと忙いそがしかったし、思った以上に疲つかれていたみたいだ。

　──ゆっくり目を開ける。

　見知った天てん井じようとソファの感触。

　えーっと今日は、我が儘まま御お嬢じよう様さまからリンスター家に呼ばれ、来てみれば、恒こう例れいの無理難題。『まぁまぁね。次はこれを着て』『兄様！　とっても素す敵てきです』『アレン様、お似合いでございます！　その角度、ありでございます！』。……大学校の卒業式で、苦行は終わりだと思ってたのに。

　僕は金こん輪りん際ざい、執しつ事じ服は着ない。着ないったら着ないぞ！　一生分の執事服は着たんだっ。

　どうにか着せ替かえ人形業務をこなし終え、少し休もうとあいつの部屋にあるソファで横になって──赤い小鳥が描えがかれたマグカップを片手に持っている、綺き麗れいな長い紅髪の女の子が隣から覗のぞき込んできた。普ふ段だんの剣士風ではなく私服姿。

　……不覚にも、ドキリ、としてしまった。

　幼さが消え、とても綺麗になったけれど、あの日、僕へ見せた心底楽しそうな瞳は変わらない。

「あら、起きたの。夜までそのままだったら、外へ放ほうり出してやろうと思ってたのに。私の楽しみを奪うばわないでよ。気が利きかないわね」

「……夢を見たんだ。覚えてるかな？　僕等が初めて会った──外に放り出すのは酷ひどいなぁ。優しくしてくれてもいいじゃないか。要望には応こたえたんだし」

「覚えてないわ。あと、あんたが私に応えるのは生まれた瞬しゆん間かんからの義務、加えて、私は何時いつでも、何処どこでも、誰だれよりも優しいでしょう？」

「出来ればもっと優しくしてほしい」

「へぇ、具体的には？」

　テーブルへマグカップを置いたのは僕の腐くされ縁えんにして、王国四大公爵の一角、南方を守護せしリンスター公爵家の長女リディヤ。

　王国内でも数える程ほどしかいない『公女殿下』の敬けい称しようを持つ才さい媛えんだ。

　この国では、歴史的背景から公爵家の人間に『殿下』をつける。王位継けい承しよう権も未いまだに持っているとかいないとか。

　出自だけでも物もの凄すごいのに、『剣けん姫き』の異名を持つ国内屈くつ指しの剣士であり、十七歳で炎ほのお属性極きよく致ち魔法『火か焰えん鳥ちよう』を使いこなす魔法士でもあり、王立学校、大学を首席かつ飛び級卒業した才媛でもあり──喋しやべらなければ見み目め麗うるわしい美少女でもある。

　要は完全無欠の御嬢様なのだ。……性格を除いて。

　細い指が髪を弄いじくり続けていて、くすぐったい。

「敢えて聞くけど、仮に言ったら、少しは考えてくれるのかな？」

「私は寛かん大だいだから、斬られるか、焼かれるかを選ばせてあげるわ」

「……少し期待した僕が馬鹿だったよ。何時？」

　身体からだを起こそうと──小さな右手が僕の肩を押さえる。

　うわ。嫌いやな予感。

[image: ]

「まだ寝ねてなさい。そろそろ、夕食が出来るから」

「明日の準備もあるし、帰るつもりなんだけど？」

「駄目」

「リディヤ……もしかして、まだ少し怒おこってたりする？」

「……はぁ？　自意識過か剰じようね。そんなわけないでしょう」

　感じるのは強い拗すね。丸一日、付き合っても不満は解消されていないみたいだ。

　左手を伸ばしサラサラとした髪に触ふれる。

「ごめんよ。本当なら僕も、明日は君と一いつ緒しよに王宮魔法士の就任式へ行けたのに」

「だーかーらぁ、気にしてなんかいないわよ。あんたはハワード公爵から頼たのまれたからって王立学校の入学式へ行くのに、妹が入学する私は行けないとか、全っ然、気にしてないわ。……私以外の女の子と魔力を繫つないだ事も、本当の本当に気にしてないし」

「…………」

　根は深いらしい。元々は僕が失敗したせいなので、責め辛づらい。

　リディヤと王宮魔法士を目指していた僕は試験に落ち、三ヶ月前から、四大公爵の一角、ハワード家の次女であるティナと、ハワード家の重じゆう鎮ちん、ウォーカー家の跡あと取とり娘むすめであるエリーの家庭教師をさせてもらっている。

　予定では二人を王立学校へ入学させるまでだったのだけど、諸事情あって継けい続ぞく中。

　魔力を繫いだ、というのは僕の変わった能力で、極ごく親しい人物にしか教えておらず、繫いだことがある人物も、むくれている剣けん姫き様と妹、つい先日繫いだ教え子のティナしかいない。

　ティナと繫いだ件は、秘密にしておこうと固く決意し……再会後三日と持たず、あっさりバレた。鋭するど過すぎるよ。

　生きながら、死後の世界を疑ぎ似じ体験する羽目に陥おちいるとはなぁ……。

　リディヤは、家庭教師を続けるのが気に入らないらしい。曰いわく『十分でしょう？』。

　僕もそのつもりだったけど……ハワード家の庭であった出来事が脳のう裏りに浮かぶ。

　──墓場まで持って行こう。生きていたいし。

　今度こそ上半身を起こし、拗ねた御嬢様をなだめる。

「僕も王宮で、君の晴れ姿が見たかったよ」

「……明日は、普段の恰かつ好こうで行くわ。服装の指定もないし。だいたい、あの馬鹿王子からじろじろと見られて、同じ空気を吸うと想像するだけで、心底気持ち悪いっ！」

「理解はするけどね。でも折角、綺麗だったのに」

「……それは私？　それともドレス？」

「当然、ドレス」

「死になさい♪」

　笑え顔がおで手刀を振ふり下ろしてきた。両断される寸前で辛かろうじて押さえる。

「リ、リディヤ、危ない、危ないからっ」

「なってない下僕ねっ！　罰ばつとして、ん」

　両手を伸ばしてきた。

「……しないよ」

「んー！」

「…………しょうがないなぁ」

　抱だきしめようとした時、ノックの音。「リディヤ御嬢様、アレン様」、聞き知ったメイドさんの声。夕食らしい。

「ちっ。間が悪いわね」

「……僕は君の育て方を何時、間ま違ちがえたんだろうね？」

「あんたに育てられたつもりはないわよ。私があんたを育てた、の間違いでしょう？」

　さっきまでの拗ねは何処へやら。一転、楽しそうに軽口。

　……半ば演技か。まったく油断も隙すきもない。

　立ち上がったリディヤが僕の右手を両手で引いた。

「ほら、行くわよ。今日は、泊とまってきなさい。明日の入学式が終わったらすぐうちに来ること！」

「いや、だけど……それにお昼は妹と約束してるんだ」

「なら、その後合流しなさい。ハワード家へ遣つかいは出しておいたわ。あんた、明日は正装しないといけないでしょう？　うちで支し度たくしないと駄目。私だけ王宮魔法士の就任式へ行かせるんだから、少しは譲じよう歩ほしなさいよ」

　譲歩、なのかなぁ。むしろ、毟むしり取られている気が。

　ただ、目の前の御嬢様は珍めずらしく不安そうに僕を見ている。こんな顔は反則だ。断れる筈はずないじゃないか。

「──分かったよ。甘えさせてもらうね」

「！　さ、最初から言いなさいよ、バカ」




　その晩、酔よっ払ぱらってご機き嫌げんなリディヤを寝かしつけるのは大変だった。

　僕が寝た場所については黙もく秘ひ権けんを

「うふふ～♪　はい、は一回でしょぉ──」

　……起きた後が怖こわい。

　はぁ。朝、どうやって先に抜ぬけ出そうかな。








第１章









　王立学校──それは、王国最高学府である大学校へと続いていく、字義通りエリートの登とう竜りゆう門もんである。

　ここを上位で卒業出来れば国家中ちゆう枢すうへの進路は大きく開かれ、栄達を得られる可能性がぐっと高まる。毎年、十数名が就任する王宮魔ま法ほう士しも、大半は卒業生だ。

　まぁ両校共、次席で卒業しながらダメダメな奴やつもいるので過信は禁物。きっと家庭教師をしているのは僕くらいのものだろう。不満はないけどね。

　……だけど、なんでなんで、こんな……。

　大きな姿見に映る自分。二度とこんな恰好をしないと昨日あれ程誓ちかったのに。あいつは、どうしてそこまで拘こだわるのか。

　隣となりで鼻歌を歌いながら最終確かく認にんしていた栗くり色いろの髪かみで細身なメイドさん──リンスター家メイド長のアンナさんが笑顔で話しかけてきた。

「アレン様、如何いかがされました？」

「いえ……人生の不可解さに想おもいを馳はせていました。ところで、その映像宝ほう珠じゆは？」

「リディヤ御お嬢じよう様さまへお見せしませんと！」

「…………そうですか」

　あれだけ撮さつ影えいしておいて、おかわり、と。

　今朝も大変だったのだ。王宮へ先に出ないといけないのに、玄げん関かんで駄だ々だをこね『……私も入学式へ行くわ』。

　普ふ段だんは冷静沈ちん着ちやく、容姿端たん麗れい、性格以外は隙無し完かん璧ぺき御嬢様。なれど、僕が絡からむと我が儘まま過ぎるっ！

　交こう換かん条件で多くを喪うしなった。一緒に王都歩くと目立つんだけど。

　……あいつ、本当に普段の服装で良かったのかな？　栄はえある王宮魔法士就任式に、四大公爵家の長女がドレスも着ず、剣けんまで持って。

　出席なさる為ため、南方から出て来られたリンスター公爵の目が不安気で……。

「では、お披ひ露ろ目めを。御嬢様方がしびれを切らしている頃ころでしょうしね。嗚呼ああ！　楽しみでございます♪」

　アンナさんは軽かろやかに飛び跳はねながら部屋を出て行った。

　姿見に映った自分を再確認。嘆たん息そく。

「失礼します。兄様、お待たせ──……」

　赤のドレスを身に纏まとい、髪かみ飾かざりをつけた可か憐れんな少女が部屋へ入って来た。身長はティナと同じくらい。初めて会った頃のリディヤよりも髪は長く、少し癖くせがある赤毛。でもよく似ている。

　少女は目を大きく見開き、硬こう直ちよく中。うぅ、傷つく反応。

「……リィネ。せめて、笑っておくれ……」

「そ、そんな！　と、とても、お、お似合いです……」

　僕を優しく慰なぐさめてくれたのはリィネ・リンスター。

　リンスター公こう爵しやく家次女にして、リディヤの妹。

　つまり、この子も『公女殿でん下か』の敬けい称しようを持っている。本来、僕みたいな一いつ般ぱん平民が気楽に話せる相手じゃない。ただ、リディヤと同じく呼ぼうものなら大変。凄すごく怒るので、名前で呼ぶようにしている。

　剣技、魔法の師は姉。ティナ達の家庭教師をしていなかったら、僕も教えていたかもしれない。

　その件も絡んで、リディヤとこの子に目下、僕は頭が上がらないのだ。

「さ、先に行かないでください。私達はこの御お屋や敷しきに慣れて──……」

「テ、ティナ御嬢様、駆かけたりしちゃ駄目です。髪が乱れて──……」

　続いて可愛かわいい教え子達がやって来た。

　柔やわらかい蒼あおのドレス姿で、髪飾りと純白のリボンをつけている少女と、王立学校の制服姿の少女が僕を見るなり、さっきのリィネと同じく固まっている。

　ドレス姿の子はティナ・ハワード公女殿下。

　王国四大公爵家の一角で、北方を守護するハワード公爵家次女。

　僕が家庭教師を続けている大きな理由の一つ──大魔法『氷ひよう鶴かく』らしき存在を宿している女の子だ。余よ程ほど、急いできたのだろう、頰ほおがほんのりと染まっている。

　制服姿の子はエリー・ウォーカー。

　ハワード家を古くから支えているウォーカー家の跡あと取とり娘むすめで、ティナの幼おさな馴な染じみ兼けん専属メイド。

　ブレザーは最近の学校だと時折見るけど、制せい帽ぼうは僕が知る限り王立学校だけ。相変わらずお洒しや落れだ。

　……二人もこういう反応か。辛つらい。

「ティナ、エリー、似合っていないでしょう？　やっぱり、僕は今日の入学式を欠席します。ワルター様の代理出席なんて荷が重かったんですよ。映像はハワード、リンスター、両家の方々がちゃんと撮とられ」

「「「駄目ですっ！」」」

　三人の声が綺き麗れいに重なる。えぇ……戸と惑まどう僕へ詰つめ寄ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶです！　兄様、とても、とてもっ、とってもっ、素す敵てきです！」

「そうです！　先生、私も選びたかったです」

「アレン先生、あの、あの……カッコいい、でしゅ……」

「……リィネ、ティナ、エリー……」

　自分の妹よりも年下の子達から受ける気き遣づかいに、目め頭がしらが熱くなる。

　あいつに、この半分……いや、四分の一の思いやりがあれば！

　大きな笑い声が聞こえてきた。

「よく似合っているじゃない。リディヤが駄々をこねたのも無理はないわ。今度、私が選んだ服も着てもらおうかしら」

「……虐いじめないでください」

「あら、事実を言ってるだけよ。これはこれでありね。アンナ、よくやったわ」

「勿もつ体たいなき御言葉」

　アンナさんを従えているのは、リサ・リンスター様。リンスター公爵の奥さんにして、リディヤのお母さん。

　普段はリンスター公の補ほ佐さ──というより共同で領地を差配されていて、非常に多た忙ぼうな毎日を過ごされている。

　けど、リディヤが王宮魔法士就任、リィネが王立学校次席入学という滅めつ多たにない慶けい事じ。

　娘達の晴れ舞ぶ台たいを祝いたい、と今朝方、公爵と南方から出て来られたのだ。

　新王宮魔法士と近この衛え騎き士しの就任式には、四大公爵及および八大侯こう爵しやくが臨席するのが習わし。長女のリディヤは公爵に任せ、リサさんは次女のリィネを担当、という段取りらしい。

　変わらない美び貌ぼうとスタイルで外見は二十代後半。リディヤによく似た長く綺麗な紅あか髪がみ。僕よりも少しだけ背が低い。抜いた時は、とても喜ばれていたっけ。

　リディヤ、リィネと一いつ緒しよだと、親子ではなく年の離はなれた姉し妹まいに見える。でも、二人へ向けるお顔はお母さんなんだよなぁ。

　豪ごう奢しやな真しん紅くのドレスと相まって、これぞ、リンスター公爵夫人、といったお姿だ。

　……駄目元で言ってみよう。

「リサ様」

「んー？　アレン？　歳としかしらね、耳が遠くなったわ。はい、もう一度」

「…………リサ──さん。王立学校の入学式が重要なのは分かっていますが、僕は数合わせで参加するだけですし」
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「駄だ目めよ。きちんとなさい。貴方あなたは私の息むす子こ同然。そして、母親には息子をカッコよくする責務がある。どうせ、魔法士姿でいいや、とでも思っていたんでしょう？」

「う……」

「図星？　リディヤはこういう所が本当に駄目ね。ちゃんと教育しないと。幾いくら三ヶ月、会えずにいて、甘えたくてしょうがない──」

「こほん。奥様」

「ああ、一応秘密だったかしら？　ふふ、貴方のこととなるとあの子、すぐむきになるのよ？　この前なんて、王都へ先に出るのを少しからかっただけで、『火か焰えん鳥ちよう』を撃うってきて。私、教育間ま違ちがえたみたい」

「……僕も同じ悩なやみを抱かかえています」

　そう、今の僕は普段絶対に着ない──というより着る機会そのものがない、超ちよう高級礼服に身を包み、髪も整せい髪はつ料で固めている。

　素す直なおな感想を言えば、似非えせ執しつ事じみたいだ。

　王都に戻もどってから散々着せられたものや、昨日の物より完成度が高いとはいえ、ハワード家でグラハムさんという本物を見たせいもあり、違い和わ感しかない。

　……ほんとどうしてこんな羽目に。

　故郷の両親へ現状を報しらせる手紙を送れずにいた、親不孝のせいだろうか。

　それとも、今春、妹と一緒に故郷へ帰らなかった罰ばつか。

　腐くされ縁えんとよく似た声が耳じ朶だを打つ。

「さ、出かけるわよ。その前に──アレン」

「……はい」

「着き飾かざった女の子達と女性を前にしたら？」

「…………後で言います」

「駄目。三人共、そうよね？」

「「「言ってほしいですっ！」」」

「期待に応こたえるのが男の子。頑がん張ばりなさい」

「…………はい」

　リサさんには勝てない。

　出会った時から可愛がってもらっているけど、無茶ぶりはリディヤをも容易たやすく超こえてくる。逃にげ道が端はなからない。

　同時にアンナさんが嬉き々きとして映像宝珠を構えている中、四人を褒ほめるのも自殺行こう為い。

　後から見た腐れ縁が、剣を抜ぬき『火か焰えん鳥ちよう』を放ってくるのは確実。僕は泣く。

　──是ぜ非ひもなし。

「馬車内でお伝えします。代わりに入学式が終わるまでは、服装通り執事役を」

「あら？　そうなの。なら行きは私と一緒の馬車に乗りなさいな」

「だ、駄目です！　幾ら、リ、リサ様でも、先生は譲ゆずれません！」

「お。お気持ちを優先された方が良いと思います！　ア、アレン先生……」

「か、母様！　そ、それはズルいです！　あ、兄様ぁ……」

「だ、そうよ？　モテモテね。アレン、誰だれと乗るか決めなさい」

　リサさんが片目を瞑つぶりながら僕へ笑えみ。ここまで予定通りなんですね……。

　流石さすがと言うべきか、僕の未熟さを恥はじるべきか。目を閉じ告げる。

「──三人の執事役に。よろしいですね、御お嬢じよう様さま方？」




　　　　＊




「改めまして兄様。お召めし物とてもお似合いです」

　豪ごう華かな馬車内で、目の前に座るリィネが微笑ほほえみかけてきた。

　気配りが身に染しみる。見慣れているだろうに。

　リディヤの妹とは思えない。礼れい儀ぎ正しい良い子なのだ。ティナ、エリー、顔が怖こわいよ？

　笑って、笑って。

　あの後、誰が僕の隣となりに乗るかで揉もめたものの、リサさんの一声。三人が一緒に座り、僕は前に座ることとなった。

　リサさんとアンナさんは別の馬車に乗っている。

　──きっと密談中。

　そうでなければ、僕をからかう機会と、撮さつ影えいを放ほう棄きする筈はずもない。ハワード家メイド長であるシェリーさんが先発されているだけ若じやつ干かんマシか。

　……気を付けよう。大事に巻き込まれるのは出来れば避さけたい。

「ありがとうございます。僕は御嬢様方の執事ですので『アレン』と。リィネ御嬢様も本日は一段と可憐でございます」

「はぅ……」

「む……」

「あのあの、わ、私もそう思います！　アレン先生」

「エリー御嬢様も呼び捨てになさってください。制服、上手に着こなされていますね。おや？　首元のリボンが少し曲がっているようです。失礼します──はい、これで大丈夫です」

「は、はひっ！　あ、ありがとうございましゅ……」

　リィネとエリーが頰を赤らめ、もじもじしている。

　二人に挟はさまれ、真ん中に座っているティナは膨ふくれ面づら。

「……先──アレンは、リィネさんとエリーから褒められてとっても嬉うれしそうですね」

「はい、嬉しいです。中々褒められないものですから」

「……私が褒めても嬉しいですか？」

「勿もち論ろんです」

「そ、そうですか……えっと、とっても似合」

「アレン、王立学校に入学する上で、気を付けることを教えてください」

　リィネが会話に割り込んできた。

　右みぎ隣どなりのティナは啞あ然ぜん。ゆっくりと彼女へ顔を向け、笑顔。

　……目が据すわっている。

　入学試験から、会う度たびこうらしいのだ。ティナに尋たずねても、リィネに尋ねても、不ふ機き嫌げんになるばかり。

　頼たよりのエリーも困った顔を浮うかべ、沈ちん黙もく。……ほんと、何があったんだ。

　学校長に聞いてみよう。どうせ、当事者に違いない。

「御嬢様方なら心配ないと思いますが、強しいて言うなら驕おごらないことでしょうか」

「驕らない、ですか？」

「はい。御嬢様方には才能があります。同年代の方々の目標となるでしょう」

　この三人、信じられないくらいに優ゆう秀しゆうである。

　ティナは入学試験首席。今日の入学式で新入生代表として、挨あい拶さつも任された。

　筆記は腐れ縁と並んで歴代最高点。答え合わせで間違いを見つけられなかったし。

　魔ま法ほうも、氷属性極きよく致ち魔法『氷ひ雪せつ狼ろう』を拙つたないながら使いこなしている。

　相手になった受験生や先生方は大変だったろう。つい先日まで魔法を使えなかった子とは思えない。

　リィネは次席。ティナがいなければ、下位と大差をつけての首席確定。

　見る限り差は殆ほとんどない。リディヤが張り切って鍛きたえたようで、想像以上に成長していた。純じゆん粋すいな剣けん技ぎだけなら、僕も敵かなわないかもしれない。威い力りよくは姉に遠く及およばないものの、炎ほのお属性極致魔法『火か焰えん鳥ちよう』を既すでに習得している。

　エリーは上位。時間があれば更さらに上を狙ねらえた。

　ただし、筆記試験で少々後おくれを取っただけで、使える魔法は二人よりもずっと多い。魔法のスタイルが僕と似ているから教えやすいんだよね。

　三人を見つつ、考えを伝えていく。

「力を持った人はこう過信しがちです。『自分は他人よりも凄すごいんだ』と。その考え自体は別に悪くありません。自信は必要ですから。けれど」

「……他者に対して過か剰じような優位性を持ちがちにもなる」

「正解です。僕個人としても、才ある人には、他者への優やさしさや温かさを忘れないでいてほしいと願っています。どうか、自分や大切な人、信念を守る時に力を使ってください。御嬢様方はしっかりされているので、心配はしていません。リィネ御嬢様、良い質問をありがとうございました」

　優しく頭を撫なでる。本人は、自分の癖くせっ毛が好きじゃないらしく、リディヤの髪かみ形がたに近付けようとしているみたいだ。このままでいいのにな。

　赤髪の少女が嬉しそうに顔をほころばせ──冷気。

「……アレンはリィネさんを随ずい分ぶん評価されているんですね」

「あら、妬やいているんですか？　首席ともあろう人が随分と余よ裕ゆうがないご様子で」

「……そんなんじゃありません。けど、勝負するなら何時いつでもいいですよ？」

「望むところ──と言いたいですが、止やめておきます。アレンに嫌きらわれたくないですし。貴女あなたは別に嫌われても構わないのでしょう？」

「な、なぁ！　そ、そんな、そんなわけないでしょうっ!?　私にとって先生がどれだけ大事な人だとっ!!」

「ティナ御嬢様」

　頭をぽんぽん。冷気が消失。

　しゅん、とした様子で謝ってくる。

「……すいませんでした……」

「いいんですよ。リィネ御嬢様も、リディヤ御嬢様を真ま似ねなさいませんように。心からのお願いです」

「ごめんなさい。少しふざけ過ぎました」

「エリー御嬢様もです。魔力操作がお上手でも、狭せまい場所でたくさんの魔法を展開するのは止めてくださいね」

「は、はひっ！　ご、ごめんなさいっ」

　三人の中で一番実戦向きなのはエリーだ。

　ティナとリィネは極致魔法こそ使えるものの制せい御ぎよが甘く、引き出しきれてない。

　歳としを考えれば当然で、これから磨みがいていけばいい事だ。

　──エリーは違ちがう。

　このメイドさん、上級魔法も使えないし、無論、極致魔法も使えない。けど、中級魔法までの制御技術において二人を相当上回っている。

　そして静せい謐ひつ性たるや！　驚おどろきの水準と言っていい。現時点で王宮魔法士級かも？

　何処どこまで成長してくれるのか楽しみにしている。将来は王国を代表する魔法士の一人になってほしいな。

　未来の話はさておき、今は涙なみだ目めになっているメイドさんを慰なぐさめよう。

　そっと頰ほおに触ふれる。びくっ、と身体からだが震ふるえた。

「ダメですよ。泣いたら折角の可愛らしい顔が台無しです。別に怒おこっていませんから」

「え、あの、その……か、可愛い……」

「はい。エリー御嬢様の笑顔は天使みたいです」

「あぅ……あ、ありがとうございます……」

　──うん、冷気と熱気を感じるな。

　リディヤと妹で多少馴ならされているとはいえ、僕に女の子の扱あつかいは難しい。

「ティナ御嬢様とリィネ御嬢様もですよ」

「「！」」

「さぁ、そろそろ到とう着ちやくします。ご準備をなさってください」

　身体をくねらせている三人へ声をかける。




　いよいよ、王立学校に到着だ！




　　　　＊




　窓から見える停車場には多くの馬車と少数の車が停とまっていた。

　未いまだ馬車が主流なのがよく分かる光景。

　リサさんみたいに車を使わない人が多い、というのもあるのだろう。整備に慣れない内は、車の方が馬より維い持じするのは大変で技術的にも不安定だし。

　ただ、あの御方は新技術嫌ぎらいなわけではなく、生き物が好きとのこと。

　リンスター本家へ拉ら致ち同然で連れて行かれた時に見学させてもらったけれど、領内の一部地域を保護区にされていたっけ。あそこにしか、生息していない動植物もいる、とも……四大公こう爵しやく家のお金の使い方は規模が違う。

　前方には王立学校の巨きよ大だいな黒光りする格こう子し状の校門。様々な紋もん章しようが刻印されている。約二百年前にドワーフが製作した物らしい。

　かなり威い圧あつ感があるけど、学校の中央にある大樹から伸のびた蔦つたが絡からまっていて多少緩かん和わされている。

　その大樹も有事には戦略結界の起点になるのは機密事じ項こうだ。

　えっと、生徒の自主性云うん々ぬんで、保護者と生徒は別々の入り口からだったかな？

　馬車のドアを開け外へ。

　どんよりと曇くもっている。一雨きそうだ。入学式は野外だから、天気がもてばいいけど。

　微笑ほほえみながら中へ手を差し出す。

「御嬢様方、お手を」

　僕を見た三人が固まった。あれ？　間違ってないよね？

　……リィネが咳せき払ばらい。

「兄──こほん。アレン、驚かさないでください」

「そ、そうです！　今日の先──アレンは素す敵てきになっているのですから……私達の心臓を心配すべきですっ！」

「あら？　首席さんは、普ふ段だんのアレンが素敵ではないと？」

「なっ!?　……ふん。強がって。アレンと、ずーっと！　一いつ緒しよにいた、私とエリーが羨うらやましいんですよね？　でも、残念でした。アレンは私達の先生ですから♪」

「……決着つけますか？」

「の、望むとこです！」

「リィネ御お嬢じよう様さま、ティナ御嬢様」

「「!?」」

「わぁ」

　二人の周囲を柔やわらかい風で包み込み、浮ふ遊ゆうさせる。そのまま外へ。ふわり、と着地。呆あつ気けに取られている両公女殿でん下かのおでこを指で弾はじく。

「ひぅ」「はぅ」

「御二人は王国全土から集まってくる俊しゆん英えい達の頂点。今後、全同期生達の模も範はんとなられる存在です。自覚を持たれないといけません。それと」

　二人の跳はねた髪を手て櫛ぐしで直してやる。

「じゃれ合ったら、髪や服が乱れてしまいます。めっ、です」

「……はい。申し訳ありません。ただ、じゃれ合ってはいません」

「……ごめんなさい。同意するのは心外ですけど、その通りです」

「そうですか？　僕の目には、とても仲良しに」

「「仲良しじゃありませんっ！」」

　叫さけぶリィネとティナ。うん、やっぱり仲良しだ。

　もう一度、手を伸ばす。

「エリー御嬢様、お待たせしました」

「は、はひっ！」

　ガチガチに緊きん張ちようしているエリーの小さな手を取る。

　あ、これ、何度も何度も見たような……。

「きゃっ！」

「おっと──お怪け我がはありませんか、御嬢様？」

　例によって段差を踏ふみ外し、転びそうになったので抱だきかかえる。

　晴れ舞ぶ台たい前に、怪我をしたら大変だ。

　僕の腕うでにすっぽりと納まっているエリーは真っ赤。愛らしい反応。そのまま制服に皺しわがつかないように、ぎゅー。

「あぅあぅあぅ！　ア、アレンしゅんしぇい……」

「兄様っ！！！」

「先生っ！！！」

「──何でしょう？」

「兄様ともあろう御お方が……するなら私にも。リィネは何時でもいいですよ？」

「そうです！　今すぐ止めて……どさくさに紛まぎれて、貴女まで何を要求してるんですかっ!?」

「え？」

「え？　じゃありませんっ！　……やっぱり、試験会場での決着を……」

「後でいいです。兄様、次は私の番ですよね？　エリーさん、代わってください」

「……い、嫌いやです」

「代わっていただけたら、姉様秘蔵兄様映像宝ほう珠じゆコレクションから選よりすぐりの物をお貸しします。あんな兄様やこんな兄様、見たくありませんか？」

「！　…………分かりました」

　不ふ吉きつな単語が聞こえたような。秘蔵って何だ。しかも、リディヤの私物？

　エリーが腕の中でもぞもぞ。緊張はほぐれたかな。名残なごり惜おしいけど解放。

　──腐くされ縁えんによく似た笑い声が後方から聞こえてきた。

「アレン、猫ねこ可愛かわいがりしても良いけど、全部ばらすわよ？」

「ご無体な。最近、甘あま嚙がみが激しいんですよ」

「ふふ，相変わらずね。そうされたくなかったら、私に付き合いなさい」

　案の定、リサさんと満面の笑えみで撮さつ影えいに勤いそしむアンナさんが立っていた。

　要は、会場内をエスコートしろ、と。

　密談はともかく、緊張していたこの子達の為ために馬車を別にしてくれたのだろうし、それくらいは致いたしましょう。

　……貴族ばかりの空間に行くのは気が重いなぁ。

　リサさんが三人の名前を呼んだ。

「リィネ、ティナ、エリー」

「「「は、はい！」」」

「ここで分かれます。入学式の間、アレンは借りるわよ」

「……母様、後からお声をかけてくださっても」

「駄だ目めよ。決断の遅おそさを反省なさい」

「……リサ様、アレン先生に変な事をなさらないでくださいね」

「ふふ、ティナ、言うようになったじゃない。昔の大人し過ぎる貴女より、今の貴女の方が私は好きよ。──新入生代表の挨あい拶さつ、期待しているわ。頑がん張ばりなさい」

「あ、ありがとうございます」

「あの、その、えっと」

「二人をお願いね」

「は、はい！」

「それじゃ、楽しんでらっしゃい」

「「「はい！」」」

「アレン」

「御嬢様方、後のち程ほどです」

「「は～い」」

「…………」

　リィネとエリーは元気よく返事をしてくれた。対してティナは無言。ふむ。

　膝ひざを曲げ、頭を撫なでる。

「！」

「今日のティナ御嬢様は雪の妖よう精せいさんみたいですね。大だい丈じよう夫ぶ。素す直なおに自分の想おもいを込めて、挨拶をすればいいんですから。もしも、緊張してしまったら」

　純白のリボンに触れる。ティナの目には理解と安あん堵ど。魔ま法ほうは使っていない。単なるおまじない代わりだ。

　微笑みかけ、励はげます。

「御お屋や敷しきでの最終試験を思い出してください。僕はティナ御嬢様の傍そばにいます。忘れないでくださいね」

「せ、先生……私……私……！」

「はい、そこまでです。人前ではしたない首席さんですね」

「……羨ましいでしょう？」

「っ！　あ、貴女あなたねぇ……」

「お、御二人共！　喧けん嘩かは駄目ですよぉ」

「「……」」

　おお、エリーが治めてくれた。三人の関係性が朧おぼろ気げに見えて来た気がする。同年代の好敵手と友人の存在は大事だ。良い関係を築いてほしいな。

「では、行ってらっしゃませ、御嬢様方」

「「「は～い」」」

　今度は三人共、元気に応こたえ校門へ向かっていった。

　どうか、ティナの新入生代表挨拶が上手うまくいきますように。

　これから始まる学生生活が、あの子達にとって実り多いものでありますように。

「さ、私達も行きましょう。アレン、途と中ちゆうでじっくりと、北方の土産みやげ話ばなしを聞かせてもらうわ」

「手紙でお報しらせした通りです。噓うそは書いていません」

「ええ、そうね。ただ」

　リサさんが悪戯いたずらっ子のような笑みを浮うかべる。

　……腐れ縁から散々見せられた。だいたい、大変な目にあったっけ。

「私が知りたいのは貴方あなたが、ティナの中に『何』を見たのかよ」

「確証はありません。検証すら出来ていない状態です」

「噓吐つきね。正体の目め途どはついているのでしょう？　リディヤへ話す前に、私と相談しておいた方が良いと思うわよ？」

　核かく心しんを突ついてくる。……話さざるを得ない、か。

　詳しよう細さいがあいつにばれたら大変だ。下手すれば命の危険もあったし。

『ど・う・し・てっ！　真っ先に私へ話さないのよっ！』

　……幻げん聴ちようが。話したら話したで怒おこるじゃないか。

　あの時は、あれ以外の手が──ティナと魔力を強ごう引いんに繫つなぐしかなかったんだよ。魔力を暴走させてたし。

　現状、魔法を使えるようにさせる為，っていう説明を信じてくれてはいる。けれど、『氷ひよう鶴かく』や、ティナの亡なくなられたお母様の件と謎なぞの日記帳の存在は、近い内に話さないとなぁ。……ふ、震ふるえが。

　せめて、王宮魔法士を落ちた事の真相──家族とリディヤを馬ば鹿かにされたから、我が慢まん出来なくて第二王子を叩たたきのめした──だけは心に秘ひめよう。バレたらどうなる事やら。怒って、照れて、剣けんを抜ぬいて、魔法を紡つむいで……。

　当然、あの子だけじゃなく家族にも。

『兄さんは馬鹿ですか？　何時いつも何時も何時も、厄やつ介かい事ごとに巻き込まれてっ！』

　妹の冷たい、でも、心配でたまらない、といった声も聞こえてくる。

　さ、避さけようがなかったんだ！　僕だって自分から突っ込んでいってるわけじゃない。

　この状じよう況きようも分かるだろ？　リサさん相手じゃ勝ち目なんて……不ふ可か抗こう力りよくだよ！

「これも試練でございます。はい、笑顔をこちらに」

　アンナさん、思考を読むのは止やめてください。それ、後でしっかり監かん修しゆうします。今日、撮とった映像宝珠の写しはハワード家にもお願いしますね。




　──何しろ新入生代表と在校生代表が同じ家から出たという、歴史的な日なんですから。




　　　　＊




「概おおむね理解したわ。面おも白しろい考えだと思う」

「ありがとうございます」

　学内に入り、僕は特別な客人専用である、蔦つたに覆おおわれた緑の小道を歩きながら、リサさんへハワード家であった出来事を説明した。

　聞かれたら相当マズい内容なので、アンナさんには対盗とう聴ちよう用の消音魔法を発動してもらっている。

「つまり、大魔法には二種があると思っているのね？　純じゆん粋すいな魔法と、ティナの中にいるらしき意思を持った魔法生物のような存在と」

「はい。ただ、あくまでも仮説です。検証に必要な資料もありませんし、『氷ひよう鶴かく』かどうかも……前に、リンスター家の書庫を探させていただきましたが、その時は何も見つけられませんでした。他ほかに心当たりがおありでしょうか？」

「そうねぇ……アンナ？」

「当家で似たような物と言われますと、リディヤ御お嬢じよう様さまの炎えん剣けんかと」

「確かに。ですが」

「ええ。出自がはっきりとしているわね。あれは魔王戦争前に、エルフとドワーフと巨きよ人じんとで、合作した剣。威い力りよくも国を揺ゆるがす程じゃない。精々都市ね」

　四大公こう爵しやく家は、一族を象しよう徴ちようする魔法や技わざ、武具を保持し、国の内外で畏い怖ふされている。

　それらは、僕が数年追い続け、ティナの一件で制せい御ぎよ方法を調査中の大魔法と、同じようなモノと世間では認にん識しきされているけれど、実際には大きく異なるのだ。

　事実、氷属性極きよく致ち魔ま法ほう『氷ひ雪せつ狼ろう』と、僕等が遭そう遇ぐうした大魔法『氷ひよう鶴かく』らしき存在とでは明確に次元が違ちがった。




　ティナが放った『それ』は──ハワード公爵が放たれた『氷ひ雪せつ狼ろう』を凍とう結けつさせたのだ。




　現在知られている魔法の領域でくくれやしない。

「ローザ・ハワード様に直接お会いされたことは？」

「若い頃ころ、元気だった時に王宮の晩ばん餐さん会で何度か。明るくて、洒しや落れが分かる優ゆう秀しゆうな魔法士だったわ。厄介事には巻き込まれていなかった筈はずよ。ワルターとの仲なか睦むつまじい話しか耳にした記き憶おくはないわね。ハワードへ嫁とついで以降じゃないかしら」

「となると……現状、手て詰づまりです」

「アレン、この件、私以外には誰だれへ？」

「ワルター様と教授だけです。ハワード家の内向きを統すべる、グラハムさんとシェリーさんも把は握あくされていると思います。入学式が終わったら学校長にもお伝えするつもりです」

「妥だ当とうなところね。いいわ、協力してあげる。ハワードにも此方こちらから連れん絡らくしておく。大魔法関連は教授達へ押し付けるとして、アンナ」

「はい、奥様。ローザ・ハワード様、でございますね。四大公爵の奥方様であった御方。しかも、ハワード家が長年調べても、原因を摑つかめず、加えて暗殺の可能性ともなると……少々手間取るかもしれませんが」

「申し訳ありません。よろしくお願いします」

　御二人へ深々と頭を下げる。ここ数年、こうして助けてもらう機会が多い。何時か、恩を返さないと──右手を軽く振ふられながら、リサさんが断言。

「馬鹿な子ね。いい、アレン。母親が子供を助けないことなんてあり得ないわ。私は貴方をご両親からも託たくされているの。もっと頼たよって、喜ばせなさい」

「ど、努力します」

　うちの両親とリンスター公爵夫妻とは一度だけ、王都で会い、食事を共にしたことがある。その際、リサさんと母親が意気投合。未いまだに手紙のやり取りをしているらしい。

　公爵夫人を相手に……肝きもが据すわり過ぎだよ……。

「忘れていたわ。アレン、私からも一つ貴方に頼たのみたい件があるの。手伝ってくれる？　まだ本決まりではないから、詳細は話せないのだけれど」

「週末とその前日は家庭教師と準備があるので難しいと思います。それ以外であれば」

「平日のお昼に時間を貰もらうだけよ。当面は、ね。考えておいて。あら、出口だわ」

　蔦が途と切ぎれ、小道の出口が見えていた。

　──本番だ。

　四大公爵と八大侯こう爵しやく、伯はく爵しやくの大半は、新王宮魔法士と近この衛え騎き士しの就任式で王宮へ行っているとはいえ、その夫人や、子息が入学する伯爵以下の貴族達はいるだろう。

　悪口を言われるかもしれない。でも、可愛かわいい教え子の為ため。

　ティナと、もう一人の娘むすめの晴れ姿も見たかったに違いないワルター様の分まで、目に焼き付けなくちゃ！







「──と、意気込んでいたんですけどね……」

「アレン？　何をぶつぶつと言っているの？」

「いえ……どうして、僕はここにいるんだろうなぁ、と」

　下を眺ながめると、多くの人々が四方に数十段ずつ設けられた仮設の観客席に座り、入学式が始まるのを待っている。屋根は元からある席にしかないので、雨が降ったら混乱するだろう。

　その眼前に、普ふ段だんは実技場として使用されている広場。僕とリディヤが初めて組んだ場所だ。内ない壁へきの一部が妙みように新しく見えるけど、何があったのかな？

　広場には大理石が敷しき詰つめられ、数百に及およぶ木製の椅い子すがずらり。司会をする生徒や来らい賓ひんの挨あい拶さつ用の一段高い壇だんも設営済みで、その上には壇台と数すう脚きやくの豪ごう華かな椅子。

　大理石は入学式の為だけに土つち魔ま法ほうで整備されたのだろう。魔力が新しい。

　まだ生徒達は入場しておらず、東西に設けられている入り口も扉とびらは閉じている。

　ティーポットにお湯を注ぎつつ、アンナさんが僕を諭さとしてきた。

「アレン様は、ハワード家の御ご名みよう代だいでございます。何ら不自然はございません」

「確かにそうですけど……でもここ、王族か公爵家の人間しか入れない貴き賓ひん席じゃないですか。僕なんかが入っていい場所じゃないな、と思うんですが」

　ここは観客席の最上階に設けられた貴賓席。

　空調完備。最高級の椅子と、ゆったりした空間。外からは見えず。中からは見える仕様。

　他の王族、公爵家は来ていないらしく貸し切り状態だ。

　隣となりでリサさんが優ゆう雅がに紅茶を一口。

「うん、美味おいしいわ。アレン、自分を卑ひ下げするのは止やめなさい。アンナも言ったように、今日の貴方はハワードの名代。ワルター・ハワード公爵自らが直接依い頼らいした。そして、貴方は私の息むす子こ同然。問題はないわ」

「奥様の仰おつしやる通りかと。挨拶に来られていた皆みな様さまも、一様に褒ほめられておられました。アレン様の名、知らぬ者は王都で情報通を名乗れません！」

「はぁ……」

　さっきまで、リンスター公爵夫人であるリサさんへの挨拶で、ひっきりなしに人がやって来ていた。

　伯爵、子爵、男爵といった中ちゆう堅けん貴族達。

　王都や、各地方都市の有力者。

　リンスター家との取引を望む海千山千の大商人。

　準貴族扱あつかいながらも、強い権限を持つ少数民族の族長やその関係者。

　その数、ざっと数十人。

　最初は邪じや魔まにならないよう後ろへ控ひかえていたのだけれど、都度、リサさんに呼ばれ、

『紹しよう介かいするわ。アレンよ。「剣けん姫きの頭脳」という名の方が知られているかしら。私にとっては息子同然なの。よしなに』。

　で、会う人、会う人『おお、あの』『きゃー！　噂うわさには聞いてましたけど、リサ様、こんな子、何処どこで見つけて来られたんですか!?』『──是ぜ非ひ、手合わせを』『うちの娘、今年で十五になりまして、婿むこを探しております』『息子が大学校で大変お世話に』『うちの子供の家庭教師になってもらえないでしょうか』。

　……おかしい、こんな筈じゃ。

　皆さん、凄すごく好意的だった。リサさんの前だったから？

　アンナさんが熟練の手つきで、カップへ紅茶を注ついでくれる。

「当然でございますよ」

「ありがとうございます。どういう意味ですか？」

　紅茶のいい香かおり。新製品かな。

　リンスター家は商品開発にも長たけていて、時折、リディヤから分けてもらうけど、どれも美味しい。

　メイド長さんが大おお袈げ裟さな仕草で、呆あきれてみせる。

「前々から思っておりましたが、アレン様は、ご自身の凄さに無む頓とん着ちやくでございますね」

「……自分では客観的に見ている方だと思ってます」

「まぁ。まぁまぁ。まぁまぁまぁ」

「アンナ、この子、本気で言ってるのよ？　得え難がたい美徳かもしれないけど。困ったものね」

「されど、奥様。アレン様がこういう方であられるので、御嬢様達は厚い厚いご信しん頼らいを寄せておられるのでは？」

「そうねぇ。矯きよう正せいはあの子達に任せるとしましょう。話を切ってしまったわね。続けて頂ちよう戴だい」

　和なごやかな雰ふん囲い気きではあるものの、僕はお説教をされたのだろう。

　……内心、自信を持ち過ぎだと自じ戒かいしてるんだけどな。

　アンナさんが人差し指を唇くちびるへ持っていきながら、にこやかに話を再開。

「僭せん越えつながら申し上げますと、アレン様は『希望』なのです」

「『希望』？　ですか？」

「はい♪」

「ごめんなさい、思い至らないんですが」

「突とつ然ぜん、東都から王都へやって来られた無名の可愛らしい少年が、飛び級をして、一年後に王立学校を次席でご卒業。武ぶ勲くんと功績を山の如ごとく積み上げられ、王立大学校も再び次席でのご卒業。当家との付き合い濃こく、教授様、王立学校長様という、王国を象徴する賢けん者じや様方ともご昵じつ懇こん。何より、如何いかな戦場でも『剣けん姫き』を支えるお姿！　御お伽とぎ噺ばなしの登場人物そのものかと。更さらに、ここでハワード家との縁えんが加わりました。次は何でございましょうね♪」

　アンナさんが楽しそうに自分の指で数えてゆく。リサさんも微び笑しよう。

　こ、これなんか……凄く、は、恥はずかしい。

　大半はリディヤの功績なのだ。頑がん張ばったけど結局、王宮魔法士は落ちたし。

　手で風を送って、頰ほおを冷ましながら下を覗のぞくと、絶好の撮さつ影えい地点には、リンスター家とハワード家のメイドさん達が陣じん取どっていた。

　一人ずつ映像宝ほう珠じゆを持ち、耳には通信宝珠付きのイヤリング。

　何が何でも愛まな娘むすめと孫まご娘むすめの入学式の映像を見たい。いや、見る！　……強い執しゆう念ねんが感じられる。宝珠も安くはないのに。

　王宮へ出向いている両公爵と、北方で差配をしている某ぼう執しつ事じさんを想おもう。ほんと、娘さんと孫娘を愛されてますね。

　アンナさんの楽しい解説が再開。

「我がリンスター家はもとより、他の三公爵家も、現在、陛下のご推進されている、実力主義に全面賛同しております。が、世に浸しん透とうしているとは。そんな中、アレン様が颯さつ爽そうとご登場なされた。しかも、リディヤ御嬢様と並んで。これが絵になるのでございます。『公女殿でん下かと、実力でその隣に立つ平民の一青年』。非常に分かりやすい構図かと。当初こそ御嬢様ばかりに注目が集まっていましたが、世にも目が良い方々はおりますれば」

「最近よく聞かれるわよ。貴方あなたに会わせてほしいって。さっきも人気者だったじゃない。今度、二人で映像宝珠におさまってご覧らんなさいな」

「奥様！　正に、正に！　御一人でも絵になられます。なられますが……御二人ともなれば、無敵無む双そう！　特にリディヤ御嬢様の可愛さが数倍……いえ！　数十倍にっ！　これを、撮とらずしていったい何を撮るというのでしょうか。幼き頃ころの御嬢様を知る者からすれば、夢のような話でございます！」

「リディヤが、ここ数年でほんと綺き麗れいになったのは認めますけど……僕は大して変わってないと思いますよ。背は伸のびましたけどね。ようやく抜ぬけましたし」

　あいつはかなり長身で、入学後も伸びていたから抜けなかったのだ。これ、数少ない僕が明確に勝っていることでもある。

　え？　他？

　……炊すい事じ洗せん濯たくと裁さい縫ほう、あと寝ねかしつけかな。

「むふふ～。一時期、リディヤ御嬢様はお悩なやみになられていたのですよ？　『……背、伸びるの止まってほしい』『伸びるような食事を作らないで！』等々。嗚呼ああ、素す晴ばらしき日々でございました。アレン様に背を抜かされた時の御嬢様といったら！　あれ程ほど、お喜びになられた御嬢様は未だかつて見た事がございませんでした。リンスター家メイド隊はあのお姿を見られる限り、貴方様を全面的に支持する所存！」

「ああ……だから一時、身長を伸ばす、という触ふれ込みの食べ物やらお茶やらを、やたら渡わたされたんですね。かなり、怪あやしげな物もありましたけど」

「私がお集めしました。まだお伸ばしになりたければ、諸外国から取り寄せし、珍ちん品ぴんの数々、献けん上じよう致いたします♪」

「ハハ、お気持ちだけいただいておきます」

　……ハワード家の人達もそうだったけれど、リンスター公爵家に仕える人達は、仕事に強い誇ほこりを持ち、主君を狂きよう信しん──こほん。敬愛している気が。凄く楽しそうだ。

　他の二家は知らない。もっと厳格だと信じてる。

「とにかく、でございます。アレン様は自信をお持ちになるべきかと。リディヤ御嬢様をはじめとする、御嬢様方を称しよう賛さんされる十分の一程は」

「アレン、謙けん虚きよは得難いわ。貴方のご両親は素晴らしい教育をされたと思う。けれど、何事も行き過ぎは駄だ目め。今後の課題となさい」

「……気を付けます」

「いいのよ」

　御二人へ頭を下げる。自分の評価をこんなに優やさしく教えてくれる人はいない。

　行き過ぎは駄目、か。忘れないようにしよう。

　会場内が騒さわがしくなってきた。始まるようだ。

　上空を見ると、さっきよりも曇くもってきている。最後までもってほしいな。




　──場内に、甲かん高だかいラッパの音が響ひびき渡った。




　扉が突然開き、魔法が飛び出し実技場内で炸さく裂れつ。

　光を飛び散らせ、空中に華はなやかな色しき彩さいが出現。

　あれが進路の目安になるわけか。よく考えてる。

　ティナ達、緊きん張ちようし過ぎていないかな？




　　　　＊




　壇だん上じように美しい魔ま方ほう陣じんが浮うかび上がり、一人の女子生徒が紫し電でんと共に現れた。

　王立学校の入学式や卒業式といった行事は生徒主体で行われる。

　従って生徒の代表組織である生徒会の権限は大きく、学内関係の窓口役になることもしばしばだ。

　僕等の時代だと入学式の司会は、新副会長が務めてたっけ。

　観客から拍はく手しゆが巻き起こる。女子生徒は壇台で会え釈しやくをし、声を発した。




『ありがとうございます。ただいまより、王立学校入学式を開始致します』




　風属性魔法の応用で、実技場全体に声を届ける宝珠が組み込まれているから、十分聞こえる……ん？

　こ、この声、僕は知っている。身体からだを乗り出し、目を凝こらす。

　制せい帽ぼうを被かぶっていて耳が隠かくれてしまっているけれど、横から見えている髪かみは輝かがやく灰銀色。

　お尻にはふさふさの尻しつ尾ぽ。間ま違ちがいない。

「ど、どうして、あの子が!?」

　壇上で凜りんと背筋を伸ばし、司会をしていたのは僕の妹──カレンだった。

　一昨日おととい、会った時は普ふ段だん通り

『兄さんは、最近、世界でたった一人の妹を蔑ないがしろにし過ぎです。一いつ緒しよに帰省をしてくれなかったことといい、家庭教師のことといい、リディヤさんの所や、ハワード家の御お屋や敷しきに入いり浸びたることといい……帰りますっ！　──追いかけるなら今の内ですよ？　優しくしてくだされば、可愛かわいい妹の機き嫌げんが良くなるかもしれません。これは、しないと損です』

　うん、言われてない。甘やかした後、入学式が終わったらお昼を食べよう、と約束しただけだ。

　僕を驚おどろかしたかったのだろう。しっかりしてるけど、まだまだ兄離ばなれが出来てないんだよな。可愛いから全部許す。

　──僕と両親、そしてカレンとは血の繫つながりがない。

　当時、若い旅の商人をしていた両親は、雨を凌しのごう、と立ち寄った廃はい屋おくの軒のき下したで粗そ雑ざつな布に包くるまれて泣いていた僕を見つけ、自分達の息むす子ことして迎むかえてくれたらしい。

　……仕事を辞やめ、その地に定住することまで決めて。

　出自を表す物は一いつ切さいなく、名前も両親につけて貰もらった。

　母さん曰いわく『一族の伝説的な勇士の名前なのよ。ただ、私は貴方が元気ならそれだけで満足だわ』。はい、元気でやってます。

　両親とカレンは獣じゆう人じんの狼おおかみ族。

　かつて、その高い戦せん闘とう力故ゆえに大陸中から瞠どう目もくされていたらしいけれど、二百年前の魔王戦争において華はな々ばなしく戦い──多くが散った。

　結果、人族と比べ人口の少ない獣人族中でも、少数に。

　勇ゆう猛もうな人々は、戦争で軒のき並なみ戦死してしまったので、今いる狼族の人達は、一度身内と認めた相手には温和で優しく、戦闘を好んではしない。

　──数少ない例外の一人がうちの妹。

　リディヤと比べれば差はあるものの、強い。剣けん術じゆつ、体術、魔法も一流。

　極ごく稀まれに生まれる『先祖返り』らしく、同年代では相手になる存在がいなかった。

　でも、そこは才有る若者が集まる王立学校。競争は熾し烈れつ。

　まして、生徒会に入れるのは成績上位者。不文律の貴族出身者優先も壁かべだし、獣人に対する根深い差別も依い然ぜんとしてある。頭角を現すのは生半可なことじゃ無理。

　カレンが頑張っているのは知ってたし、信じてもいたけど、これは凄すごい事だ！

『申もうし遅おくれました。司会を務めさせていただきます、生徒会副会長のカレンと申します。見てお分かりの通り、狼族出身です。よろしくお願い致します』

　場内からは好意的なざわめきが大半。一部に野次。

　ほぉ……僕の妹へ汚きたない言葉を吐はきかけて、王都で生きていけると思うなよ？　後で必ず割り出して、後こう悔かいさせてやるっ。

「アレン様～。怖こわい御顔になられていますよ～。ご心配はご無用かと。当家が、内密に処理致しますので」

「アレン。席に座りなさい」

「……すいません。つい」

　いけない、いけない。僕も妹離れしないと。リディヤにもやたらなじられるし。

『それでは──新入生達の入場です。皆みな様さま、今一度温かい拍手をお願い致します』

　大理石の一部が魔法で光り輝き始めた。東西の扉とびらから生徒達が入場して来る。先頭は上級生だろう。大きな拍手が起こる。

　後ろをついていく初うい々ういしい制服姿の新入生達。四年前の僕もあんな感じで──。

「リディヤ御お嬢じよう様さまとアレン様は、周囲もはばからず入場からいちゃつかれていましたねぇ。度ど肝ぎもを抜かれたものでございます」

「入学試験後に、屋敷へ連れて来た時も驚いたわ。まさか、剣術にしか興味がなかったあの子が。ふふ、主人は、その晩遅おそくまでお酒を飲んでいたわね」

「……御二人共、僕の思考を読むのは。リィネとティナが来ましたよ。あれ？」

　本年度の首席と次席である二人は、他の生徒達とは違い実技場の席につかず、直接壇上に案内される筈はず……僕の目がおかしくなければ、歩きながら言い合いをしているような。ティナもリィネもドレス姿なので、目立つ目立つ。

　エリーは──上位者だから、近くにはいるけど割って入れないのか。周囲の子達も困こん惑わくしているみたいだ。

　リサさんとアンナさんは呆あきれ顔。まったく、あの子達ときたら。

「困った子達ね。アレン」

「やってはみますが」

　会場内で魔法を使うのは禁止されている。感知されたら攻こう撃げきされても文句は言えない。

　どうするかな──よし。少々、遠いけれどやれなくはないだろう。雲も出ているし、誤ご魔ま化かしやすいしね。

　歩いているティナとリィネの上空に、小さな水すい滴てきを形成。当然、入念に欺ぎ瞞まん。

　額へ落とす。言い合いが止まった。

　微び風ふうを耳元へ。メイドさん達が付けている通信用イヤリングと同じ原理だ。

　送ったのは──『お静かに』。

　単語しか送れないけど、魔力もほぼ使わないし、他者に聞かれる心配も少ない。

　子供の頃、大人、子供問わずよく脅かしたなぁ。

　二人が前を向いて歩き出した。届いたようだ。

「お見事でございます」

「静せい謐ひつ性がより上がったわね。風だけで良かったんじゃない？」

「周囲の反応を見ました。あと、お仕置きです」

「意地悪ね。貴方の魔法に気付く学生がいたら、すぐうちへ引っ張るわよ」

「気付いた子もいるんですよ」

　壇台を指し示す。カレンが顔を上げていた。

　姿は見えなくても、会場にいるのは報しらせているし、さっきの魔法も幼いカレンをからかう時によく使ったもの。バレるよね。

　口を小さく動かしている。この距きよ離りじゃ

「『兄さんは馬ば鹿かですか。後でお説教です。……ありがと』。愛されてますね。お兄さん♪」

「……僕は貴女あなたの方がとんでもないと思います」

「いえいえ。所しよ詮せん、一メイドですので！」

　にこやかに敬礼。謎なぞな人だ。

　リンスター家に仕える千人以上のメイドさん達を束ね、リサさんの補ほ佐さ役を務めるようなとんでもない人だし、今いま更さらか。

　──ようやく、新入生達の大半が席へついた。その数、約三百名。音楽も止まる。

　多いように感じるかもしれないけれど、三年間で卒業出来るのは約半数。そう考えると数字の受け止め方が変わってくると思う。

　ティナとリィネは壇上に用意された豪ごう華かな椅い子すへ座っている。

　係の上級生達が慌あわて始めた。一人がカレンに近付き、耳打ち。

　──雨か。間が悪い。

　いや、あの人の登場機会を演出してくれたと考えれば良いのか。派手好きだから、出番は見み逃のがさないだろう。

　観客がざわめき始めるも、カレンの冷静な声。

『皆様、お静かに。上空をご覧らんください』

　皆が一いつ斉せいに空を眺ながめる。そこには、フード付きの白ローブを着て長ちよう杖じようを持つ魔法士の姿。

　長杖を真上に掲かかげると、四方へ結界が広がっていく。

　繊せん細さいな魔方式だ。実戦向きじゃない気もするけど、余計なお世話というやつか。あの人とて、歴戦の猛者もさ。魔王戦争に従軍してもいる。

　結界が閉じると、姿が消え──壇だん上じようの椅子へ着席。

『今、雨あま避よけの結界を張っていただいた方が、我が王立学校校長『大魔導』ロッド卿きようです。後のち程ほど、ご挨あい拶さつをいただきます。学校長、ありがとうございました』

　フードを外したエルフの男性が、片手を上げると大だい歓かん声せい。役者ではある。

『本年度新入生、三百九名が着席致しました。ここで、私から挨拶をさせていただきます』

　今年も新副会長であるカレンが挨拶をするのか。

　王立学校の入学式に決まった形はない。生徒会の考え方次し第だい。

　固定化されているのは、王国内最強の強制睡すい眠みん魔法と悪名を轟とどろかしている学校長の挨拶、新入生首席、在校生代表くらいだ。

『新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。改めまして、生徒会副会長のカレンです。感動する話は、今年度入学生首席ティナ・ハワードさんと、生徒会会長ステラ・ハワードがしてくれる筈なので、私からは手短に。お気付きだと思いますが、新入生、在校生の挨拶する二人は、実の姉し妹まいです。これは、王立学校の長い歴史上初。新入生の皆さんは幸運です。その事を忘れず、どうか良き学校生活を送ってください』

　大きな拍手が起こる。僕も拍手。我が妹ながらそつがない。後で撮さつ影えい宝ほう珠じゆ貰わないと。

　カレンが片手を上げ拍手を止めた。うんうん、様になってるよ。

『では、新入生を代表して挨拶をしてもらいます。ティナ・ハワードさん』

　弾はじかれたばねのように立ち上がった。大だい丈じよう夫ぶかな。

『ティナさん、こちらへ』

　カレンが促うながすも、動かない。もう一度魔法で……リサさんの手が僕を制す。

「大丈夫よ」

　細い指が示した先には、隣となりで立ち上がっているリィネの姿。ティナへ話しかけている。

「『出来ないなら代わってください。私は準備が出来ています。そして、兄様に褒ほめていただきます』『なっ!?』『早く決めてくださいね。そんなに待てませんよ？』でございます。ティナ御嬢様が歩き出されましたね」

　……ほんと、この人の目はどうなって。

　壇台へ向かい始めたティナ──手と足が一いつ緒しよに出てる。緊きん張ちようはまだ解けてないか。

　もっとしっかり励はげましておけば良かった……。やりようは幾いくらでもあったのに。ティナなら大丈夫、と安易に考えていた僕の失敗だ。

　リサさんが突とつ然ぜん、頰ほおを突つついてきた。驚いて見ると、リディヤによく似た顔には慈じ愛あい。

「アレン。貴方あなたの教え子を信じてあげなさい」

「は、はぁ」

「アレン様」

　ティナが壇台へ辿たどり着くと、カレンは背中を押して後ろへ下がる。

　観客も話すのを止やめ、やがて完全に沈ちん黙もく。

　ティナは片手でリボンにそっと触ふれ、手を戻もどし──正面を向き話し始めた。




　　　　＊




　本年度首席となり、入学式挨拶の栄えい誉よを賜たまわりました、ティナ・ハワードです。

　お見苦しい所をお見せしてしまい、申し訳ありませんでした。

　これ程、多くの人の前で話すのは初めてで少し……いえ、かなり緊張しています。

　ですがこのような機会、生しよう涯がいで一度だけと思います。私が思っていることを、素す直なおに話し、挨拶といたします。




　今回の件が決まった時、私はとても悩なやみました。




　私にそんな資格があるのだろうか。

　これは何かの間ま違ちがいじゃないのか。

　夢を見ているだけなんじゃないか。

　何故なぜなら……ここにいる多くの皆さんはご存じかと思います。




　私は幼い頃ころから、今日までずっとこう呼ばれてきました──『ハワードの忌いみ子』と。




　四大公こう爵しやく家に生まれながら、魔ま法ほうを一いつ切さい使えない娘むすめ。

　欠けつ陥かん品。無価値。栄光の血統を汚よごした。

　生まれながらに呪のろわれている憐あわれな娘。

　本当はハワードの娘ではないのでは？

　…………他ほかにも色々と。多過ぎて忘れてしまいました。

　父や姉、そしてハワードに仕える者達はこんな私を愛してくれました。

　それでも──暗い感情が自分の中で、雪のように積もり続けているのを感じつつ、生きてきました。

　ですが、私は、どうしても、どうしても、魔法を使えるようになりたかった。

　一番大きかったのは私個人のとある夢の為ため。それを否定するつもりはありません。

　ただ……そこに負の感情がなかった、と言ったら噓うそになります。

　蔑さげすんだ人達を見返してやりたい！

　私を打ちのめした醜みにくい言葉を叩たたき返してやりたい！

　何時いつか……何時か……何時かっ！

　けれど、現実は非情です。

　……私は十三歳になっても初級魔法すら使えませんでした。

　自分なりの努力はしてきたつもりです。

　必死に文ぶん献けんを読み、勉強をして、何十人もの先生に教わり、たくさん調べてもらいました。

　それでも……。

　小さな炎ほのおも。一ひと滴しずくの水も。一ひと粒つぶの土も。微かすかな風も。微び細さいな雷かみなりも。僅わずかな光と闇やみも。

　ハワードを象しよう徴ちようする氷さえも──何もかもが使えなかったんです。




　正直……諦あきらめていました。




　一生、魔法を使う事はないのだと。

　北の地で、静かに生きていくしかないのだと。

　分相応に何も望まず、日々を暮らしていくしかないのだと。

　こんなどうしようもない自分を救ってくれる人は、誰だれも、世界中を隅すみから隅まで探し回っても……一人もいないんだと。




　──ですが、今、私はここにいます。王立学校首席合格者として。




　約三ヶ月前まで、一切の魔法を使う事が出来なった私が、です。

　先程も述べましたが、この場に立ち、皆さんの前でこうして話していても私は……幸せな夢を見ている、という考えを捨てていません。

　気付いたら目が覚めて、隠かくれて泣いていた部屋なんじゃないかと疑っているんです。

　また、こんな幸せな夢ならば、ずっと覚めないでほしいと心から願ってもいます。




　──私はある方に出会って、魔法を使えるようになりました。




　その方がいなければ、私はここにいませんでした。今いま頃ごろ、自分の部屋で静かに本を読んだり、植物の世話をしていたでしょう。

　感謝しています。感謝しても、感謝しても、全然足りません。

　……けれど、ほんの、ほんの少しだけ、お恨うらみしてもいるんです。

　私の夢はずっと『魔法を使えるようになりたい』でした。




　そして、あの方は、私に……『魔法』を……本物の『魔法』を与あたえてくださいました。




　同時に、私は知ってしまったんです。夢が叶かなったとしても全すべてが満たされるわけではないのだ、と。

　ティナ・ハワードという人間は、あれ程、渇かつ望ぼうした『魔法を使えるという奇き跡せき』に遭そう遇ぐうしてもなお、次を求めてしまう浅ましさを持っている、とっても悪い女の子なのだ、と。




　人の欲は果てしないものです。




　今の私は、魔法を使えるだけじゃ満足出来ません。出来ないんです。

　もっと、もっと、もっと！　色々な魔法を使えるようになりたい。

　少しでも、あの方に届くように。少しでも、あの方に何かを返せるように。

　何時か、何時の日か、私が受け取った『奇跡』を他の誰かに届けられるように。

　私は、そんな新しい夢を追いかけています。

　これからも信じられないくらい、困難で険しい路みちが待っているでしょう。

　……王立学校入学が児じ戯ぎと思える程に。

　では、諦められるのか？

　十分なのではないか？




　……いいえ、無理です。




　だって、私は夢を叶えられると、知ってしまいましたから！

　新しい夢を叶える為、これからも出来る限りの努力をしようと決意しています。




　──本日、王立学校への入学を果たし、伝統ある同校で学べる事を嬉うれしく感じています。

　同期の皆みな様さまには、こんな私が首席では不安を感じさせるかと思います。

　ハワードの名に恥はじぬよう、努めて参ります。共に進んでいきましょう。




　最後になりましたが、亡なき母、慈いつくしみ育ててくれた父、尊敬している姉、優やさしく見守ってくれた執しつ事じ長のグラハムとメイド長のシェリー、幼おさな馴な染じみで一緒にここまで来てくれたエリー、ハワードに仕えてくれつつ愛情を向けてくれた人達へ、本当にありがとう。心から愛しています。これからも、こんな私をよろしくお願いします。




　──何時か、私は貴方に追いつきます！　覚かく悟ごしていてくださいね！




　私は誰よりも諦めが悪い子なんですから。

　ご静せい聴ちよう、ありがとうございました。




　　　　＊




　ティナが頭を下げ着席すると、聴きき入っていた会場は何かに気付きざわつき始めた。

　あの子の魔力に反応して会場内全体に氷ひよう華かが踊おどるかの如ごとく舞まっている。幻げん想そう的な光景。

　僕は立ち上がり全力の拍はく手しゆ。隣のリサさん、後ろで控ひかえているアンナさんも。

　少しずつ、少しずつ、広がっていき──最後は全体からの温かい拍手となった。

　……家庭教師、引き受けて良かった。本当に良かった。

「ふふ、アレン、愛されているわね。リディヤが妬やくわ」

　ティナは真ま面じ目めな子だ。僕と出会うまでは魔法を使えずもがき苦しみ、想像以上に排はい他たもされ、傷ついてきたのだろう。

　救いだったのは、ハワード家の人達があの子の味方だったことだ。そうでなければ……僕からすれば、それが、それこそが『奇跡』。

　切っ掛かけは確かに与あたえたかもしれない。でも、成し遂とげたのはあの子自身の力。

　僕は、手を貸し、背中を押しただけ。

　なのに、あの子は感謝してくれている。十分だ。もう十分、返してもらったよ。

　隣となりからハンカチが差し出された。

「ほら、涙なみだを拭ふきなさい」

「……ありがとう、ございます」

「アレン」

「……はい」

「よくやったわね」

「…………はい」

　とめどなく溢あふれてくる涙を拭ぬぐう。情けないなぁ。

　カレンの入学式の時も、途と中ちゆうから泣いてしまったっけ……ちょっとだけ涙なみだ脆もろいのだ。

「むふ、むふふ♪　リディヤ御お嬢じよう様さまに良きお土産みやげが！」

「駄だ目めよ、アンナ。あの子は拗すねるわ。『……私、まだ泣いてもらってない』って」

「──……はっ!?　そ、そうでございますね。奥様やアレン様が『火か焰えん鳥ちよう』を封ふう殺さつされているせいか、最近のリディヤ御嬢様は、私にも大だい丈じよう夫ぶなんじゃないか？　と思われている節がございます。生命の危機！　お蔵入りといたしましょう」

　こんな時でもブレないとは……リンスター家メイド長に戦せん慄りつしていると、カレンが再度壇だん台だいへ。

『……ありがとうございました。学校長も再度の演出、素す晴ばらしかったです。次に、本学生徒会長、ステラ・ハワードの挨あい拶さつです』

　先程の現象を、演出の一言で終わらせた。学校長は──杖つえを真上に掲かかげる。上手うまくまとめたな。

　一見平静……僕の話をしたのが、気に障さわったのだろう。

　入れ替かわりで実技場の最前列に座っていた女子生徒が登壇した。深々と一礼。

　制せい帽ぼう脇わきから覗のぞいている髪かみの色は、ティナと同じく薄うすく蒼あおみがかった白金。

　顔までは見えない。所作に育ちの良さが滲にじみ出ている。

　観客席から拍手。それが収まると、しっかりとした口調で話し始めた。




　　　　＊




　王立学校生徒会会長のステラ・ハワードです。

　新入生の皆さん、保護者の皆様、ご入学おめでとうございます。

　私も二年前を思い出し、改めて身が引き締しまる思いです。

　本学はご存ぞんじの通り、王国内における最高の教育機関です。

　入学試験は厳しく、見事に合格された新入生の皆さんはご自身を誇ほこらしく思われていることでしょう。

　ですが、これは『始まり』に過ぎません。今、正に、ここから、始まるのです。

　本日、ご入学された皆様の人数は三百余名。

　順調に進級していけば、三年で卒業となります。




　……順調にいけば、です。




　実際には、三年で卒業出来るのは半数程ほど。残りの方は卒業出来ません。

　平均すると、卒業するまでに四、五年程度はかかっている計算となります。

　飛び級制度もありますが、ここ十年間で適用されたのは僅か三人。

　その内の一人は、リディヤ・リンスター様──そうです。『剣けん姫き』様です。

　あの御お方かたともうお一方は、僅か一年で本学を卒業されましたが、例外中の例外と考えてください。




　脅おどかすようですが、本学はとても厳しい所です。




　勉強は難しく、訓練は過か酷こく。週末にしなければならない課題も多いので、遊んでいる暇ひまはないでしょう。

　ですが、皆さんを大いに成長させてくれる場所でもあります。

　私も、入学した当時の席次は、下から数えた方が早い身でした。

　ハワード公こう爵しやく家長女が、です。

　けれど、日々進んでいけば、路みちは開ける──私が保証します。

　ここには成長する全てがあります。諦あきらめず。ただ、前へ進んでいきましょう。

　皆さんと、学内で会えるのを心から楽しみにしています。

　──最後に私信を。




　ティナ、エリー、入学おめでとう。これからも大変だけど、頑がん張ばって！




　　　　＊




　会場内から先程より控えめな拍手。

　ワルター様に聞いていた通りの子、か。

　肩かたに力が入り過ぎている。初めて会った時のティナみたいだ。

　確かに王立学校は厳しい。でも、それは全てを杓しやく子し定じよう規ぎにこなした場合。

　上手くやれば、遊ぶ時間は結構あるのだ。

　入学試験問題と同じく、学校長の性格の悪さに起因しているのだろう。完答すると怒おこるくせに、面めん倒どうな。某ぼう教授そっくり。

「ステラは典型的な長女気質ね。リディヤにもあの真面目さが必要かもしれないわ」

「奥様、リディヤ御嬢様はとてもとても真面目でございます」

「そうね。足りないのは、勇気かしら？　けど、あの子の場合、そっちに振ふれてもねぇ。ふふ、アレン、どう思う？」

「……どっちみち、大変な気がします」

　ステラ様が着席。隣のティナは嬉しそうに話しかけている。

『次は学校長の──』

　いよいよ、知られている中で最も凶きよう悪あくな睡すい眠みん魔ま法ほうの時間か。猛たけり狂くるう魔ま獣じゆうすら昏こん睡すいさせたという……熟じゆく睡すい出来るんだよね。

　──扉とびらが開き、気配なく入ってきたメイドさんが「失礼致いたします、メイド長」と、アンナさんを小声で呼び、耳打ち。

　伝言ゲームのように、アンナさんがリサさんへ伝え、僕へ。

「アレン、王宮から報しらせよ。リディヤが暴れているらしいわ。詳しよう細さいは不明。止めてきなさい。ここでお昼ひる寝ねするよりは目が覚めるでしょう？」

　……こんな日に騒そう動どうを？

　けど、見るべきものがまだ。

「アンナさん」

「首席、次席に与あたえられる銀ぎん飾かざり授じゆ与よ、でございますね。抜ぬかりなく」

「ありがとうございます。リサさん、では」

「ええ、行ってきなさい。あの子達には私から伝えておくわ。うちの娘むすめをよろしくね」

「はい」

「アレン様、ご武運を。私も後程参ります」

　武運……必要ですね。出来れば大量に。二人へ会え釈しやくし席を立つ。

　まったく、リディヤは……大丈夫かな？　怪け我がとかしてなければ良いけど。まぁ僕が心配するだけ無む駄だか。




　何せ──『剣けん姫き』の前に『剣けん姫き』なく。『剣けん姫き』の後に『剣けん姫き』無し、なのだから。








第２章









「すまないね、折角、王立学校の入学式だったのに」

　護衛兵の方に案内され、王宮内にある近この衛え騎き士し団演習場入り口へ赴おもむいた僕を待っていたのは、赤あか髪がみ癖くせっ毛で、絵に描かいたような騎士姿の長身美男子──リディヤとリィネの兄にして次代リンスター公爵、リチャード・リンスター公子殿でん下かだった。

　式典に参加されていただろう、華か麗れいな騎士服を着こんでいる。

　眼めに入った時、カッコいい、と思ってしまった……不覚。負けた気分だ。

　本人曰いわく『近衛騎士団内ではモテるんだよ？　だけど、僕には許嫁いいなずけがいるし、部下と付き合うのはね。毎回断って、女の子を泣かすのは忍しのびなく思っているんだ』と、あっさり言うモテない男の敵でもあるからして。

　ええ、どうせ僕は王立学校、大学校とまったくモテなかった男ですよ！　……悲しい。

　そもそも、誰だれかさんの飛び級に巻き込まれて、同年代の友人自体が少ないし、この四年間は難事件多数に遭そう遇ぐうしてそれどころじゃなかったし、辛かろうじて出来た女の子の知り合いも、途中からみんな余よ所そ余よ所そしくなるし、大学校の後こう輩はい達には嫌きらわれてはいないと思うけど、ニヤニヤ笑ってるし……閑かん話わ休題。

　リチャード様は近衛騎士団に二人いる副長様の一人で、席次は第二席。近年、大だい盗とう賊ぞく団だんや魔物の討とう伐ばつで赫かく々かくたる功績を挙げている切れ者だ。

　年ねん齢れいは二十五歳。厄やつ介かい事ごとに巻き込まれて割を喰くう被ひ害がい者しや仲間でもある。

　え？　誰に対してかって？　そこは想像してほしい。

　近くに、近衛騎士の人達もいるから敬語で挨拶をする。

「ご無ぶ沙さ汰たしています。リチャード公子殿下」

「やめてくれ、アレン。僕と君の仲じゃないか、あいつ等は、信しん頼らい出来るベテラン達だ。気にしなくいい」

「ありがとうございます、リチャード。旧交を温めたいところですが……そんな暇はなさそうですね」

「……その通りだよ……」

　彼の目には諦てい念ねんというか、悟さとりというか……とにかく疲つかれていた。自分の身に降りかかるだろう過酷な運命を分かっているかのようだ。

　後方の状じよう況きようがさっきから視界に入り、激しい剣けん戟げきや魔法の発動音も聞こえてきている。しっかり見るには勇気が必要。

　意を決して奥の演習場へ目をやり、呻うめく。




　……何処どこの処しよ刑けい場。ここは王都のど真ん中なんだよ？




　目を逸そらす。現実逃とう避ひは時として人を救う、と僕は信じている。

「時間もないようですし……どうすれば？　本気で怒ってますけど」

「全ぜん滅めつは時間の問題だ。彼等が一いつ掃そうされたら次は……。母上も知っておられるのだろう？　つまり、僕は生死の境にいるっ！　嗚呼ああ、我が身の不運を呪のろうよ。アレン、同情し慰なぐさめてほしい。どうか僕を救ってくれ！」

「お立場には同情しますし、慰めるのも吝やぶさかではありませんが……リチャード」

「何だい？」

「盾たて代わりにするのは止やめてください」

　わざと僕の後ろへ立ち視界に入らないようにしている。あいつは目がいいのだ。

　自分で相手をすればいいのに。

「アレン、僕は単なる近衛騎士だ。怒っているあの子と、真正面から相対するのは……。好んで煉れん獄ごくへ突とつ撃げきしたがるような変態じみた性せい癖へきは持ち合わせていない！」

「僕は逝ゆかせて良いと？」

「君なら大だい丈じよう夫ぶだと確信しているからさ。少々の流血はやむを得まい。尊い犠ぎ牲せいだ」

「不ふ穏おんな単語は禁止です」

　演習場内で立っている人数は、この間も加速度的に減っていく。風前の灯火ともしび。

　仕方ないなぁ……。

　リチャードをぐいっと前に出し、盾とする。抵てい抗こうは無駄。苦行は分かち合うべきだと僕は思います。ほら、暴れないでください。逝き……こほん。行きましょう。

「ア、アレン、止めてくれっ！　ぼ、僕には可愛かわいい可愛い許嫁がいるんだよっ!?」

「知ってます……不思議ですね。ますます連れて行きたくなりました。モテる近衛騎士、死すべし！　大丈夫、大丈夫。適度に焦こげるだけです……多分、きっと、おそらくは。どっちみち死にはしません。加減はしてくれます。小こ匙さじ半分くらい」

「そ、それは手加減と言えないんじゃないかい!?　あ、あれを喰らって笑ってすますのは母上と君だけだっ！」

「リサさんと僕とじゃ差があり過ぎて比ひ較かくも出来ませんよ。ま、猫ねこがじゃれつくのと同義です。身内に酷ひどいこと出来る子じゃありません」

「…………本気で言ってるのだから恐おそれ入る」

　リチャードはぐったりとし「おお……神よ……何故なぜ、ここまでの試練をお与あたえになるのですか？　どうか、アレンだけで……妹も絶対に喜びます……」と呟つぶやいている。

　残念ですが、そんじょそこらの神なら、容よう赦しやなく斬きります。

　一歩一歩、演習場が近付いてくる。濃こい血の臭においと、悲鳴やか細い苦鳴が充じゆう満まん。

　ティナ達には見せられないな。ドレスも汚よごれるし。

　おや？　リチャード、どうしたんですか？　そんな涙なみだぐんで。足をせっせと動かしてくださいね。いっちにい、いっちにい。そうそう。お上手ですね。

　幼児をあやすよう、殊こと更さら、穏おだやかに話しかける。

「根は優やさしい子です。貴方あなたもよく知っているでしょう？　妹を信じられないんですか？」

「……アレンは意地悪だ、と言う、妹達の気持ちがよくよく分かった……」

　失敬な。僕は何時いつでも、何処でも、誰にでも優しいんですよ。モテる近衛騎士は例外なだけ。

　いじけている盾を押し進むと、視界が一気に広がった。

　近衛騎士団の演習場は上空から見ると円形になっていて、そこをぐるり、と僕の肩程ほどの石いし壁かべが囲んでいる。改めて見ると、ハワード家に設けられていた設備と酷こく似じ。元設計は一いつ緒しよなのかもしれない。

　二年に一度行われる王国武ぶ闘とう会の会場としても使われる事もあり、軍事施し設せつとしては似つかわしくない立派な観客席が完備されている。チケットは人気で入手し難にくい……らしい。自分で取った経験がないのであくまでも伝聞。二回とも付き人だったし。

　ただ、それは特別な使用法。主目的は騎士団用なので、王立学校よりも堅けん固ごに作られており、破損はそうそうしない……筈はずなんだけど。




　──凄せい惨さんな光景が広がっていた。




　壁が至る所で破損し、一部は観客席上層に及およぶ大きな斬ざん撃げきの痕あと。王宮本体まで到とう達たつしていそうだ。おかしいな。魔法ならここまで被ひ害がいは……。

　あいつの相手は近衛騎士団の若手らしき騎士達。

　金色の刺し繡しゆうが入った白のローブを纏まとい、長ちよう杖じようで必死に魔法を紡つむいでいるのは王宮魔法士だろう。装備が真新しい。就任したばかりの人も交じっているみたいだ。

　既すでに十数名が壁かべ際ぎわでぐったり。ピクリとも動かない。

　剣や長杖の多くは折れ、地面に突つき刺ささり、転がっている。盾や兜かぶと、鎧よろいは砕くだかれ破片が散乱し、強力な魔ま法ほう障しよう壁へきが編み込まれているローブまで引き裂さかれ赤く染まり、そこかしこには血だまり。

　立っているのは──あ、一気に最後の四名が薙なぎ払はらわれた。

　次々と構造物に激げき突とつ。悲鳴苦鳴の再生産。動きを止める。

　王都で最近売っていて人気のボードゲームだったら全滅判定、かな。

「……終わったわよ？　散々大口叩たたいておいて、こんな程度で近衛騎士と王宮魔法士？　あいつを蔑さげすむのは一万年早いわね。日ひ頃ごろ、いったいどういう教育をして」

　冷たい声で評しながら、ゆっくりと




　──リディヤが振ふり向いた。




　瞬しゆん時じ『火か焰えん鳥ちよう』が飛ひ翔しよう。リチャードの口からは悲鳴。

　やれやれ。壁を乗り越こえ右手を振り四散させる。

「いきなりはどうかと思うよ？　挨あい拶さつに使う魔法じゃないし」

「な、なんであんたがここに……ま、魔力は全然、感じなかったのに……愚ぐ兄けいっっ!!」

「ふ……この瞬しゆん間かんを生き残る為ために全力を尽つくす、それが僕、リチャード・リンスターだっ！　たとえその結果、明日の朝日は拝めないとしても!!」

　一目散に退たい避ひしつつ言わなければ、半分くらいは賛同するんですが。

「で、何があったのさ？　晴れの日に殺さつ伐ばつとして。リサさんに怒おこられるよ？」

「う、うるさいっ！　……あんたこそ魔力を消して近付くとか、卑ひ怯きようよ！　反則だわっ！　認められないんだからねっ！」

「僕が来ると分かったら逃にげるだろ？　で、追わないと怒る。君が剣を振るったら大事になるのは……魔法の跡あとがないね。リチャード」

「何だいっ？」

　観客席へ到達し、自分の席を確保した副長様が叫さけび返してくる。

　一部物好きな人達は危険も顧かえりみず見物しているようだ。

「新たな挑ちよう戦せん者しやだ！　賭かけた、賭けた！」「どう見たってあの坊ぼう主ずじゃ相手にもならないだろ」「俺は大穴に賭ける！」「ここは固くいこうかのぉ。『剣けん姫き』じゃ」「ほっほっほっ。私は引き分けに全額を賭ける！」「小隊長、何か知ってるんですか？」「冷えた果実水だ、安いぜ」……あそこまでやるといっそ、清すが々すがしいな。

　近衛騎士や王宮魔法士だけじゃなく、高位貴族らしき人達もいるようだ。就任式に呼ばれるくらいだし、伯はく爵しやく以上。う～ん……何だろ。違い和わ感。いいや。後にしよう。

「誰かが剣のみでの勝負を持ちかけましたね？」

「その通りだよっ！　そこに転がっている新米君達が君の──」

「今夜の月も拝めないわよ？」

「ハハハ、僕は全部忘れた！」

「あのさ、リディヤ」

「……何よ？」

「ありがとう」

「べ、別にあんたの……その、ないわよ。か、勘かん違ちがいしないでよねっ！」

　耳まで真っ赤にして言われても説得力がないから。こういう時はきちんと可愛いのだけれど。ほら、ぶんぶんしない。

　──この子相手に、剣で勝負を挑いどむとは命知らずな。

『火か焰えん鳥ちよう』は確かに強力な魔法。が、僕の腐くされ縁えんの異名は『剣けん姫き』。

　魔法を使うよりも弱い、と思うなんてどうかしてる。

　苦く笑しようしながら右手を差し出す。

「さ、帰ろう。向こうも滞とどこおりなく終わった頃ころだよ。今晩はお祝いで、リンスターとハワードの美味おいしい物がたくさん食べられるし、ワインもある。たっぷり暴れたろ？」

　不ふ貞て腐くされている我が儘まま御お嬢じよう様さまは僕をじっと見つめ、口を開いた。

「……やだ」

「やだって」

「全然、足りないわ。だから」

　本日、何度目かの嫌いやな予感。しかも特大の。

　リディヤが近くの地面に突き刺さっている騎き士し剣けんを抜ぬき、投げてきた。

　額に手を当て嘆たん息そくしつつ、受け取る。台詞せりふが簡単に予想可能だよ。

　まったく、どうしてそんなに楽しそうなんだか。




「偶たまには、あんたが付き合いなさい」




　　　　＊




　アレンを生いけ贄にえ──可愛い妹への贈おくり物とした僕は満足感に溢あふれていた。彼を見た途と端たん、さっきまであれ程、周囲に撒まき散らしていた殺気は跡あと形かたもなく消えている。

「うん、良い仕事をしたね。これで収まるだろうし、僕への被害も局限される。後は、早く母上対策を考えないと」

「そうでございますね。リディヤ御嬢様はアレン様を想おもわれておられますから。最善手かと。ですがリチャード様、それはそれ。これはこれ。リンスターを継つがれる御お方かたが妹様に恐れをなして、将来の義弟おとうと様を差し出すとは……アンナは悲しゅうございます。よよよ」

「!?」

　背中がぞわりと震ふるえ後ろを振り返る。……誰だれもいない。

　気のせいか。我が家が誇ほこる恐るべきメイド長が早くもやって来たのかと思った。

　疲つかれているのかな。休日は許嫁いいなずけに慰なぐさめてもらうとしよう。

「奥様達のご𠮟しつ責せきから、生き延びる方法を考えられた方が建設的かと存じます。アレン様を気に入っておられるのは、リディヤ御嬢様だけでなく、奥様とリィネ御嬢様もですので。そう考えると、先にお会いになられた方がよろしいかもしれませんね──永久の別れとなる可能性もないわけではありませんし？」

　隣となりより、死神の明るい声。悲鳴をあげ立ち上がり、後ずさる。

「ア、ア、アンナ!?」

「はい。リンスター公こう爵しやく家がメイド長にして『リディヤ御嬢様、リィネ御嬢様を陰かげ日向ひなたからお見守りする会』代表のアンナでございます。奥様の命めいにより、参上致しました。騎士様、私にも飲み物をいただけますか。喉のどが渇かわいてしまいましたので」

　そこにいたのは、栗くり色いろ髪がみで身体からだの一部分が残念なメイド長だった。

　喉が渇いた、と言う割には汗あせの一つもかいておらず、服、髪の乱れも一いつ切さいない。

　左手には映像宝ほう珠じゆを持ち演習場を撮さつ影えいしている。

　どうせ穏おん便びんに終わって──リディヤが突き刺さっていた騎き士し剣けんを投げ渡わたした。

　受け取ったアレンは苦笑しながら、距きよ離りを取る。

　……え？　まさか続行する気なのか!?

　リディヤの実力はとうの昔に僕を超こえているし、王国内でもあの子と真正面からやり合える剣士や魔法士なんて、数える程しかいない。

　アレンが優ゆう秀しゆうな魔法士であることは知っているし、妹が背中を預けられる唯ゆい一いつの存在、だとも聞いているけれど剣でやり合うのは……幾いくら何でも無茶だ！　止めないと！

　慌あわてて止めようとするのを、隣で果実水を飲んでいたメイド長に制される。

「ふむ。まぁまぁですが、当家で採用するには至りませんね。リチャード様。男女の逢あい引びきを邪じや魔まするのは、無ぶ粋すいの極きわみ。席にお戻もどりください」

「あ、逢引って」

「始まります」

　アンナが演習場を指差した。瞬間、リディヤの姿が消える。遅おくれて、甲かん高だかい金属音。

　リディヤ・リンスターの──『剣けん姫き』と称しようされる王国最強級剣士の一いち撃げきを、アレンは難なく受け止めていた。

　賭けに熱中していた連中がどよめく。

　当然だ。さっきまで、妹に蹂じゆう躙りんされていた近この衛え騎士達と王宮魔法士は、誰一人として一撃すら受け止められなかった。

　数すう合ごう切り結んだかと思うと、リディヤは真横に跳ちよう躍やく。何だ？

　直後、地面が隆りゆう起きし土の鎖くさりが出現。追つい跡せきしていく。

　逃げ道を塞ふさぐように、数十の魔法式がリディヤの四方に浮うかび、次々と発動。

　対して妹は魔法式自体を斬きり、回かい避ひする空間を確保し、演習場を疾しつ走そう。隙すきをついて、距離を詰つめていく。

　アレンも、水・土・雷かみなりの初級魔法を連射し剣の射程外を保ちつつ、合間に飛ばしてくる斬撃を受け止め、かつ躱かわしている。




　……噓うそだろ。これは現実の光景なのか？




　何なんだあの魔法式は!?　正式なものじゃない。

　攻こう撃げき魔法は使用者の前方展開が基本。

　実戦を経験した熟達者になれば、搦からめ手として地面や上空から展開させたりするけれど、リディヤのような、超ちよう高速で機動する前衛相手に出来る芸当じゃない。照準一つだって難易度が倍々していくからだ。

　まして、あんな数を同時に制せい御ぎよするのは……アンナが注意。

「リチャード様、後ろの方の邪魔でございます。お座りください」

　このメイド長からすると驚おどろきはないらしい。

「はぁ……勉強不足でございますね」みたいな目で見ることないじゃないか。相手は『剣けん姫き』なんだよ!?

　我が妹ながら、リディヤは謂いわば怪かい物ぶつだ。魔法士のアレンがあそこまで戦えるなんて……。

　椅い子すへ座ろうと──アンナが大きく首を振った。

「誰がそのまま座っていい、と？　奥様より『反省をさせておいて』という命も受けております。……先程、私の身体的特とく徴ちようでもよからぬ事を。その場にお座りください、リチャード坊ぼつちゃま」

「……じ、地面にかい？　ぼ、僕にも立場ってものがね……」

「お座りを」

「い、いや、だからね」

「座れ」

「…………はい」

　アンナは厳しいのだ。小さい頃の記き憶おくが蘇よみがえるよ。

　……部下達と見物人達が……み、見ないでくれ。こんな、こんな僕を！

　や、止やむに止まれぬ緊きん急きゆう措そ置ちだったんだよ!?　自分の命を守る為に行った正当行こう為いだ！

　目の前の光景を見れば容易に分かるじゃないか！

　彼は僕の想像以上に強いし──あ、あれ？　こ、ここは雪国かな？　とっても寒いなぁ。

「……坊ちゃま。何故、ご自分が座らされているかご理解を？」

「僕が所属している近衛が関かかわっている失態を、彼に解決させようとしたからだよね。あとはアンナの」

「…………何か？　半分正解でございます」

「ごめんなさい、ごめんなさい、命だけは、命だけはっ……半分？」

「ご覧らんください」

「？」

　魔法の弾だん幕まくを突とつ破ぱし、リディヤがアレンへと迫せまり剣を繰くり出す。彼は焦あせった様子で数合受け、地面を転がりながら回避。着ていた礼服が土で汚よごれ、整っていた髪が乱れていく。

「お分かりになられましたか？」

「接近戦は不利なんだね」

「違ちがいます。アレン様は本日、王立学校の入学式にご出席される関係で、礼服をお召めしになられ、髪も整えておられました。あれをリディヤ御嬢様がお決めになるのに、どれだけの時間がかかったと？　あの御方は良識をお持ちになっておられます。当家が用意した服で着き飾かざってくださる、公おおやけの機会は滅めつ多たにないというのに……その貴重な機会をまさか、実の兄君が管かん轄かつする部隊が潰つぶすとは！」

「そ、そっちなのかい？　だ、第一、崩くずしているのはリディヤ本人だよ!?　王宮魔法士は管轄外だし……」

「坊ちゃま。それはそれ、これはこれ、でございます」

「ええええ……」

　悪いとは思っているし、責任も取るつもりだ……でも……でもだよ。

　真っ先に、怪け我がの心配をするのが普ふ通つうじゃないかなっ!?

「リディヤ御嬢様がアレン様にじゃれつくのは日常茶さ飯はん事じでございます。大半が甘えているのと──別目的がおありなのでしょう。怪我などあり得ません。御嬢様の技量は、そんな次元にはございませんので」

　無数の初級攻撃魔法を切り払はらい、搔かい潜くぐり、アレンへ何度目か分からない肉にく薄はくをするリディヤ。満面の笑えみを浮かべてまぁ。

　戦せん慄りつする速度で斬ざん撃げきを繰り出し、辛かろうじて防いだアレンが再度無数の初級攻撃魔法を発動。距離が開いていく。

　──何度も何度も繰り返される。

　先さき程ほどと違い地面に転がり回って、回避するような光景は見られない。

　アレンは一定距離を保ち、初級魔法で『通路』を構築、攻撃方向を限定しようとしているようだ。

　観戦している騎士や魔法士達の中にも、理解し始めた連中が騒さわぎ始めている。気持ちは凄すごく分かる。控ひかえめに言っても神かみ業わざ。

　こんなのいったい、何人の騎士や王宮魔法士が出来るのか。

　……そう言えば、リディヤはどうして『火か焰えん鳥ちよう』を使っていないんだろう？

　そもそも攻撃魔法を一度も使っていない。さっきの連中との取り決めを遵じゆん守しゆする理由はない──もしかして。

　アンナが頷うなずいた。

「リディヤ御お嬢じよう様さまは身体強化魔法のみで攻撃魔法禁止。アレン様は原則、初級魔法のみ、という条件なのですよ。その意味、お分かりになられますか？」

「──意思疎そ通つうの手段なのかな？」

「左様でございます。御二人共、本気ではないのです。リディヤ御嬢様からすれば、懐なついておられるだけ。実際、終わると非常にご機き嫌げんでございます。あの御方は甘やかしの達人でもあられますので」

　ハハハ、僕の目は、いよいよおかしいのかもしれない。眼前の攻こう防ぼうは、武ぶ闘とう会決勝と同水準に見えるよ……。

　さっきまで、賭かけだ、何だ、と騒がしかった観客席も真しん剣けんな面おも持もちで議論中。

　特に騎士達や魔法士達は、顔を引き攣つらせている。

　そう！　僕が求めていたのは、この反応だよ！　君達、いい反応だっ！

　変わらず撮影をしているメイドがおかし──いえ、何でもありません。

　素す直なおに尋たずねてみる。

「アンナ……君は、彼に勝てる自信があるのかい？」

「そうでございますねぇ。戦場で遭そう遇ぐうしたと仮定して、逃とう走そう可能性からかと」

　戦いを考えない。幾いく多たの修しゆ羅ら場ばを笑って潜り抜ぬけて来たリンスター家の暗部を担にない、かつて、うちの母親に剣を抜かせたというアンナが。

　……僕はアレンを著いちじるしく過小評価していたのかもしれない。

　リディヤは彼を気に入っているし、様々な噂うわさも耳にしてきた。

　ただ多くは妹を中心にして語られているものだ。

　彼を正当に評価しているものは非常に少ない。見知っている僕ですらそうだったのだ。他の評価はもっと低いだろう。

　……『ジェラルド王子が王宮魔法士実技試験で惨ざん敗ぱいした腹いせに、難なん癖くせをつけて無理矢理落とさせた』っていう噂、本当なんじゃ。

　衝しよう撃げきを受けている僕へ、アンナが重々しく宣告。

「あの御お方かたが、『剣けん姫き』の相方『剣けん姫きの頭脳』と謳うたわれる所以ゆえん、ご理解いただけましたでしょうか。リディヤ御嬢様の隣となりに立てているのは、伊だ達てでも酔すい狂きようでもないのです。アレン様は、それだけの実力をお持ちなのですよ。坊ちゃまが努力をされている事は当家の者、皆みな、理解しておりますが……足りないのです。より一層のご研けん鑽さんを」

「……ああ」

　僕はもっと頑がん張ばらないと。

　ところで、さ。足の感覚がなくなってきたんだ……許してくれないかい？

　え？　駄だ目め？

　ハイ、分かりました、分かりましたよ、アンナ先生！




　　　　＊




　上空から、無数に降り注ぐ水属性初級魔ま法ほう『水すい神じん弾だん』を悠ゆう々ゆうと躱し、リディヤが凄い速さで迫って来る。

　躱した方向に雷属性初級魔法『雷らい神じん弾だん』を遅ち延えん発動。

　──見切られている。一発ずつ発動時間と飛ひ翔しよう速度をずらしても、駄目。

　数十の魔法をあっさりと切り払い、速度を増していく。

　参った。最後に対戦した半年前よりも強くなっている。

　リィネを育てつつ自分自身も鍛きたえなおしていたのか。らしいといえばらしいけど……冷　や汗あせが止まらない。

　土属性初級魔法『土ど神じん鎖さ』で足止めを図はかるも、かなりの数が発動前に魔法式を斬られ消失。

　早くも追い込まれつつある。どうしたものか。

　次の魔法を紡つむぎつつ、嫌いや々いやながら剣で迎むかえ撃うつ覚かく悟ごを固めた直後、真正面から挑いどみかかってきた我が儘まま御嬢様の一撃を受け止め、抗こう議ぎ。

「……強く、なり過ぎ、なんじゃない？　て、手加減を要求する」

「あら？　余よ裕ゆうじゃない。これなら本気でやっても大だい丈じよう夫ぶそうね」

「……御ご免めん被こうむる。僕は、優やさしさを、切望しているよっ！」

　剣を押し込み直後わざと引く。

　出来た空間に威い力りよくを弱めた風属性初級魔法『風ふう神じん波は』を展開。緊きん急きゆう離り脱だつを試み──中止。

　人前でして予想通りになったらマズいし、少し嫌いやだ。僕が。

　怪け訝げんそうな顔のリディヤ。距きよ離りを取り尋ねてきた。

「？　どうかしたの？」

「あー……いやそのさ」

　こ、答えにくい。余計なお世話だろうし。

　目が観客席とリディヤのスカート部分へいってしまった。殺気。

「……あんた、死にたいみたいね。いいわ、すぐ斬きってあげるから」
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「ど、どうしてそうなるのさっ!?　そ、そんな短いスカートなのが」

「問答無用」

「理り不ふ尽じん！」

　魔法を展開する間もなく、突とつ撃げきしてきたリディヤの攻撃を辛うじて凌しのいでいく。激しい金属音。剣が嫌な音を立てる。

　──切り下ろし。切り上げ。横よこ薙なぎ、斜ななめ斬り。全力突き。最後は目にも留まらぬ八連突きと十字斬り。終わると、順番を変えて繰り返してくる。

　基本技わざのこれでもか！　という反復。

　そこまでして、剣士の世界にも引きずりこみたいのか。技を繰り出す時、あからさまに口笛まで吹ふいてるし。練習相手にすら事欠くからって僕にするなよっ。

　……あ、あれ……？　八連突きと十字斬りって基本技だっけ？

　実戦で使う剣士を殆ほとんど見た記憶がないねっ！　横薙ぎを受け止め、変化した逆手突きをいなし、切り下ろしを受け止める。まだまだ続く連続攻撃。

　四年間で、何千何万と受けてきたから分かるけど、再度痛感する。僕は剣士に向いてない。

　平均より上には届いても、純じゆん粋すいな剣士には到とう底ていなれないだろう。

　魔法が使えるようになるまで、この子は剣だけを信じて生きてきた。俄にわか剣士如ごときが対たい抗こう出来るものじゃない。

　攻撃を凌げているのは簡単だ。受けやすく同じ箇か所しよしか狙ねらわれていないだけ。要は──思いっ切り手加減されているっ！

　そうでなければこんな超ちよう至近戦せん闘とう、かつ魔法の展開を半ば封ふうじられている僕が未いまだに立っていられる理由がない。

　──ま、多少の意地もある。このまま終わらせるつもりはない。騎き士し剣けんの限界も近いし。

　頑がん丈じように作られているけれど、一撃が速過ぎて受け流しきれていないのだ。

　反撃の準備をするのに、多少でも時間を稼かせがないと、ねっ！

　繰り出された斬撃を切り払い、闇やみ属性初級魔法『闇あん神じん糸し』を発動。剣を拘こう束そく。

　並の剣士相手ならば時間を稼げる魔法……相手が相手。斬り難にくい魔法でも、もって数すう瞬しゆん。

　後方に跳とびつつ、次の魔法を準備。

「毎回、小こ賢ざかしいのよ！」

「お褒ほめの言葉をありがとうっ！」

　あっさり糸を断たち斬ったリディヤと軽口を言い合いつつ、全魔法中最速を誇ほこる光属性初級魔法『光こう神じん弾だん』を乱射する。

　これもある程度の距離から放てば、反応すら出来ず、致ち命めい傷しようこそ望めなくても足止めは十分出来る魔法だ。

　──ハイ、『剣けん姫き』へ撃つとこうなります。

「遅おそい遅いっ！　こんな程度の魔法じゃ、私に触ふれることすら出来ないわよ！」

「そこは射すくめられて『……剣士の時代は終わっていたのね』と嘆なげく場面！」

「はんっ！　安易ね。私相手に同じ魔法が通用すると、本気で思ってたわけ？」

　防ぼう御ぎよしたり、躱かわすだけならいざ知らず、魔法をわざわざ剣身で受け、反射狙そ撃げきごっこ。自分の力で加速させて遊ぶ余裕まであり。

　速過ぎて分解する間がない。同じ魔法で相そう殺さい。がりがり魔力を削られる。

　去年付き合った時、短時間射すくめられたからって、無む駄だに対策を考えてきたなっ。

　研究熱心というか、負けず嫌ぎらいというか……そこまでする必要はないと力説したい。必死に相殺、展開を考える。

　……駄目だ。初級魔法でどうこう出来る相手じゃない。

　上級魔法以上が使えない僕では勝てない。いや、勝つ気なんか更さら々さらないのだけれど。

　わざと負けても怒おこるんだよなぁ。

「ほらほら！　終わりなわけ？　根こん性じようを見せなさいっ！」

「終わりにしたら怒るのは誰だれだと。……止やめていいの？」

「失礼ね。別に怒らないわよ。その話で当分虐いじめるだけ」

　どうしよう、窮きゆう地ちだ。

　甘えてるだけなのは分かってるけど、相手はリディヤ・リンスター。下手すれば、数ヶ月間、枕まくらを涙なみだで濡ぬらす可能性が大。

　肉にく食しよく獣じゆうに襲おそわれ、絶体絶命な草そう食しよく獣じゆうの気持ちを理解したくなかった……勝つのは難しくても、やや劣れつ位いまでどうにかもっていって、交こう渉しようを可能にしないと。

『光こう神じん弾だん』を捌さばき終わり、リディヤが何度目か分からない突とつ進しんをしかけてくる。

　……丁てい寧ねいに準備をしたかったけど、現状で全力を尽つくそう。

　魔法の展開を止め、距離を詰つめる。

　一瞬、きょとん、とし、すぐさま魅み力りよく的な笑えみへと変化。喜び過ぎ！

　急速に距離が詰まり、演習場中央で剣同士が激げき突とつ。魔力が漏もれ、衝撃で周囲に砂すな埃ぼこりが舞まう。

　うぐっ、お、重い……。

「ふふ♪　真正面からやり合う決断をしたのは褒めてあげる♪」

「くぅ……ま、待とうよ。リディヤ」

「い・や♪」

　押し込みが力強さを増す。

　こ、これ、模も擬ぎ戦だからね？　君の剣は真剣だし。斬られたら痛い、よ？　そんな生半可な腕うでじゃないことは、誰よりも知ってるけどさっ。




　──さて、と……驚おどろかせようかな。




　剣身に左手を添そえ、紡いでいた魔法を横に滑すべらす。すると

「!?」

　リディヤが目を見開いた。

　騎き士し剣けんが薄うすい『氷』を纏まとい、蒼あおく染まっていく。よし、上手うまくいった。

「へぇ、これがハワード家から貰もらったお土産みやげ？　面おも白しろい魔法式ね」

「幸運にも『蒼そう拳けん』を見る機会に恵めぐまれてさ、構築してみたんだ」

「ふ～ん。でも、これだけで私に勝とうなんて思ってないわよね」

　氷を砕くだきながら、魔剣が煌きらめく。

　当然──剣身から、数十の『氷』の蔦つたが出現。襲い掛かかる。

「ちっ！」

　舌打ちをしながら、リディヤが急速後退。蔦で追つい撃げき。左手を振ふるい、『光こう神じん弾だん』と、それに似せて『雷らい神じん弾だん』、視し認にんしにくく範はん囲いが広い『風ふう神じん波は』を乱射。

　──距離が広がり安あん堵ど感。立て直せた。

　問題は勝ち筋がまったく見えない点だ。魔力切れになったら……。

　やってみて分かった。この技──便べん宜ぎ上じよう、ハワード家の『蒼そう拳けん』とリンスター家の『紅く剣けん』に倣ならって『蒼そう剣けん』とでも呼ぼう。威力や中身はまったく及およばないけれど──魔力を馬ば鹿か喰ぐいし過ぎる。

　でも、解いたら引き分けに持ち込む術すべが……。

　無数の蔦と初級魔法で牽けん制せいしているものの、慣れたらしい。躱そうともせず立ち止まって迎げい撃げきしている。速いよ。心なしか斬ざん撃げきも鋭するどさを増したような……。

　さっきまでの上じよう機き嫌げんは一変。不服そうだ。魔法の展開を止め、恐おそる恐る尋たずねる。

「あー……リディヤさん？」

「何よ、薄はく情じよう者もので浮うわ気き者もの！」

「どうして、そんなに怒ってるのかな？」

「怒ってない。目がおかしいんじゃない」

「いや、怒ってるよね」

「何度も言わせないで」

「仕方ないじゃないか……君の家の技は人前でみだりやたらに見せられないだろう？」

「だーかーらぁ。怒ってないって言ってるでしょぉ。……出来るなら何でしないの？」

「公こう爵しやく家の秘伝擬もどきを、許可なくこんな所で披ひ露ろうするのはマズいと考えたんだよ」

「ハワードのは使ってるじゃない。……ど・う・し・て、私のを使わないのっ！」

「いや、それはさ……」

　リンスター公爵家直系が操あやつる秘伝に『紅く剣けん』と呼ばれているものがある。『火か焰えん鳥ちよう』と並ぶ切り札であり、武の象しよう徴ちようでもある技だ。

『蒼そう拳けん』と根本は同じで、どちらも独自に改良されてきた技だと思う。

　両方を見聞した身からすると、前者は攻こう撃げき寄り。後者は攻防一体。

　ワルター様が、ティナ達との最終試験で使用された『蒼そう拳けん』は触さわりだった筈はず。本気はあんなものじゃないだろう。

　僕は、幸か不幸かリディヤ本人から『紅く剣けん』を叩たたき込まれており、形としては使いこなせるようにはなっている。リンスター公爵とリサさんの許可は得た上でだ。

　これが誰もいない所でのやり取りなら完成度に勝まさる『紅く剣けん』を……使わなかったろうなぁ。炎ほのおが効く姿なんて思い浮うかばない。

『蒼そう剣けん』は未完成であると同時に、初見という優位性を持っている。使うならこっちだ。

　でも、目の前で拗すねている子の目は強く主張。『理り屈くつじゃないの』。

　普ふ段だんなら人前だと多少の道理は弁わきまえてくれるのにな。

　僕の王宮魔ま法ほう士し試験不合格と、家庭教師の一件が重なって、三ヶ月以上会ってなかった鬱うつ憤ぷんが漏れ出ているのかもしれない。

　四年前に出会って以来、あんなに長く離はなれたのは初めてだった。

　最近は、毎日顔を合わせてるっていうのに、我が儘まま御お嬢じよう様さまめ！

　騎き士し剣けんを真横に構えなおし、再度剣身をなぞる。

　──『蒼』から『紅』へと変化。剣が発光、一気に熱を帯びた。

「初めからそうしなさいよね。配はい慮りよが足らない下僕には手がかかるわ」

「後で絶対問題になるから、一いつ緒しよに謝っておくれよ？　お願いだから」

「あんたが私に勝ったらね」

「勝ったためしないけど？」

「当たり前じゃない。私に剣で勝てる筈ないでしょ？」

　リディヤが構えを崩くずし、愛剣を持つ右手をだらりと下げ身体からだから力を抜ぬいた──『剣けん姫き』本来の構え。稽けい古こはここまでらしい。

　互たがいに沈ちん黙もく、真正面から対たい峙じする。

　観客席も固かた唾ずを飲んでいるようだ。さっきより人数が増えている。

「──行くわよ」

「うん、勝負だ」

　お互い頷うなずき合い、急加速。

　数瞬で、間合いがなくなり──繰くり出した剣が交こう錯さく。火花を上げ、粉ふん塵じんが巻き上がる。

「う、く……」

「ああああ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共にリディヤが踏ふみ込んできた。押しきられる！

　…………ごめんよ。ま、勝負だし？

　剣身が再度『蒼』へと変化。氷の蔦が発生し、魔剣を拘束。

「！　騙だましたわねっ!?　卑ひ怯きよう者もの！　恥はじを知りなさいっ」

「負けてその台詞せりふを言えるかい？　勝たせてもらう！」

　左手を振り、足元へ『土ど神じん鎖さ』を発動。リディヤの両足に石の鎖くさりが絡からみつく。後は『光こう神じん弾だん』を超ちよう至近距きよ離りで発動出来れば。




　──勝った。苦節四年。お遊びとはいえ、遂ついに！




　正しく油断。気付いた時には、剣をさっさと手放したリディヤに胸むな倉ぐらを摑つかまれ「よいしょっ」という声と共にぶん投げられていた。

　身体が宙を舞い、地面に叩きつけられる。

　衝しよう撃げきで用意していた魔法は四散。

　咄とつ嗟さに受け身を取るのが精せい一いつ杯ぱい……痛い。首筋に剣の腹。

　苦く笑しようしながら両手を上げる。

「いててっ。参った参った。また、僕の負けだ」

「単なる投げ技で参るなんて。鍛たん錬れん不足ねっ！」

　未いまだ物足りないらしい我が儘御嬢様が、淡たん々たんと告げてくる。

　ほんと、付き合うだけで命いのち懸がけ。魔法も凄すさまじいのに、本業の剣はそれが児じ戯ぎに思える程ほど。

　攻撃方向を限定し、初見の技を見せ、奇き襲しゆうをかけてもこのざま。

　まったく大した子だ。埃ほこりを払はらいながら立ち上がり騎き士し剣けんを拾う。あーあ、やっぱり。

「ここまでだよ。ほら、見てよ。ここ。あ、ここも、ここもそうだ。大きく欠けてる。近この衛えの備品を壊こわしちゃって。まぁ、もっととんでもないモノを粉ふん砕さいしてるけど。……近衛騎士と王宮魔法士の人達の誇ほこりやら自信を、初日から粉砕してどうするのさ」

「限界まで手加減したのに、ボロボロなわけ？　受け方が下手。練習不足よ！」

「無茶言わないでくれ……かなり、頑がん張ばった方じゃない？　褒ほめてほしいのに」

「思わないわ。とっとと、本気の『紅く剣けん』を使わせる程度にはなりなさいよ！」

　あ、あれを受けるなんて、命が幾いくつあっても……。

　そんな才能があったら、素す直なおに近衛騎士を目指していたさ。

　リディヤの剣には当然傷一つ付いてない。少なくとも数百の魔法を叩き込んだのに。

　……へ、凹へこまないぞ。

　この子の剣技を真正面から受けれる人なんて、『剣聖』様とか『近衛騎士団団長』とか、あの『勇者』さんとか、そこら辺の人外──こほん、達人様しかいないんだから。

　僕は君等と違ちがって一いつ般ぱん人じん。善戦したって断言するよ。

　続くかな？　一度始めると満足するまで、やるからなぁ。

　リディヤがポケットから銀色の何かを取り出した──僕が贈おくった懐かい中ちゆう時計だ。

　時間を確かく認にんし、パチン、という音と共に閉じる。ん？

「しょうがないわね。お仕し舞まいにしてあげるわ」

「ありがとう。時計……仕事中も持ち歩いてくれてたんだ」

「!?　な、何よ？　も、貰った物は私の物でしょ！　どう使おうと私の勝手よ」

「嬉うれしいんだよ。でも、表おもて蓋ぶたに刻印なんか付いていたっけ？　数字と文字だったよね？」

「ほ、ほらっ！　終わりよ、終わり。後片付けをしてっ！」

　リディヤが誤ご魔ま化かすように真っ赤な顔をして怒ど鳴なってくる。だから、剣をそうやって振り回さない。

　これでも疲つかれてるんだよ？　何発の初級魔法を連射したと思って。昔よりも大分効率を高めているから、尽つきはしないけど、僕は魔力がそんなに──周囲を見み渡わたす。

　…………ああ、うん。穴とひびは埋うめておこう。

　複数の土魔法を発動。戦火をくぐったかのような演習場を修復していく。

　隣となりに並んだリディヤが呟つぶやいた。

「とんでもないわね。無む駄だに制せい御ぎよだけ」

「何がさ。君だって出来るじゃないか」

「めんどくさい。雑事は、あんた担当」

「…………」

　笑え顔がおで言う内容じゃない。

　あ、これ、ティナ達にとって恰かつ好こうの教材だな。

「ほら、とっとと直しなさい。どうせ、教材になる、とか考えていたんでしょ？　そういうのを世間では虐いじめって言うらしいわよ？」

「……たった今、僕を人前でそうしたのは誰だれだったろうね……」

「はぁ？　そこは私と戦えたのを涙なみだを流して感謝するとこでしょう？」

「はいはい。リチャード！」

　僕を見捨てた裏切り者に確かく認にんを……正座中？

　隣にいるのはアンナさんだ。微び笑しようを浮かべている。

　……関かかわるのはよそう。

　あれは、リンスター家のメイドさんやら、執しつ事じさんが恐れる鬼おに教官状態のアンナさんだ。リチャード、そんな目をしても僕は知りませんよ。売られましたし。

「ア、アレン──た、助け」

「怪け我が人にん、治してしまって構わないですか？」

「構わないけど、む、無視は止め」

「ありがとうございます。それじゃ」

　後方から悲鳴が聞こえた気がするけど、空耳、空耳。僕には何も聞こえてない。

　リディヤとリサさん相手じゃないんだし、幸運だと……いや、真の試練は……。強く、強くっ、生きてください。

　壁かべ沿いに横たわっている近衛騎士と王宮魔法士達へも、応急の回復魔法をまいていく。

　僕等の模も擬ぎ戦によって、救助が出来なかったんだろう、外で待機している騎士や魔法士の人達にも手で合図。近付いても大だい丈じよう夫ぶですよ。

　……周囲からの強い注目。何でだろう？

　多少目立ったし、リサさんやリンスター公爵からも𠮟しつ責せきを受けるかもしれない。でも、ここまで好こう奇きを持たれる覚えは。

　もしかしたら、僕を憐あわれんでくれているのかな？　そうなんですよ。大変なんです。

　演習場の修復が終わり肩かたを鳴らす。疲れた。

　気持ちのいい音を響ひびかせ、リディヤが納剣。カッコいい。

　一度言ったら数日間、不ふ機き嫌げんになったし、言わないけど。

「はぁ、疲れた。あー折角の服が……僕のお財さい布ふじゃとても弁べん償しよう出来ないよ……」

「あんたねぇ、幾らご両親が大切っていっても、限界ギリギリまで仕送りするのは止やめなさいって何度言えば聞くわけ？」

「は、はは……ごめんなさい」

「……本当に反省してるの？」

　リディヤが僕をじろりと睨にらみ、距離を詰つめて来た。

　近過ぎない？

　僕の胸むな元もとを摑んで引き寄せる。

「……汗あせ臭くさい」

「ひ、酷ひどっ。生理現象は止めようがないよ!?」

「私はかいてないもの──確かめて、その……みる？」

「……リディヤ……恥はずかしさに耐たえられないなら、無理しないでいい、と思うんだ」

「う、うるさいわねっ！　ほ、ほら、お昼食べに行くわよ。……目的は果たしたし」

　盛せい大だいに自じ爆ばくをしたリディヤが右手を差し出してきた。目的？

　考えていると、焦じれた様子で握にぎってきた。ま、待って。汗で……わっ。

「……濡ぬれてて気持ち悪い」

「い、言ったろ？　昨日、話した通りカレンも一緒だよ？　いいの？」

「私は気にしないわ。さっきやってみせた、魔法剣の偽ぎ装そう、後で教えなさいよ。そういう悪わる知ぢ恵えだけは働くんだから！」

「工く夫ふうです。教えるのは構わないけど、君には不要だと思う」

「……私が、炎ほのお魔ま法ほうしかまともに上級魔法を使えないから？」

「違うって。君はただただ、斬きればいい。他の事は僕が担当」

　微笑みかけ、少しだけ頷く。

　リディヤが前衛で、僕が後衛。

　これまで、そうやって物事を解決してきたし、崩す特段の理由もない。分かってくれたようで一安心。後で教えはするよ。

　リチャード達に合流して──黒い影かげが駆かけてきて、軽かろやかに跳ちよう躍やく。肩に重みを感じる。黒くろ猫ねこ姿の使い魔、アンコさんだ。

　──そっか。そりゃいますよね。

　仮にも前王宮魔法士筆頭にして、国王陛下の魔法のお師し匠しよう様さま。現げん役えきの重臣の方々が幾ら嫌いやがっても、招待しないわけにはいかない。

　意地悪く毎年笑っていたのを思い出しましたよ。

　片手でアンコさんをもふりつつ、観客席上層へ声をかける。

「随ずい分ぶんと遅おそいご到とう着ちやくですね。教え子の危機だったというのに。気張ってくださっても罰ばちは当たらないですよ？　教授」




　　　　＊




　観客席の上から笑えみを浮うかべながら、礼服姿の紳しん士しが下りて来た。周囲の人達が一いつ斉せいに立ち上がり、頭こうべを垂れる。

　彼こそ誰あろう、僕とリディヤが王立大学校で所属していた研究室の長であり、王国でも指折りの魔法士、通つう称しよう教授だ。

　僕がティナ達の家庭教師を続ける原因を創つくり出した張本人でもある。

　えーっと……本名はなんだっけな？

　確か由ゆい緒しよある家系で、やたらと長い名前だった筈はず。誰も名前で呼ばないから、忘れてしまったや。

「ははは。そんな、野暮はしないさ。僕はね、アレン」

「……何です。斬りますよ？」

　機先を制して冷たく言い放つ。

　悪い人ではないものの、盤ばん面めんを混乱させる悪あく癖へきを持っている。これくらいで丁度いいのだ。隣の腐くされ縁えんなんて、『火か焰えん鳥ちよう』紡つむいでるし。

「そ、それは君の台詞せりふではないだろう!?　まったく……やぁ、リディヤ嬢じよう。王宮魔法士への就任、真まことにおめでとう。随分と派手に暴れたね」

「向こうが絡からんできたので正当防衛です。教授も証明してくださるのでは？」

「ああ、僕はしっかりと見ていた。どう考えても君に瑕か疵しはない。何せあの愚おろか者共は、事もあろうにアレンを」

「口にされたら燃やして、斬って、更さらに燃やします」

　リディヤが柄つかに手をかけ、突とつ撃げき態勢。『火か焰えん鳥ちよう』は準備済み。即そく時じ発動可能。視線は僕の方をちらちら。分かりやすい。

　頭を、ぽんと叩たたく。すぐさま睨みつけてくるけど、照れが勝っているようだ。

「刺し激げきしないでください。教授が相手をしてくださるなら構いませんが」

「まだ棺かん桶おけに入るつもりはないよ。なに、君達に会いたい、と仰おつしやっている御お方かたがいてね。どうせ、君達のことだ。終わればすぐ帰ってしまうだろう？　二人で仲良く手を繫つないで。お披ひ露ろ目めも終わったようだし、時間をくれたまえ」

「茶化さないでください。命が惜おしくないんですか？　お披露目？」

「……何でもないわよ。ええ、分かってるわ。別にあんたと私は仲良し──じゃない、……の？」

　頰ほおを搔かきつつ、再度小さな頭を、ぽんぽん。教授の術中にすぐそうやって乗らない。

「次、からかったら教え子裁判を開かい廷ていします。悪事を残さず吐はいてください。そしたら、利子を気持ち減らしますので」

「ぐ、具体的数値を言わないのが不気味だね。君達は見ていて飽あきないものだから、ついつい。僕は良い事しか常に考えていないさ──来られたよ」

　教授が手で指し示し、すぐ頭を深々と下げた。

　……この人が殊しゆ勝しような態度を取るなんて。国内にそんな相手が？

　観客席の上の通路から姿を現したのは──片かた膝ひざをつき、頭を垂れる。アンコさんも、肩から下りてお座り。

　ああ！　やっぱり面めん倒どう事ごとに!!　さっさと、リディヤを連れて帰るべきだったっ！

　隣の腐れ縁も同意見らしく「……後で斬って、燃やして、更に斬る……」と呟いている。大賛成。

　複数の足音が近付いてくる。演習場に響き渡わたる野太い声。




「皆みな、面おもてを上げよ」




　演習場入り口に立たれていたのは、黄金の冠かんむりを被かぶり、金きん髪ぱつで偉い丈じよう夫ふといっていい筋骨隆りゆう々りゆうの身体からだに、白を基調とした煌きらびやかな衣い装しようを纏まとっている男性──国王陛下だった。

　その後ろには、薄うすい蒼あおの白金髪でやはり巨きよ軀くのワルター・ハワード公こう爵しやく殿でん下かと、赤髪の癖くせっ毛で、穏おだやかな中に厳しさも垣かい間ま見みせている細身の男性──リアム・リンスター公爵殿下が心配そうに僕達を見つめられている。

「リディヤ、アレン、久しいな。面おも白しろい事に興じていたようだが、どうして、私にも声をかけてくれなかったのだ？」

「はっ……」

「…………」

　ここは任せてしまおう。

　非公式には幾いく度どかお会いしていても、これだけ人が集まっている中、一平民が直じき答とうするのはよろしくない。両公爵家へ迷めい惑わくをかけてしまうかもしれないし、暴れていた理由を、直接聞いてないしね。沈ちん黙もくは金だ。

　痛っ！　……リディヤ、背中をつねるなよっ。大丈夫、君なら乗り切れる。お、押すなよ。幾ら僕でもここは！

　やり合っていると、くぐもった笑い声。

「くくく……良い。直答を許す。リディヤ」

「はっ」

「若者同士が、互たがいに高め合う事を咎とがめはせぬ。せぬが……今日は、新たな王国の『剣けん』であり『盾たて』となる、近この衛え騎き士しと王宮魔法士の就任式。祝いの場ぞ。その直後にこのような諍いさかい。理由があるのだろう？」

「この場では」

「ほぉ。何故なぜだ？」

「言わずともお分かりかと」

　リディヤがはっきりとした声で返答した。理解する。

　──あの御方絡がらみか。なるほど、それが観客を。

　一見、凜り々りしい。けれど、ほんの微かすかに右手が震ふるえていた。

　優やさしく握りしめる。

　僕も男だからね。君がこれ以上言いたくないのなら、引き受けるさ。

　頭を上げ、声を張る。




「陛下、申し上げます！」




　周囲がざわつき、口くち汚ぎたない野次も飛んできた。両公爵が咳せき払ばらいで黙だまらせてくれる。

　僕の素す性じようは割れているらしい。好こう奇きと強い蔑さげすみ。あの御方と取り巻き達もいるようだ。

　陛下が楽しそうな大声を発せられた。

「──許す」

　ぎゅっ、と左手を握りしめられる。大だい丈じよう夫ぶだよ。

「ありがとうございます。リディヤ・リンスター公女殿下は『剣けん姫き』の名で称たたえられる御方です。理由なく、剣は抜ぬかれません。その事、四年以上、お傍そばにいる僕が一番よく知っております。陛下、リディヤ様は『この場では』と仰いました。どうかお汲くみ取りください。重ねて申し上げます。この御方はとてもお優しい御方なのです。不条理な剣は断じて抜かれませぬ。それが、『言葉の剣』であってもです」

「──あい、分かった。リアム、ワルター」

「「はっ！」」

「仔し細さいを後で必ず報告せよ。王室に関かかわる事でもだ」

　両公爵が静かに首しゆ肯こう。

　良かった。これで──近衛の騎士服を着ている青年が凄すごい勢いで観客席を駆け下り演習場の中に入ると、陛下へ駆け寄ってきた。取り巻き達は外で様子見か。

「父上、何故……どうしてです!?　私の求きゆう婚こんを断り続け、あまつさえ今日という晴れの日に──我が友人達が前ぜん途とを善意から心配し、たかだか、そこの男の生まれと血の繫がらぬ家族と称しようする下等な獣じゆう人じんのことを注意した程度で腹を立て、騒そう動どうを起こした無礼極きわまりない女に懲ちよう罰ばつを与あたえぬなど、あり得ませぬっ！　乱暴狼ろう藉ぜきを受けた者達は真実を語ったのですよ!?　そこな下げ賤せんな輩やから！　貴様如ごときが父上へ直答するなぞ、許される行こう為いだと本気で思っているのか？　身の程ほどを知れっ！　王宮魔法士にもなれなかった、負け犬がっ」

「…………ジェラルド」

　顔を染め上げわめかれたのは、王家次男のジェラルド・ウェインライト王子だった。

　王位継けい承しよう権は第二位で、リチャードより二歳年下の二十三歳。

　近衛騎士団に所属し、確か第八席。

　興奮しているのか、ご自じ慢まんの金髪を振ふり乱し、眉び目もく秀しゆう麗れいな顔は醜みにくく歪ゆがみ、長身の身体を大きく動かしている。

　……僕の王宮魔法士試験、実技での相手でもあり、落ちた要因となった御方だ。

　ここまでの盛せい大だいな自じ爆ばくは久しく見た記き憶おくがない。この前の件、揉もみ消すのは大変だったと聞いていますが？

　しかも、負けた貴方あなた様が、仮にも勝った僕を負け犬とは……『試験に落とす』ことを大目的にしていたのなら、確かに完敗でしたけど。

　周囲が重苦しく静まり返る中、隣となりを横目で見やる。

　無茶して。下手したら王宮魔ま法ほう士しをいきなり辞任しないといけなかったかもしれないのに。後で、怒おこらないといけないな……嬉うれしいけどさ。

　綺き麗れいな横顔は、頰だけでなく首筋まで真っ赤。

　片や僕の手を痛いくらい握にぎりしめてくる。恥はずかしさと怒いかりの混在だ。

　ジェラルド王子の金切り声。

「何とか言ったらどうなのだ！　貴様如きが、我が家の縁えん戚せきにも当たるリンスター家の娘むすめの傍そばにいるなどあり得ぬ。あってはならぬ。獣人に育てられた半ば人でない貴様といるせいで、リディヤは婚約も出来ずにいるのだぞ？　獣けもの臭くささが移っているからなぁ。そんな女を、慈じ悲ひ深い私が貰もらってやると何度も言っているというのに……聞き分けがない女だ。今までの非礼の罰ばつとして、貴様が説得せよ。さすれば、獣と共に地べたを這はいずりまわっている、畜ちく生しようにも多少の恩典を与あたえっ──!?」




「……お言葉が過ぎます……」




　手を離はなし距きよ離りを詰つめ、王子の胸むな倉ぐらを摑つかみ、気道を締しめ上げながら持ち上げる。

「っぐ！　き、きさま。な、なにを、す……い、息が……」

　大きなどよめきと、怒ど声せい、罵ば声せい、蔑さげすみ。

　学ばれない御方だ。僕が大人じゃないのは知っているでしょうに。

　後でどうなるか？　……知りませんよ。

　ゆっくりと陛下へ想おもいを伝える。

「仰られる通り、僕と公女殿下との間には大きな身分差がございます。僕の存在が、リディヤ様の前途に悪あく影えい響きようを与えているのならば……今後二度とお会い致いたしません。初めてお会いした時以来、そう決めています。両親と、我が故郷の大樹に誓ちかいましょう」

「っっ!?」

　後ろでリディヤが息を飲み、大きく震えたのが伝わってくる。

　本心だ。その程度の覚かく悟ご、とうに固めている。

「けれど後の話は見過ごせません。僕個人への揶や揄ゆならば、甘んじて受けましょう。ですが、公女殿下に対して獣臭い？　僕の家族へ地べたを這いずる？　幾ら、貴方様が王家に列つらなる──いえ、列なるからこそ、言ってはならぬと愚ぐ考こう致しますが。返答次し第だいでは……お考え自体、王家の総意と理解しても？」

「うぐっ、苦し……助、助けて、くれ……」

「…………はぁぁぁぁぁぁぁぁ……アレン」

　深い深い溜ため息を吐つかれて、どっと疲つかれたご様子の陛下が声を発せられた。

　──まだですね。お答えをお聞きしていません。更さらに絞しめ上げる。酸欠を示す青白い顔。

「王家は臣民と共にある。当然そこには獣人族も含ふくまれている。一朝、事あらば、私自ら兵を率い、我が身に代えても民たみを守る。それが王としての責務。リディヤ・リンスターとお前の両親への侮ぶ蔑べつは我が名において取り消す。……ここは退ひいてくれ」

　手を離す。どさりと王子の身体が地面に落下。荒あらい呼吸。

　片膝をつき深々と頭を下げる。

「──ご無礼、申し訳ありませんでした。僕程度の首では足りぬでしょうが、公女殿下と我が家族、狼おおかみ族への罰は平にお赦ゆるしを」

「馬ば鹿かな。罰せられるのがどちらかなど、明白ではないか。この一件とて、もとをただせば私の甘い判断が招いたのだ。お前の王宮魔法士試験の話は」

「陛下。その辺で」

　教授が間に入ってきた。悪い顔だ。

　僕がリディヤへ事の真相を伝えてないのを知って、恩を売ったな。

　……正直、助かりました。ありがとうございました。

　緊きん張ちようしたぁぁぁぁ。心臓の音が早はや鐘がねみたいに鳴っている。ティナ達やカレンには話せない。絶対に𠮟しかられる。

　寿じゆ命みようが縮んだ。取り敢あえず、これで一安心。

　──荒く呼吸を繰くり返していたジェラルド王子が僕を見た。憤ふん怒どと狂きよう気き。

　咄とつ嗟さにリディヤの前へ身体を投げ出す。王子は剣の柄つかを握り

「何をしようとしたのかなっ？　と」

　先程までアンナさんのお説教を受けていた、リチャードが王子の手を摑んだ。

「!?　は、放せ！　これは命令だぞ!!」

「命令？」

「そうだ！　王子である私に従うのは、貴様の義務だろうが。王国臣民は、未来の国王候補である私に奉ほう仕しする存在。それはリンスター家の者であっても変わらぬ！」

「……ジェラルド、君は近衛騎士だ。僕は近衛の副長で第二席。近衛騎士団ではね」

「がはっ！」

　リチャードが王子を押さえ込み、地べたへ這いつくばらせる。観客席からは遠えん慮りよがちな抗こう議ぎ。と、大きな喝かつ采さい。

　陛下の顔が歪む。息むす子こさんの不人気ぶりに衝しよう撃げきを受けておられるようだ。

「君みたいに弱い騎士は許されないし、守るべき存在を貶おとしめたり、地位に溺おぼれた者への罰ばつ則そくが定められているんだよ。君を二週間謹きん慎しんとする。これは、近衛騎士団副長、リチャード・リンスターとしての正式決定だ。覆くつがえしたいのなら、団長に掛かけ合ってみるんだね。殺されるだろうけど──陛下、よろしいですね？」

「なっ！　そ、そんな馬鹿な話が許される筈はず」

「…………二週間では足りぬ。一ヶ月とせよ。以後、リディヤ・リンスターとアレンへの接せつ触しよくは禁ずるものとし、謹慎期間中に騒動を起こせば、近衛騎士の称しよう号ごうも剝はく奪だつする」

「父上!?」

「……大おお馬ば鹿か者ものめっ！　騎士達よ、この愚おろか者を拘こう束そくせよ！」

　壁かべの外側で事の成り行きを見守っていた近衛騎士達が、命めいを受け王子の拘束にかかった。




「お待ちください、陛下」




　神経質そうな甲かん高だかい声。教授が渋しぶい顔をしている。

　通路から姿を現したのは、分厚い本を持ち、魔法士のローブに身を包んだ壮そう年ねんの男性。左目にだけつけた眼鏡と長く伸のばした白い髭ひげが目をひく。

　王国王宮魔法士現筆頭──ゲルハルト・ガードナー様。

　典型的な守旧派かつ貴族閥ばつの巨きよ頭とう。本人は次男で侯こう爵しやく家を継つげなかったものの、血統に拘こう泥でいし、実力主義に批判的。数多くの黒い噂うわさもある。感情がない声で陛下へ進言された。

「リディヤ・リンスターが騒さわぎを起こした事実もお忘れなきよう。その者は、王宮魔法士となったのです。律してもらわなければ困ります。加えて、そこの平民は不ふ遜そんにも王子へ暴行を加えました。罰は公平でなければ示しがつきませぬ」

「……ならば、リディヤも一ヶ月の謹慎だ。リアム」

「構いません。娘には良い薬かと」

「アレンは以後、特別な許可がない限り、王宮への出入りを禁ずる。皆みな、覚えておけ。私は王国臣民を愛している。貴族だろうと、平民だろうと、獣人だろうと、誰であろうとだ！　そこに差はない。王室は臣民と共にある。ジェラルド、恨うらむならば、お前にそれを教える機会を持たなかったこの父を恨め──連れて行け！」

「ち、父上？　父上！　父上っ!!　ちちうぇぇ──……!!」

　近この衛え騎き士しによって連行される王子の悲鳴が響ひびき渡わたり、やがて消えた。自じ業ごう自得だ。

　リディヤの言う通り、同じ空気を吸うのも不快。二度と会いたくない。

　陛下は悔かい恨こんを浮うかべられている。

　両公爵……リンスター公爵が本気で怒っていらっしゃる。リディヤ、溺でき愛あいされてるからなぁ。ワルター様、ご心配おかけしました。

　ガードナー様は沈ちん黙もく。冷たい視線を僕へ向けられている。

　教授は思案中。巻き込むのはご勘かん弁べんを。

　──僕の左ひだり肩かたに大きく温かな手が置かれた。近くで聞こえる歯ぎしり。

「（度たび々たびすまぬ。埋うめ合わせは必ずする。落ち着いたら娘に会いに来てくれ。お前達に会いたいと言っていた）」

　手が離れ、複数の足音が遠ざかっていく。

　再び肩に重み。アンコさんだ──終わったらしい。

　柔やわらかい背中に触さわる。……疲れた。ほんと疲れた。いや、擦すり減った。

　身体を動かし、肩を鳴らす。先さき程ほど来らい、静かな隣の女の子に声をかける。

「リディヤ、お疲れ様」

「…………………ねぇ」

「！　ま、待った！　あれはその……僕と君とじゃ」

「………………ぐすっ」

「!?」

　本気で慌あわてる。いや、その、ち、違ちがうんだよ？　そんなつもりじゃ。

　教授達がここぞとばかりに煽あおって来る。

「アレン、何をしているんだい？　君は本当によく女の子を泣かすね。こういう時、どう慰なぐさめるべきなのかは知っているだろう？　さぁさぁ」

「アレン様。私達はお気になさらず」

「妹がまた一歩大人になるのを、見るのは複雑だよ」

　こ、この人達はぁぁ。他人ひと事ごとだと思って……って!?　アンナさん、何時いつの間に。観客席でも賭かけが始まってるし。

　キス？　しませんっ！　リディヤが僕の上衣の裾すそを指で摘つまみながら、不安気に見てるので対応はしますけども。

　──涙なみだぐんでいる御お嬢じよう様さまの頭を、出来る限り優やさしく撫なでる。

　普ふ段だんなら人前でこんな事をしようものなら、容よう赦しやなく折せつ檻かん。余よ裕ゆうがないらしい。

「……大だい丈じよう夫ぶ。僕はちゃんとここに──君の隣にいるよ」

「……噓うそよ。本気だったわよね。そんなの絶対許さない」

「それは困った。どうすれば許してくれる？」

「……許さない。許さないから傍そばにいなさい」

「分かった、約束する。はぁ変な汗あせかいたよ」

「そうね．汗あせ臭くさいし」

「か、嗅かぐなよっ！」

　やれやれ、初日からこうなるなんて。

　不運とは思わないんだけどな。だって、両親やカレン、この子にも、ティナ達にも会えた。望外な幸運。

　あ、なるほど、そこで使い果たしたのか。納なつ得とく──左手を強く引かれた。

「また、変な事を考えてるわね？　ほら行くわよ」

「酷ひどいなぁ。さっきの泣き顔は、可愛かわいかったのに」

「う、うるさい！　私は、な、泣いてないし」

「泣いてたよ。そうですよね。アンナさん？」

「本年度の、リディヤ御嬢様最高映像賞は我が手中にありっ！　でございます」

「だ、そうだよ。幸さい先さきがいいね」

「……だって……仕方ないでしょ」

「あーうん……。ごめん」

　──素す直なおなリディヤは反則過ぎる。

　人前じゃなかったら……取り繕つくろうように、懐かい中ちゆう時計で時間を確かく認にん。

　思ったより時間を喰くった。入学式は終わっているし、お昼にも間に合わない。カレンに謝らないと。

「さ、帰ろう。みんな待ちくたびれてるよ」




　　　　＊




　リンスター家に戻もどってからも大変だった。

　あの後、いち早く戻ったアンナさんが、あれやこれ、と、やきもきしながら待っていたティナ達に吹ふき込んだらしい。

　結果、ティナとリィネは汚よごれた僕の恰かつ好こうを見るや『先生、リディヤ様と二人きりで何をされてたんですか!?』『兄様、姉様。リィネを仲間外れにされるなんて、悲しいです』と詰つめ寄り、エリーは威い圧あつ感すらを感じさせる笑え顔がおで『お洗せん濯たくします。服を脱ぬいでください。早く、です』……ちょっとだけ怖こわかった。

　そこへリディヤとアンナさんまで加わって、みんなして着き替がえをする僕を……僕をっ！

　……汚けがされてしまった。お婿むこに行けない。

　神様、貴方あなた、僕がほんと嫌きらいですね？　しかも、虐いじめっこ気質でしょう？

　申し訳ないですけど、間に合っているんです。目の前の子だけで。

「……泊とまっていきなさいよ。いいじゃない。家庭教師の準備ならここでしても」

「そうしたいけどね。ティナ達を送らないと。家に、カレンも来てるみたいだし」

　巨きよ大だいな正門前には、ハワード家の馬車が待っていた。

　既すでに陽ひは落ち、月が姿を現している。王都の治安はよくても送っていかないと。

　ティナとエリーは既に乗り込み僕達の様子をうかがっている。

　見送りに出てきているリィネがティナを挑ちよう発はつ。こらこら、魔ま法ほうの展開はしないようにね。エリーもこっそり交ざろうとしないの。

　腐くされ縁えんはそっぽを向いて、目を合わしてくれない。

　色々あったし、便べん宜ぎ上じようとはいえいきなり謹慎。思うところもあるんだろう。

「リディヤ」

「……何よ」

「ありがとう。怒おこってくれて。昼間の模も擬ぎ戦も、僕の力を見せる目的もあったんだよね？　なのに……ごめん。結局、君の経歴に傷が」

「……別に。どうでもいいわよ、そんなの」

「うん。あと、汚した服は」

「わ、私が選んだ服を、私がどうしようと勝手よ！　……明日も」

「顔は出すよ」

　髪かみに触ふれ、馬車へ向かって大理石の通路を歩き始める。

　僕が着た服を回収してどうするつもりなんだろう？　あそこまで汚れたら、直すのも手間だろうに。

　王宮での一件を聞いたリサ様はとても満足気だった。『よくやったわ。私の自じ慢まんね。リチャード、正座なさい。アンナ、石を』『ここに。準備万ばん端たんでございます』『あら、早いわね。何枚からにしようかしら』

　……リチャード、僕は貴方を忘れません。最後、挽ばん回かいしたのに。

　リアム様からも、予想に反して『すまなかった。毎回、迷めい惑わくをかけるな──娘むすめ達を頼たのむ』と労ねぎらっていただいた。出来る限り頑がん張ばります。……娘達？

　明日には南方へ戻られるらしい。今晩は、同じく北方へ戻られるワルター様、そして御二人の悪友である教授とお酒を酌くみ交かわすそうだ。

　取り敢あえず、慣れっこです。国王陛下と話す以外は。あの御お方かたに会いに行くのも……王宮出入り禁止だし、先送りかな。

　下宿先へ帰ったらカレンのお説教も待っているだろう。

　入学式後、一いつ緒しよにお昼を摂とる予定だったのにすっぽかしてしまった。当分ご機き嫌げん取とりが大変そうだ。簡単に想像出来る。

『兄さんは可愛い妹への対応がなってないと思います。猛もう省せいを』

　うん、覚かく悟ごが必要かもしれない。

　朝はティナ達で、昼間はリディヤ。夜はカレンか。はは、モテる男は辛つらいなぁ。

　……深々と矢が突つき刺ささった。止やめよう。

　明日はリンスター家に顔を出して、その後は教授とハワード家から預かっている日記帳の件で話し合い。学校長行きとなるだろう。解かい呪じゆはあの人の専門分野だ。

　ティナ達の教材も作らないと。王宮魔法士にならなくても、充じゆう実じつした日々を──後ろから軽い衝しよう撃げき。

「リディヤ？」

「……こっちを向いちゃダメ。そのままで聞きなさい……」

　背中にリディヤの頭が押し付けられている。ティナ達には見えにくい。

「……いい？　あんたは私から離はなれちゃダメ。そんなのは終わったの。二度とダメ。私が公女殿でん下かで、あんたが平民とか、理由にもならない。もし……誰だれかが、私とあんたを引き離そうとするのなら、私は家を捨てる。捨てて、あんたと外国へ行く。水都とかいいわね」

「リディヤ」

　肩かた越ごしに振ふり向こうとすると──間かん髪はつ入れず、首を固定された。う、動けない。

　この子なら外国へ行ったって大丈夫だろうけど、駄だ目めだ。リサ様達が悲しむ。みんなに愛されているんだから。

「い、痛いって」

「……振り向いたらダメ、と言ったわよね？　罰ばつとして」

「罰として？」

「…………て」

「うん？」

「だ、だからぁ」

「こ、こら、蹴けるの禁止！」

　拘こう束そくしつつふくらはぎを蹴るとは器用な事を。唸うなり声。やれやれ。

「聞こえたよ。毎日、会いに来る」
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「……バカ。大バカ。ありがと……」

　小さな小さな感謝。背中が濡ぬれる。

　振り向こうとした時、大声。

「あああああ！　せ、先生、何をされてるんですかっ!?」

「あの、その、えっと……こ、こんな所で、しちゃ、駄目だと思いますっ」

「……姉様、いいなぁ……」

　見破られたらしい。

　ティナに至っては馬車の窓から半身を乗り出し、手をぐるぐると回している。エリーとリィネも僕を見つめている。

　──リディヤがゆっくりと離れていく。

　お互たがいに振り向きはしない。繫つながっている事は僕達自身が一番よく知っている。

　僕の異名は『剣けん姫きの頭脳』。その名も高き『剣けん姫き』の相方。

　ま、大丈夫だろう。二人で物事に挑いどむ限り、僕等の前に敵はない。

　外国云うん々ぬんはあの子の常じよう套とう句く。……だよね？

「先生！」「アレン先生！」「兄様！」

　はいはい。ああ、そうだ。ティナ達を思いっ切り褒ほめないと。思わず苦く笑しよう。

　我が儘まま御お嬢じよう様さま一人でも忙いそがしかったのに、悩なやんでいる暇ひまもないや。




　──月明かりの下、僕は温かい思いを抱いだきつつ、馬車へ向け再び歩き始めたのだった。








第３章









「さぁ兄さん……正直に白状してください。私にまだ話していない事がありませんか？」




　木製の古い椅い子すに座る僕の目の前で、王立学校の制服姿をした狼おおかみ族の少女──妹のカレンが腰こしに手をやり詰きつ問もん姿勢。

　いい笑顔。宝ほう珠じゆにおさめたいくらい。

　だけれども……瞳ひとみは普ふ段だんの茶黒から紫むらさきへ。強い魔力の鼓こ動どう。

「家庭教師継けい続ぞくと、リディヤさんの件は先日、お聞きしました。仕方ありません。兄さんですし。ええ、仕方ありません。ですが」

　目を細める。強い疑ぎ惑わくの意思表示。う～ん、誤ご魔ま化かしきれないかな。

「……何故なぜ、新入生への説明が終わり、授業が本格的に始まる今日、学校長直々の呼び出しが？　不可解です。とてもとてもとても、不可解です」

　入学式から四日が経たったこの日、僕は王立学校へ呼び出されていた。

　リンスター家へ『お昼には伺うかがいます』と連れん絡らくをして早さつ速そく向かったところ、正門で待っていたのは不ふ機き嫌げんな様子の妹。そのまま、生徒会室へ強制連行されたというわけ。

　……学校長も困った人だ。バレないようにしてください、と言っておいたのに。

　入学式の翌日、予定通り『氷ひよう鶴かく』の件や、ローザ様の件、そして日記帳の件を話し合った。

　当初は渋しぶっていたものの、宥なだめすかし、おだてあげ、教授に全すべて託たくすと匂におわせる脅……交こう渉しようの結果、重大性は認にん識しきしていたのだろう、最後には

『……分かった。協力しよう。だが、私も君に手伝ってほしいことがある。詳しよう細さいは、二、三日後に。長期間拘束はしない。リンスター、ハワードの両公こう爵しやく家からも釘くぎを刺されているからな。君も難なん儀ぎな事──おっと、すまない。口が滑すべったようだ』

　不ふ穏おんな発言。リサさん、リアム様だけじゃなく、ワルター様も嚙かんでいると？

　──先の話は置いておこう。

　性しよう悪わるエルフめ、僕を呼んだのを、わざとカレンへ告げたな。

　すぐさま意い趣しゆ返がえししなくてもいいのに。こうなるのは──至近距きよ離りに顔。瞳の紫は更さらに濃こさを増している。

「聞・い・て・い・る・ん・で・す・か!!」

「聞いてるよ。心配かけたみたいだね。ごめん」

「……別に心配なんかしていません」

　わざとらしく、ツンとし、両手を組んで、『私は怒ってるんですからねっ！』。

　僕が王宮魔ま法ほう士しに受かっていれば、春休みは一緒に故郷へ帰る予定にしていたし、最近までゆっくり話す暇もなく、入学式後の約束も流れてしまった。寂さびしかったんだろう。

　妹に心配かけるなんて駄目なお兄ちゃんだなぁ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。危険はないから──多分」

「多分って……兄さんは何時いつも何時もそうですっ！　毎回、心配する私の身に……ち、違ちがいます。べ、別に心配なんかしてませんっ。ほ、本当ですっ」

　首を大きく振りながら一生懸けん命めい、否定する僕の妹は可愛かわいい。誰が何と言おうと可愛い。

　制せい帽ぼうが外れ床ゆかへ落ち隠かくれていた灰銀色の耳が見えた。立ち上がり拾うと、『片かた翼よくと杖つえ』が意い匠しようされた副会長を示す小さな銀ぎん飾かざり付きなことに気付く。

　積み重ねた努力の証あかしだ。自然と笑え顔がおになってしまう。

　埃ほこりを払はらい制帽を被かぶせてやると、唇くちびるを尖とがらせたカレンは小言を継続。

「……まったく。リディヤさんだけでも大変なんですよ？　教えてる子達も首席と上位入学だって言うし。リィネも入学してくるなんて！」

「縁えんとしか言えないよ。とても優ゆう秀しゆうな子達で、教えていて楽しいんだ。リィネは勿もち論ろんティナにもエリーにも素す晴ばらしい才能が」

「──……待ってください」

「？」

　首を傾かしげる。はて？

　カレンは顔をしかめ片手で眉み間けんを押している。頭痛かな。

「……今、なんて？」

「とても優秀」

「その後です」

「リィネは勿論、ティナもエリーも」

「そこです！　そこっ!!」

「？」

　何をそんな──急速に魔力が集束していく。

　バチバチ、と紫電が室内を走った。

　眼めから焦しよう点てんが喪うしなわれ、低い声。

「…………何で、呼び捨てなんですか？　兄さんが、歳としが近い女の子を名前で呼ぶなんて、私とリディヤさん、リィネだけの筈はずです。手紙では、『公女殿下とメイドさん』とはっきり書かれていました……ねぇ？　どうしてですか……？」

　──かなりヤバい。

　カレンはリディヤと別の意味で、僕に強く依い存そんしているとこがある。

　特に女の子に対して過か敏びん。自分の友人ですら、直接は紹しよう介かいしてくれないし。

　あーあー、眼を紫に染めて……尻しつ尾ぽまで逆立ってるよ？　その規模の雷かみなり魔法を発動したら、部屋ごと吹ふき飛ぶんじゃないかな。

　制帽の上から頭に手を置き、説明する。

「二人は僕の生徒だよ？　名前ぐらい呼ぶさ」

「…………それだけですか？」

「それだけだよ。カレンと違って、こういう風に駄だ々だはこねないかもしれないけどね」

「わ、私は駄々なんてこねません！」

「そうだっけ？」

「そ、そうです！」

「ふ～ん、そっか」

「…………あ」

　手をどけると目が寂しさを訴うつたえ、尻尾も力なく垂れさがる。

　──甘えん坊ぼうだなぁ。どうしようもなく愛いとおしい。

　思わず、ぎゅー。

「に、兄さん!?　こ、こんな、ま、まだお外も明るいですっ」

「ん～？　僕の妹は世界で一番可愛い妹だなって」

「せ、世界で一番、か、可愛いって──」

　最初は身体からだを硬かたくしていたカレンだったが、すぐふにゃふにゃに。尻尾も機嫌良さそうだ。

　──眼も元に戻もどったみたい。よしよし。

　心行くまで甘やかし、解放。

　カレンが頰を赤らめ上うわ目め遣づかい。両りよう袖そでを握にぎりしめつつ恨うらめし気。

「……兄さんは卑ひ怯きようです」

「僕の妹は可愛いしね、仕方ないよ」

「……そういうとこです！」

「はいはい」

「はい、は一回ですっ！」

「それ、流行はやってるのかな？　リディヤやティナも言ってたよ」

「と、とにかくっ！　私とリディヤさんの目が届かない所で、女の子を誑たぶらかすのは、止やめてください。大変なんですからねっ！」

「誑かすって。女の子にモテたことなんてないさ。知ってるだろ？」

「……そういうとこだけは鈍にぶいですね。兄さんの数少ない短所……いえ、私には都合がいいから長所でしょうか。是ぜ非ひとも維い持じしていただきたいものです」

「？　カレン？」

「ごめんなさいっ、カレン。前の授業が押しちゃって。用事って……え？」

　勢いよく扉とびらが開き、少女が入ってきた。

　薄うすく蒼あおみがかった白金の長ちよう髪はつを編み込み、精せい緻ちな刺し繡しゆうがされている空色のリボンで後ろ髪がみを飾っている。

　均整の取れた身体つき。カレンより少しだけ背が低い。

　幼さを残しつつも、大人の女性へ羽う化かする過程特有の美しさが垣かい間ま見みえている。

　制帽には、生徒会長を示す『片翼と剣けん』が意匠された小さな銀飾り。

　腰には細剣と短たん杖じよう。どちらも業わざ物ものだ。

　こちらから会え釈しやくをする。
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　少女は目を大きく見開き僕を凝ぎよう視しした後、勢いよくお辞じ儀ぎをされ、制帽が飛んだ。長く美しい髪が眩まばゆい。

　名前は知っていたけれど、直接会うのは初めてだ。

「ス、ステラ・ハワードです。ア、アレン様、ですよね？　ご、ご、ご高名は常つね日ひ頃ごろから、伺うかがっています。妹が大変お世話に……あ、ありがとうございました！」

「僕の方こそ。ティナ達には教えられてばかりです。制帽が」

　拾ってやり、はたいて手て渡わたす。

　顔を真っ赤にしている少女の髪の毛が撥はねている。誰だれかさんにそっくりだ。

「はい、どうぞ」

「あ、ありがとうございます」

「もっと楽に……僕が気をつけないとですね──申し訳ありません。ステラ・ハワード公女殿でん下か」

「そんな気き遣づかい必要ありませんっ！　ハワード公女殿下なんて、絶対に呼ばないでっ!!　…………あ、えっと、わ、私なんか、大した人間じゃないので、本当に止めてください。お願いします」

　この如何いかにも真ま面じ目めそうな少女こそ、誰あろうティナのお姉さんで、次期ハワード公爵となられる御お方かたなのだ。

　ワルター様に反発されて、強ごう引いんに王立学校を受験したとは聞いていたけど……目の前で緊きん張ちようしている大人しそうな少女が？　育ちの良い御お嬢じよう様さまにしか見えないや。

　カレンが生徒会長さんへ声をかける。

「ステラ」

「カカカ、カレン！　どどどどどういう事なの!?　どどどど、どうしてアレン様が！　知ってたのなら、事前に言ってよぉ。私、お化け粧しようも全然してないのよっ!?」

　目にも留まらぬ速さで間合いを詰つめ、両りよう肩かたを持ち揺ゆさぶる。

　カレンはされるがまま。いい友人関係を築けているみたいだ。

　あれ？　でも、僕も教えてもらってないけどな。妹が揺らされながら反論。

「だって」

「だって、じゃないわよっ！」

「…………こうなるでしょう？　改めて紹介するわ。私の兄さん」

「～～～～～!!」

　声にならない叫さけびをあげ、少女が放心。

　う～ん……大おお袈げ裟さな反応。ティナのお姉さんだ。

　で、何なのさ？

「見ての通りです。ステラはリディヤさんと兄さんに憧あこがれてて……。夢を壊こわすのは、親友として不ふ憫びんで……」

「……確かに。あいつは常時『斬きる？　燃やす？　両方？』と迫せまってくる女の子で、僕はこんなだしね」

　僕の妹は友人想おもいだ。ぶっきらぼうに見える時もあるけど、とても優やさしく育ってくれてお兄ちゃんは嬉うれしい。

「……ステラみたいに純じゆん粋すいな女の子を、兄さんと会わすのは危険ですし……」

「？」

「こちらの話です。ステラ、戻って来て」

　パチ、っという音と共に小さな紫し電でんが発生。公女殿下に当たる。

「はぅ！　……カレン、痛い……」

「兄さん、預かってきました」

　カレンが無視して封ふう筒とうを差し出してくる。表面には何もなし。

　開けて中身を取り出すと入っていたのは便びん箋せん。

「言こと伝づては？」

「『行動を見られている。念のための抑よく止しも兼かねてだ』。学校長からは肝かん心じんな部分はぼかされた説明を受けましたが……兄さん？」

「大した内容じゃないって」

　半眼の妹をたしなめつつ読み直す。

　──書かれていたのは機密情報だった。

　ジェラルド王子は謹きん慎しんに入るも反省した様子なし。

　リディヤをようやく諦あきらめた。その代わり……リィネに興味を持っただって？

　しかも、謹慎期間中に何かする可能性が高い、とは。

　……懲こりない御方だ。『謹慎』の意味を理解していないらしい。

　便箋はこう続いていた。

『警備に万ばん全ぜんを期すが、私も多た忙ぼうの身。そこで、だ。私が学内にいない時間、警護兼けん臨時講師を頼たのみたい。一ヶ月程度。しかも週に一、二日。午前中だけだ。こちらへ押し付けた難題に比べれば、軽いものだろう？　なお、受じゆ諾だく以外の選せん択たく肢しはない。すぐに講義を入れておいた。くっくっくっ……リンスターの娘むすめへの言い訳を考えておきたまえ。講義内容は一任するが、くれぐれもやり過ぎないようにな。重要な事なので再度したためる。くれぐれも、やり過ぎないように』

　教授と仲が悪いのは、同族嫌けん悪おなんじゃ？

　けど、そういう事情なら受けざるを──カレン、覗のぞき込もうと後ろに回り込まない。

「ケチ。臨時講師。お引き受けになるんですか？」

「まぁね」

「では是非とも、他の講義──特に私が受講しているのも」

「駄だ目めです」

「！　兄さんは妹が可愛かわいくないのですか!?」

「あれあれ？　僕の可愛い妹は駄々をこねたりしない、とてもいい子なんだけどな？」

　からかい混じりに答えると、尻尾が下がった。

「……兄さんの意地悪」

「それも最近、よく言われる」

「……昔からです。ステラ」

「へっ？　な、何？」

　僕達のやり取りを楽しそうに見ていたステラ様へ、カレンが向き直った。

　無念そうな声を絞しぼり出す。

「兄さんは、今日から一ヶ月間だけ新入生中、最さい優ゆう秀しゆうな子達の臨時講師になるの。私は講義がある……案内してあげて。あと、ね」

「え？　あ、ううん。構わないけど。と？」

「──黙だまっていてごめんなさい。許して……くれる？」

　気にしていたらしい。問題はないと思うよ。

　ステラ様が、カレンの両手を取る。

「許すも何もないじゃない。とっても驚おどろいたけど……話したら、私があわあわすると思ったんでしょう？　ふふ、当たっているわ。気にしないで」

「ありがと。ステラ大好き」

「わっ！　カ、カレン、苦しいわよ」

　妹が自分から抱だき着いた。

　おー僕と母さん以外にこうするなんて。

　ステラ様へ目配せ。こんな子ですがよろしくお願いします。

　案内は大だい丈じよう夫ぶだ。僕とて卒業生。迷まい子ごには──

「アレン様、私、しっかり案内役を務めさせてもらいますっ。カレンの分までっ！」

　……やっぱり姉し妹まい。思い込んだら一直線。よく似てるや。




　　　　＊




　年季が入った校舎の廊ろう下かをステラ様に案内され、歩く。

　僕が受け持つ一年生の講義は、新築された東館の一階別べつ棟むねで行われるそうだ。

　中ちゆう央おう棟とう最上階にある生徒会室を出て以降、会話らしい会話もなく、外を眺ながめてみるも、目に入るのはそびえ立つ大樹くらい。

　先を歩くステラ様は、さっきから手と足が一いつ緒しよに出ている。入学式のティナみたいだ。

　そこまで緊張することは……あ、そっか。年とし頃ごろの女の子が話を聞いていたにせよ、今日初めて会った男を案内してるんだ。警けい戒かいするのも無理はない。

　しかも、リディヤならいざ知れず、僕だしね。

　気まずいままなのは心苦しいので話しかける。

「えっと、ステラ様」

「は、はいっ」

「そのリボン、綺き麗れいな色をしていますね。お似合いです」

「っ──ありがとうございます……亡なくなった母の形見なんです」

「……申し訳ありません」

「気になさらないでください。私の話も聞かれていますよね？」

「ある程度は」

「お恥はずかしい。持ち出したのはリボンと剣けんと杖つえくらいで。他ほかは着の身着のまま……でも、私、後こう悔かいしてません！」

　ステラ様はリボンに触ふれその後、自分の剣と短たん杖じようを叩たたいた。

　ティナと同じ透すき通った瞳ひとみには知性と強い意志。微かすかな焦しよう燥そう。

　小さい頃のカレンも似たように、背せ伸のびをしていた時期があったっけ。

　右手を握にぎりしめ、少女は力説する。

「父には王立学校入学を望まれませんでした。しかし、私はハワード家を継つがなければなりません。まだまだ遠い道のりですが、その名に相応ふさわしい存在へ、必ず！　妹も頑がん張ばっていますし。ふふ、アレン様、私、妹とは手紙のやり取りをずっとしているんですよ？　さっきは驚いてしまいました。手紙通りだったので」

「仲がおよろしいんですね。内容は敢あえて聞かないでおきます。週末に家庭教師があるので、授業にならなくなる予感が」

「毎回『先生はとっっても意地悪なんです！』と書いてきます。先さき程ほど、カレンとのやり取りを聞いていたら、少し納なつ得とくです」

「ステラ様まで……僕は優しい男なんですよ？」

「えー。私は初対面の殿との方がたよりも、可愛い妹と親友を信じさせてもらいます♪」

　緊張がほぐれてきたらしい。茶目っ気混じりに返してくれた。

　焦燥は消失。気のせいだったかな。

　微笑ほほえみ返す。何時いつもの癖くせで手が頭へ伸のび──途と中ちゆうで止やめる。

　……この癖、早く直そう。

　目の前を歩いていたステラ様が立ち止まり、小首を傾かしげた。

「おかしいです。妹の手紙では、こういう時、アレン様はとても優しく頭を撫なでてくださる、と、嬉しそうに書いてありました。妹やエリー、カレンとリディヤ・リンスター様限定なのでしょうか？」

「限定って……ティナとエリーを時々撫でてはいますが、毎回じゃありませんよ。リディヤへは、極ごく稀まれにです。僕にも常識があるので」

　ごめんなさい……噓うそです。

　最近は二人に加えて、リィネの要求も激しくなっている。ねじを巻き直さないと。

　リディヤ？　あの子は手て遅おくれだ。撫で過ぎても怒おこる。

「そうなのですか？　私はてっきり」

「てっきり？」

「人目も気にされず、たくさんの女の子を、なでなで、よしよし、されているのかと」

「…………していません」

「なーんだ。そうなんですね。残念です。私もしていただけると思っていたのに」

「申し訳ありませんが、そういう業務は取り扱あつかっていないんですよ」

　二度目のごめんなさい。さっき、手が伸びかけました。

　……駄目だ。早く何とかしないと。

　笑ってくれているこの子も、さっきしていたら戸と惑まどっただろう。

　よし。決めた！

　出来る限り、撫でるのを自制しよう。大丈夫、僕なら出来るさ。強い意志をもってやり遂とげるんだ！

『兄さん、出来ない事を出来る、と意気込んでも無む駄だなのでは？』

　カレンの冷静な声が聞こえたような……。

　階段を下りつつ、ステラ様が高こう揚ようした様子で質問してくる。

「アレン様とリディヤ様は、本校を一年で卒業されたんですよね？　私は規定通り、三年で卒業出来るとは思いますけど、飛び級なんて……」

「凄すごいのはリディヤですよ。僕が卒業出来たのはあの子のお守もり役が必要だったからに過ぎません。入学した当初のリディヤは、ふらふらと歩き回って目に付いた人、物を、何でも斬る困った子で……。入学試験当日からそれはそれはもう」

「お噂うわさは聞いていますが、そんなに、だったんですか？　アレン様の目から見ても？」

「ええ、剣しか使えなかった時点で圧あつ倒とう的でした。すぐ魔ま法ほうも加わって、もっと手がつけられなくなりましたが」

「リディヤ様とは、一、二度、妹と参加した王宮の舞ぶ踏とう会でお会いしたことがあるんです。私は挨あい拶さつだけでしたけど、妹はお話し出来た、と当時喜んでいました」

「では、僕の話を誰に……もしやステラ様も教授から？」

「楽しみにしていました。こちらへ来た後もティナの手紙で」

　あの愉ゆ快かい犯はんめぇぇ！　話を広め過ぎだっ！

　いいさ……やられっ放しは趣しゆ味みじゃない。

　ワルター様とグラハムさん、何より、リサさんを味方に引き入れた。

　あの人達も、古い付き合いである教授が独り身なのを気にしていたみたいだし、積極的に行動してくれるだろう。楽しみだ。ああ、楽しみだ。

　ステラ様に言い聞かせる。

「教授や学校長からの話を余り信じてはいけません。話半分、いえ十分の一で。話を脚きやく色しよくし過ぎで、原形を留とどめていないこともしばしばなんです」

「……私は、想像していたアレン様より現実の方がもっと……」

「どうかされましたか？」

「ななな何でもありません！　あ、後はここを真まっ直すぐです。私も見学してよいでしょうか？」

「お暇ひまなら構いませんよ」

「……やった！　ありがとうございますっ」

　？　ティナが気になってたのかな。仲は良いみたいだし、妹の成長した姿を見たいという気持ちは理解出来る。

　……ティナとリィネ、喧けん嘩かしてないといいけど。

　お互たがい身内以外では同年代の友人がいなかったせいか、気にし合ってるんだよなぁ。

　エリーに苦労をかける。その分、甘やかさないと。頭は撫でない方向で。

「あ、見えてきました。あそこです」

　細い指の先には、正門と同じく様々な紋もん章しようが彫ほられた大きな扉とびらが見えた。

　仰ぎよう々ぎようしい。こういう所は、権けん威いを感じてしまって苦手だった。

　……腐くされ縁えんに引きずられ、様々な事件と遭そう遇ぐう、駆かけずり回っていたせいで殆ほとんど講義を受けた記き憶おくもないけどさ。

　つまりこれは、校長の親心……いやないな。ない。そんな御ご仁じんは教授の宿敵にあらず。

　ステラ様が、扉に手をかけた。

「開けますね。楽しみです」




　　　　＊




　教室の中へ入ると初うい々ういしい一年生達、十数名が着席していた。成績優ゆう秀しゆう者しやを集めているだけのことはあり、前列から席が埋うまっている。

　小講堂風で凄く天てん井じようが高く、窓からは柔やわらかい春の日差しが差し込んでいる。結界を張れば魔法を使っても問題はなさそうだ。

　数名の生徒が僕等を見て怪け訝げんそうな表情を浮うかべ、口を開こうと──

「え？　ええ!?」

「わぁぁ」

「兄様！」

　最前列に陣じん取どっていたティナ達が驚きの声をあげ立ち上がった。

　ステラ様が毅き然ぜんと注意。

「講義が始まりますよ？」

「「「……は、はい！」」」

　慌あわてて着席。ステラ様は僕へ会え釈しやくし、後方の壁かべ際ぎわに後退していく。ちゃんと上級生だ。

　さぁ、始めようか。

　黒板中央前に立ち、自己紹しよう介かい。

「初めまして。一ヶ月間、皆みなさんの臨時講師を務めます、アレンと言います。一応、君達の先せん輩ぱいです。よろしくお願いしますね」

　──静せい寂じやく。

　ティナ達だけが目を輝かがやかせていて、他の子達は総じて疑念を示している。

「な、納得出来ませんわっ！　貴方あなたに教わるなんて……なら、生徒会長に教わりますっ！」

「そうだっ！　僕達は、本年度の最さい優ゆう秀しゆう組。何処どこの馬の骨かも分からない、若い臨時講師に教わっている暇なんてないっ」

　左右の最前列に座っていた、金色ロール髪がみをした気の強そうな少女と、眼鏡をかけている濃こい茶ちや髪ぱつの少年が、抗こう議ぎ。

　王立学校の教師陣じんを事前に把は握あくしているのか。有力貴族の子達なんだろう。

「では、どうすれば納得していただけますか？」

「先程、卒業生と仰おつしやいましたわよね。何年前の事ですか？」

「四年前です」

「四年前？　大学校に進んだとしても在学中な筈はず。学生の身分で臨時講師は──」

「今春、卒業しました」

「……はっ？」

　少女がポカンとする。控ひかえめなざわつき。噓じゃないよ？

　机を叩きつつ、少年が苛いら立だたし気に叫さけぶ。

「う、噓だっ！　王立学校は規定上三年制。大学校に至っては最短でも四年かかる。お前の言う通りなら、少なくとも数回の飛び級を経験していることに」

「計三回しました。大学校も一年で卒業予定だったんですけどね」

「……なっ？」「……へっ？」

　少年少女のみならず教室内全体も動どう揺よう。ティナ達は胸を張り自じ慢まん気げ。

　大きく肩かたを竦すくめる。

「なお、卒業証書はあいにくと持ち歩いていません。他ほか、質問がありますか？　答えられるものはお答えします」

「はいっ！　はいっ!!　はーいっ[image: ]」

　真っ直ぐ伸ばした小さな手と、制せい帽ぼう脇わきから飛び出た髪の毛が自己主張。ティナだ。

　元気なのは嬉うれしいよ？　ただ、君達以外のつもりだったんだけどな。

「……何でしょう？」

「先生とリディヤさんの出会いのお話を、詳くわしくお願いしますっ！」

「却きやつ下かです」

「なっ!?　これは重要、とっても、とっっても重要ですっ！」

「ティナ・ハワードさん、お静かに。他にありますか？」

「む～！　先生は意地悪ですっ！」

　公女殿でん下かが駄だ々だをこねられている。やれやれ。

　あんな恐きよう怖ふ体験……話せません。まだ外も明るいし、泣く子が出るよ？　ステラ様も残念そうにしないでください。

　ロール髪の少女が恐こわ々ごわ聞いてきた。少年も顔を引き攣つらせている。

「『リディヤ』というのは、も、も、もしや、リディヤ・リンスター公女殿下……『剣けん姫き』様、ですか？」

　……あいつの悪名、轟とどろき過ぎ。

　いや、認めよう。僕も大半に関かん与よしている。懺ざん悔げのつもりで素す直なおに回答。

「そうですよ。同期の腐れ縁です」

　大きなどよめき。手を叩たたく。

「よろしいですか？　では、始めようと思います。僕の授業で、教科書は使いません。座学は他の優秀な先生方にお任せするとして、実技を重視したいと思います。まず、基き礎その復習からです」




　黒板に、大きな字で『属性』『級』と書く。




　振ふり返り見み渡わたすとワクワクしている三人の他、気持ちを切り替かえたのが約半数。残りは、依い然ぜん、懐かい疑ぎ的。

「皆さんは、新入生達の中でも俊しゆん英えい揃ぞろいと伺うかがっています。子こ供ども騙だましかもしれませんが、基本は大切です。エリー・ウォーカーさん」

「は、はひっ！」

「此方こちらへ。お手伝いをお願いします」

　エリーの表情が、ぱぁーっと、明るくなりいそいそと僕の隣となりへやって来た。

　獣じゆう人じんじゃないのに、大きな尻尾しつぽを振っているように感じられる。確かに犬っぽいかも。

　ティナが頰ほおを膨ふくらませ、リィネはお澄すまし顔。ただし二人共、癖くせっ毛で不服を表明。

　生徒達へ質問する。

「最初に属性です。現状、基本とされているのは何属性でしょうか？」

　ロール髪の女の子が挙手。

「常識中の常識ですわ。七属性。かつては八属性でした」

「正解です。具体的には？」

「『炎ほのお』『水』『土』『風』『雷かみなり』が一いつ般ぱん的な属性ですわ。これに、極ごく少数の方が使う『光』『闇やみ』を加えたものが七属性。ハワード公こう爵しやく家に代表される『氷』を加えていたのが旧八属性となります」

「そうですね。次に、一人が複数属性を使う事は可能でしょうか？」

「……理論上は可能だし、熟練の魔法士ならば使う者もいる。しかし、困難だ」

　僕を睨にらみながら眼鏡の少年が発言。

　あ、やっぱりそういう認にん識しきなんだな。僕が在ざい籍せきした頃ころと余り変わらず、か。

　なら、驚おどろいてもらおう。

　まるで命令を待つ子犬みたいに、じっとしているエリーへお願いする。

「エリー」

「は、はいっ！」

「魔ま法ほうで『花』を咲さかせてもらえますか？　出来る範はん囲いで構いません」

「わ、分かりました」

　エリーが、一歩前へ出て、魔法式を高速展開──発動。

『!?』

「う、噓うそ」

「む～……わ、私だって……」

「あら？　飽あきもせず嫉しつ妬と？　相変わらず心が狭……小さいわね」

「ど、何処を見て言い直したんですか!?　あ、貴女あなただって似たようなものじゃないですかっ！　私よりおチビさんのくせにっ」

「ご、ご、誤差ですっ」

　不毛な言い争いしている首席さんと次席さん。仲良くしないと、めっ、だよ。

　他の生徒達とステラ様が驚きよう愕がくしている。

　──前方には、炎・水・土・風・氷・闇の綺き麗れいな『花』が浮ふ遊ゆうしていた。

　微笑ほほえみながら、エリーを褒ほめる。

「はい、ありがとう。随ずい分ぶん、上達しましたね」

「は、はひっ！　……えへへ♪」

「残り二属性は僕が」

　光、雷の『花』を瞬しゆん時じに生み出し並べる。うん、八つ並べると絵になるな。

　指を鳴らし全すべてを消す。生徒達の目がぱちくり。

「皆さんが今後、受けていく授業では、先さき程ほどの彼が言ってくれた通り、複数属性を操あやつるのは困難だ、と教わると思います。現実は見ての通りです。偉えらい偉い大魔導様に止められているのでこれ以上は内ない緒しよですが……自分の可能性を信じず、行動もしないまま捨て去るのは止やめましょう。次は──」

　ティナが『私ですよね？　私しかいませんよねっ！』と目で訴うつたえている。

　……張り切って備品を壊こわしそうだ。未いまだに、加減は苦手なようだし。

「リィネ・リンスターさん」

「はい♪　……ふっ」

「っぐ！」

　煽あおらないの。エリーと交代で、リィネが近くへやって来る。

　先程と変わらず一見お澄すまし顔。制帽脇の飛び出た癖っ毛が機き嫌げんよく動いている。

「属性についてのおさらいでした。次に魔法の『級』です。分かる人はいますか？」

　誰だれかが手を挙げる前に、リィネが話し始めた。

「兄様、私が。王国において魔法は、威い力りよくと効果範囲によって、『初級』『中級』『上級』に分類されています。例外として、我がリンスター家のような四大公爵家に伝わる、『極きよく致ち魔法』が存在しますが、使い手は少数です。王家にも秘伝の魔法が伝わっていると聞き及およびますが……申し訳ありません。不勉強で、知識を持ち合わせていません」

「はい、正解です。よく勉強していますね。王家の魔法は極ごく秘ひで、僕も知りません。先程見せてくれた『花』は初級魔法です。ここで皆さんにお尋たずねします。上級魔法を使える方はいますか？」

　挙手したのは──三人。ティナとリィネとステラ様か。優ゆう秀しゆうだな。

　他の生徒達は悔くやしそうな顔をしている。エリー、落ち込まないでおくれ。

「使えなくても気にする必要はありません。貴方方はこれからなんですから。ただ、どういうものか、見ておくのも悪くはないでしょう。リィネ」

「はい！　兄様。結界の補助をお任せしても？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。安心してください」

「ありがとうございます」

　リィネが美しい細工が施ほどこされた剣けんを抜ぬき放った。

　切っ先に、炎の上級魔法『灼しやく熱ねつ火球』を展開していく。

　緊きん張ちようした様子のステラ様が、短たん杖じように手をやったのを目で制す。

　生徒達も恐怖を目に浮うかべつつ、誰一人として逃にげ出そうとはしない。生み出されていく上級魔法を真剣な眼まな差ざしで見つめている。

　──巨きよ大だいな火か焰えん球きゆうが完成。

　四方に張った耐たい火か結界のせいで熱さは感じない。

　構築は粗あらいけど実戦に耐たえ得る水準だ。いやはや凄すごい。

　右手を振り結界ごと魔法を分解。生徒達へ語りかける。

「これが、上級魔法の一例になります。張った結界内に魔法を展開、発動する技術も実用上、極きわめて有効です。そのままだと、威力があり過ぎて自分や味方を巻き込む可能性があります。覚えておきましょう。ありがとうございました。貴女も随分と上達しましたね」

「もっともっと上達します。だって、今度からは姉様だけじゃなく、近くに兄様も」

「リィネ」

　人差し指を唇くちびるへ。

　僕が、ハワードとリンスターに関係していることは、ここにいる子達なら理解している筈だ。貴族の子息ばかりのようだし。

　でも、家庭教師の件は秘密にしておきたい。これ以上、生徒が増えても困る。

　賢かしこい少女は素す直なおに頷うなずいてくれた。お姉さんにも是ぜ非ひ見習ってほしい。

　机を両手で叩く大きな音。

　ティナが杖つえを振りながら、立ち上がった。

「先生っ！　次は、次は、私の番ですっ！　エリーとその子ばかり……ズルいですっ！　贔ひい屓き、これは贔屓ですっ！　断固、抗こう議ぎしますっ!!」

「ティナ・ハワードさん、お静かに。二度目ですよ？」

「うー！」

　注意すると頰を大きく膨らませ、地じ団だん太だを踏ふむ。

「あらあら。首席様は、学校でも兄様を困らせるなんて」

「……決着、つけましょうか？」

「そうです──……」

「む、どうしたんですか？　こないのなら、私が行きますっ。とぅ！」

　ティナが机を飛び越こえ着地。こーら、はしたないよ。杖を構え魔法を紡つむぎ始めようとする。

　それを確認し終えた後、僕に抱だき着く赤あか髪がみの少女。

　わざとらしい棒読みで大声を出す。

「きゃー兄様ー。首席様がいじめるんですー。おたすけくださーい」

「!?」

「……リィネ、授業中だよ」

「先生、離はなれてくださいっ！　は・や・くっ！」

　この二人は……じゃれ合いは御お屋や敷しきでしようよ。

　赤髪の公女殿でん下かを引き離すと、冷気を感じた。

　教室内の温度が急速低下。窓まど硝子ガラスには霜しも。舞まう氷ひよう華かが増えていく。

　見ればティナは頭上へ杖を掲かかげて魔法を展開中。ただ、紡いでいる魔法が魔法だ。




　……いきなり『氷ひ雪せつ狼ろう』を展開しようとするなんて。左手で顔を覆おおう。




　まったく、教えた人の顔が見て──教室内には先程と異なり、はっきりとした悲鳴があがった。

「う、噓ですわよねっ。こ、こんなの噓ですわよね!?　な、何ですの、この魔力は！」

「あ、あり得ない。こ、こんな魔力はあり得ない。あ、あってはならない……よ、四大公爵家とは、こ、これ程の存在なのか……？　こ、ここまでの差がっ……！　魔法が使えない、という、あ、あの噂うわさは噓だったのかっ!?」

「……そんな、そんな、馬ば鹿かな。あれは……」

　何が顕けん現げんしようとしているかは、はっきり分かっていなくても、魔力を感じたらこうなるよね。ステラ様には気付かれたかな？

　発動してしまうと棟とう自体が崩ほう壊かいするので、魔法式へ介かい入にゆう。形になりつつある『氷ひ雪せつ狼ろう』を分解。舞っている氷ひよう華かも抑おさえ込む。

　溜ため息をつきつつ近寄り、ティナの頭へ拳げん骨こつを落とす。

「はぅ！」

「そんな魔法を展開しようとしないでください。悪い子ですね」

「うー。だ、だってぇ……」

「ふふ。首席様はやって良い事と、悪い事の区別もつかないのですね」

「なっ！　あ、貴女はぁぁ!!」

「リィネもこっちへ」

「！」

　ティナをここぞとばかりに煽る少女も呼ぶ。

　動どう揺ようしたまま近付いてきたところに、この子にも拳骨。

「ひぅ！」

「リィネもです。あんなに優やさしい子だったのに……僕を困らせる悪い子になってしまったんですね。とても悲しいです」

「あ、兄様。ち、違ちがうんです。こ、これは……」

「いいですか」

　膝ひざを屈かがめて、制せい帽ぼうについている首席と次席を証明する、『三日月』と『流星』の銀ぎん飾かざりを指差しながらゆっくりと諭さとす。

「貴女達二人は、同世代の中で傑けつ出しゆつした存在です。そして、力には責任が伴ともないます。馬車の中の話を思い出してください。はい、間違ったことをした時は？」

「「……ごめんなさい……」」

「よく言えました。さ、席へ」

「「……はーい」」

　大人しく着席してくれた。よし。

　教室内を見み渡わたす。生徒達は呆ぼう然ぜんとしている。

　懐ふところから懐かい中ちゆう時計を取り出し、確かく認にん。まだ時間あるな。

　三人が頑がん張ばってくれたから次は僕が頑張ろう。

「これで、『属性』と『級』は実感出来たと思います。最後の魔ま法ほうは秘密にしておいてくださいね。次は、僕が面おも白しろいモノをお見せしようと思います。各自、参考にしてみてください」




　　　　＊




　黒板に今度は『複合発動』と書く。

「先程、二人が見せてくれた魔法は単独発動でしたね？　皆みなさんが学ばれていく過程で、それ以外に触ふれる機会はやはり多くはないと思いますが、魔法はとても奥が深い。例えば」

　右手を握にぎり、初級魔法を発動。手を開き浮ふ遊ゆうさせる。

　──水球の中に炎ほのおを発生させる。

　故郷の川遊びでよく使った。これで魚も捕とれるんだよね。

「わぁ、わぁ、わぁぁ！」

「と、とっても綺き麗れいです」

「素す晴ばらしいです、兄様」

　三人が口々に褒ほめてくれた。照れる。

　他の子達も目を輝かがやかせ、一部からは拍はく手しゆ。

「このように、慣れてくれば複合発動する事も可能となります。結界内発動の応用ですね」

「……し、質問ですわ！」

　ロール髪の少女が挙手。

　よく質問してくれるなぁ。魔法を消し、先を促うながす。

「はい、どうぞ」

「貴方あなた──いえ、アレン先生は、た、他属性もお使いに？　一番、難しいとされる『光』と『闇やみ』を合わせることは……」

「やってみましょう」

　さっきと同じ事をしても面白くないな。んー……そうだ！

　両手を握り魔法を発動。

　開いた手から、光球と闇あん球きゆうを浮かび上がらせる。

「教室を暗くしますが害はありません。ご心配なく」

　闇魔法で部屋を暗くし、二つの球を合体させる。

　所々から光が漏もれている球が完成。時間によって、位置が変化。

　そのまま回転させてやると、明暗が教室の天井に映り、不思議な空間を作り出す。

　大きな喝かつ采さい。喜んでもらえたようだ。

　……リディヤにねだられて作った余興用魔法が日の目を見ようとは。

　攻こう撃げき性は皆かい無むなので、子供達にも安心安全。暫しばし楽しんだ後、指を鳴らし魔法を消失。

　生徒達へ語りかける。

「如何いかがでしたか？　皆さんも、これくらいはお喋しやべりしながら出来るようになるでしょう。『出来る筈はずがない』という考えを捨ててください。僕がよく知っているある女の子は、剣術について王立学校入学時点で王国内──いえ、大陸中合わせた同年代の誰だれよりも努力をしていたと思います。結果、彼女は入学試験の段階で、上級魔法を平然と斬きっていました。路みちは必ずあります。諦あきらめず、行動を」

　……カッコつけ過ぎたかも。

　あいつがいたらからかわれそうだ。もしくは、照れ隠かくしで斬られそう。

　生徒達は一生懸けん命めいノートを取っている。いい子達だ。
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　眺ながめていると、ステラ様と視線が交こう錯さく……すぐに逸そらされてしまった。ふざけ過ぎたのが気に障さわったのかな？

「……もう一点いい──質問させてください」

「ええ、どうぞ」

　眼鏡の少年が悔くやしそうに手を挙げてきた。

　歪ゆがんでいる子ではないのだろう。選民意識が余りにも強い子は面接で容よう赦しやなく弾はじかれる仕組みになっているみたいだし。




『才有る者よ来たれ。本学の門は、誰にでも開かれている』




　学校長は教授に似て性格は悪い。が、標語を破ろうとする人でもない。あのジェラルド王子ですら入学させなかったそうだし。

　学内での『殿でん下か』等々の敬けい称しよう原則禁止も地味に嬉うれしかった。

　ま、そこまでやっても、差別はなくならず、僕も散々やっかみを受けたのだけれど。

「書物を読んでいると、熟練の魔法士は魔法で生物を生み出すこともある、と書かれていました。貴方にも可能でしょうか？」

　へぇ。彼の歳としじゃ、興味がなければ知らない内容だ。

　彼とティナ達、それにステラ様以外は予想通り、ピンときていない。

　体験させておいても、損はないだろう。

「前列の方、少し後ろへ」

　声をかけると、生徒達が最後列へ一いつ斉せいに退たい避ひ。そこまで下がらなくてもいいよ？

　浮うき浮きしながら残っているのは、ティナ達だけ。あとの子達は強い緊きん張ちよう状態。

　何も見み逃のがすまい、と僕の手元を、最初に抗こう議ぎしてきた子達まで凝ぎよう視ししている。

　動機はどうであれ心意気は買ってあげたい。

　左手を空間に滑すべらせ、八つの魔法式を展開。右手も同じように滑らせる。

　最後に両手を合わせ、机の上で発動。

　赤・青・茶・緑・紫むらさき・蒼あお・白・黒──八色の魔法球が形を変えていく。

　ティナ達と一いつ緒しよに僕も少しは成長出来た。まだ、『精せい霊れい』がいるのかいないのかは分からないけど──よし、完成。

　生徒達が息をのむ。

「これが八属性の魔法生物達です。鳥と狼の形にしてみました。持続時間はこの講義の間程ほどでしょうか。触さわっても大だい丈じよう夫ぶですよ。攻撃性はありません。手に取って確認を。虐いじめないでくださいね？」

　机の上で、手のひらサイズの魔法生物達が遊んでいる。うん、可愛かわいく出来た。

　ティナとエリーはハワード家で見た事があるからか、すぐさま、氷の子狼と風の小鳥を確保。速い。

　遅おくれてリィネが、炎の小鳥を自分の手に留まらせる。

　生徒達も駆かけ寄ってきて、躊躇ためらいつつも手を伸のばし、確認していく。

　一様に驚おどろきの声。反応が良いね。

　ステラ様も、後ろにいないでどうぞ。面白いですよ。

　にこにこしていると、リィネの静かな声。

「……熱くないです。なのに、炎属性を感じる。兄様」

「そういう風に創つくったんだ。すぐ出来るようになるよ」

「…………」

　リィネが小鳥を撫なでながら黙だまってしまった。見せていなかったかもしれない。

　我が儘ままな姉なら、すぐさま『火か焰えん鳥ちよう』の場面。優やさしい分、溜ため込みがちなんだよな。

　僕が声をかける前にティナが、さっきの仕返しとばかりにからかってきた。

「何ですか？　もしかして、先生を信じてなかったんですか？　普ふ段だんは『兄様～』とか言ってるのに。やれやれ、ですね」

「っ！　ち、違います。私が兄様を信じてないなんてあり得ません。……貴女あなたはズルいんです。突とつ然ぜんやって来て私の…………何でもありません。気にしないでください」

「むっ。言いたい事があるなら、はっきり言えば良いじゃないですか」

「言いません」

「言って」

「言いません」

「ふ、ふんっ！　強ごう情じような次席さんですね」

「──そうでした。私は次席なんですよ？　その意味、貴女は理解していますか？」

「？　強がりを」

「これです」

　リィネが自分の制せい帽ぼうの銀飾りを指差す。

　ティナは怪け訝げんそうな顔をした後、何かに気が付き愕がく然ぜんとした。

　よろよろ、と二、三歩後退。

「ま、まさか……お、お、お揃そろい!?」

「ふふふ……そうです。兄様は次席でご入学でした。つまり──首席である貴女とは、違う銀飾りなんですっ！」

「そ、そんな……そ、そんなの……せ、先生？」

　ゆっくりと首を振ふる。僕が持っているのも『流星』です。

　ティナは、がくり、と肩かたを落とした。

「……う、迂う闊かつでした……」

「入学首席？　それは貴女に差し上げましょう。私は卒業時に首席になればいい。そうなれば、兄様と姉様、御二人とお揃そろいになります！」

「な、なら、私も卒業時に次席になれば」

「手て抜ぬきをすると？　兄様はどう思うのでしょうね？」

「あ、貴女はぁぁ！」

「リンスター家の家訓です。『最後に勝った者こそ、真の勝者』。私は貴女に勝ちます」

「ま、負けません。あ、あれ？　でも勝ったら、先生とのお揃いが……」

　とっても和なごむ。平和が一番。……平和だよね？

　二人を眺めていると、エリーが控ひかえめに僕の左ひだり袖そでを引っ張ってきた。

　風の小鳥は、違ちがう子に渡わたしたようだ。女子生徒がおっかなびっくりと指で突つついている。

　どうしたのかな？

「えっと、えっと、あ、あの、アレン先生、私もこの子達を生み出してみたいです」

「んー少し難しいので……エリー、手を」

「え、あ、は、はひっ」

「気楽に気楽に。アンコさんを想像しましょう」

　以前も作ってみせた闇属性を中心に、ゆっくりゆっくり構築していく。魔法式自体は白紙箇か所しよ多めの僕お手製。分かりやすいよう改良してある。

　握った手の中で、小さな黒くろ猫ねこが生まれ、エリーの肩に飛び乗った。

「わぁぁ。あ、ありがとうございます」

「ハワードの御お屋や敷しきで生み出した子より力は落ちますが、摑つかめましたか？　週末、練習してみせましょう。エリーの魔力なら、頼たのもしい子になります」

「は、はいっ」

　いい子だ。手を伸ばして頭を──はっ！　いけない。さっき誓ちかったばかりじゃないか。

　カレンに怒おこられてしまう。エリーだって、人前でされるのは

「アレン先生」

　制帽を外して、メイドさんが半歩近付いてきた。

　……仕方ない。これは誓せい約やく外がい。うん。

　優やさしく撫でる。誰も勝てない幸せそうな笑え顔がお。

　周囲の女子達が頰ほおを赤らめ、男子達は歯ぎしりをし、机に拳こぶしを叩たたきつけている。

　気持ちは分からなくもない。エリーは可愛いしね。

　──氷ひよう華かと炎えん羽ぱが僕を囲む。

「……先生？」

「……兄様？」

　おっと、いけない。ティナとリィネがジト目で僕を見ている。

　片目を瞑つぶって指を鳴らし、展開されつつある『狼』と『鳥』を分解。

　ハッハッハッ。この四年間で僕程、極きよく致ち魔ま法ほうを事前封ふう殺さつした人間はいないのだ！

　……嫌いやな慣れ。大切な何かを喪うしなってしまった感覚が悲しい。

「むー！　先生、消されるの反則ですっ！　エリーにするなら私にもしてください」

「兄様。リィネも被っていません。偶ぐう然ぜん？　いいえ、運命です。どうぞご遠えん慮りよなく」

「御二人共、一応、まだ授業中ですからね？　さ、席へついてください」

「ふんだっ！　別にいいですっ。私にはこの子がいますからっ」

「後でお願いします」

「あ、ありがとうございました。えへへ……」
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　子狼と小鳥を確保しながらティナとリィネが戻もどり、エリーも席へ。

　──懐かい中ちゆう時計を再さい確かく認にん。

　この後はお昼だし、早めに終わりにしてあげようか。

　すっと、細く白い手が挙がった。ステラ様だ。

「部外者が質問することをお許しください。アレン様は、その、どの水準まで魔法をお使いになられるのでしょうか？　もしや……極致魔法を？」

　教室内に緊張が走った。

　少女の目は真しん剣けんそのもの。どうやらティナとリィネが展開しかけた魔法を見て、気にされているらしい。

　公こう爵しやく家に列つらなり、将来的には継つぐべき立場ならこうなるのかもしれない。

　リディヤですら当時は結構気にしていたし、僕が思う以上に切実なのだろう。

　ただ……問いに答えるのは簡単だ。

　大きくかぶりを振る。

「買い被かぶり過ぎです。魔力量だけで比べれば、僕はこの中で最下位でしょう。使える魔法も中級まで。上級は魔力不足で、式は構築出来ても発動しません」

『!?』

「しかし、こんな僕でも王立学校と大学校を卒業出来ました。両校で求められているのは、単純な魔力量や使用属性や魔法の数ではありません」

「ですが」

「必要なのは、弛たゆまず、驕おごらず、他人を気にせず、ただただ研けん鑽さんを積む持続力です。剣術であろうが、魔法であろうが、学問であろうが、それは変わりません。僕はそう信じていますし、そうしてきたつもりです。……と、僕なんかが言っても説得力はないかもしれませんね」

「そんなことはありません。ただ……私は、私はっ」

　ステラ様が食い下がって来る。

　……思った以上にこの公女殿でん下かは。




「あ、あの……お話し中大変申し訳ありません。いい加減、お聞きしてよろしいでしょうか？」




　ロール髪がみの少女が口を挟はさんできた。

「何でしょう？」

「アレン先生は……もしかしたら『剣けん姫き』様の相方であられる？」

「先さき程ほどから、ティナ・ハワード……さん、リィネ・リンスターさん、エリー・ウォーカーさんと、親し気なのもいったい……もしや、開会式の？」

　眼鏡の少年が便乗してくる。好こう奇き心しんに勝てなかったか。

　教室内を見ると、嬉うれしそうな三人以外は皆みな、興味津しん々しん。はぐらかす。

「────さぁ？　どうでしょうか。おや、時間ですね。今日の講義はここまでとします。僕が受け持つ授業は残り三、四回。次回以降は、皆さんの実力を見せてください。お昼の席取り戦争の武運を祈いのります」

　明言はすまい。

　これ以上、手を広げたら、カレンのお説教が長引く事は必至だし、あいつにも散々、虐められてしまう。

　黒板の文字を消して、急いでリンスター家へ──ん？

　ティナ達が裾すそを握にぎっている。周囲には他の生徒達まで。

「先生、お昼です！」

「アレン先生と一いつ緒しよに、食べたいなって」

「兄様。良い機会ですし」

「いや、僕は……」

　断ろうとすると、ティナとリィネが悪い笑えみ。

　周囲に聞こえるよう、わざと大声で二人が話す。

「私、先生とリディヤさんが初めてお会いした時のお話を聞いていません！」

「私も、兄様と姉様が経験なさった冒ぼう険けんのお話をじっくりお聞きしたいです」

『！』

「テ、ティナ……リ、リィネ……」

「ア、アレン先生、えっと、その、あの、だ、駄だ目め……ですか？」

　あぁ、エリーの上うわ目め遣づかいが、生徒達の目が、目がぁぁぁ。

　──視界の外れでは、ステラ様が頭を下げた後、教室を出て行かれた。

　大だい丈じよう夫ぶだろうか。カレンへは伝えておかないと。

　再度、裾を引っ張られる。

「先生！」「ア、アレン先生っ」「兄様」

　──僕がどうなったかは容易に想像出来ると思う。

　教え子達が日に日に、僕の操縦方法を覚えつつある。

　成長した、と喜ぶべきか、僕がちょろいと嘆なげくべきか。




　…………『火か焰えん鳥ちよう』が飛んでくるのは甘かん受じゆしよう、うん。




　　　　＊




　週末、王立学校入学後、初の家庭教師をするこの日。僕達の姿はハワード家──ではなく、リンスター家御屋敷の内庭にあった。

　春の花々が咲さき乱れていて、荒すさんだ心が大変癒いやされる。

　さっきまで張り切っていたティナ達の姿はない。丁度、午後の休きゆう憩けい中。

　いるのは僕と隣となりの椅い子すに座ってくつろぎ、本を読んでいる首しゆ謀ぼう者しやだけ。

　こうなるんじゃないかとは薄うす々うす思っていた……こいつ、謹きん慎しん中だろうに。

　リディヤが僕をジト目で見た。

「何よ。幾いくら私が可愛かわいいからってそんなじろじろと見ないの」

「君が可愛いのにはまぁ同意するけどさ……強ごう引いんじゃない？」

「あら？　先に私との約束を破ったのは、誰だれだったかしら？」

「…………」

　無言で頭を下げる。

　──王立学校で、臨時の教師をやらされたあの日、結局、僕はお昼にリンスター家へ辿たどり着けなかった。

　授業をつつがなく終え、全力で急行しようとした僕をティナ達以外の生徒達までもが引き止めたのだ。

『一緒にお昼を食べたいです！　『剣けん姫き』様の武勇伝を聞かせてくださいっ！』

　あんなキラキラした目、断りようがない。

　どうせならカレンも一緒に、と思ったのだけれど、会えず。生徒会で忙いそがしかったようだ。

　──リディヤには散々なじられた。

『ふ～ん。あんたは、私より、小さな子達の方を優先するのね。へぇ』

『私はお昼食べないで、あんたが来るのをずっとずっと待ってたのに』

『別にいいのよ。ええ、別に気にしてないし。全っ然気にしてないわ』

　延々と……ほんと、延々続いたのだ。

　色んなものを切り売りし、最後に出されたのが『臨時講師の件は認めてあげる。リィネの為ためでもあるし。あの馬ば鹿か王子！　今度、会ったら……うふふ……。その代わり、家庭教師の授業、謹慎期間が終わるまで、うちでやんなさい。その間はリィネも参加させて。こんな程度で済ませるなんて。寛かん大だいなご主人様に感謝することね！』。

　……選せん択たく肢しがなかったよ？

　ティナ達は特段反対せず、場所変へん更こうを許してくれたから良かったけど。ただし。

　自分の姿を眺ながめ……頭を抱かかえる。

　下手な口笛を吹ふいている我が儘まま御お嬢じよう様さまに、駄だ目め元もとで提案。

「……リディヤ。毎回礼服着ないと駄目かな？」

「ダーメ」

「ど、どうしても？」

「どうしても。直したんだから、ちゃんと着なさい。ついでに替かえも作っておいたわ。読み終わった。捲めくって」

　交こう渉しようの余地無し……手を伸のばし本の頁ページを捲る。

　ほのかな柑かん橘きつ系の香かおり。鼓こ動どうが高鳴ってしまう。こ、香こう水すいなんか滅めつ多たにつけないのに。

　緋ひ色いろのドレス姿のリンスター公爵令嬢様は、ニヤニヤ。

　……気付かれたか。近い、近いって！

「もっとこっちへ来なさい」

「何でさ。ティナ達が戻る」

「い・い・か・ら！　ここにいる間、あんたは家庭教師であり、私の執しつ事じでもあるんだからね？　努ゆめ々ゆめ、忘れんじゃないわよ」

「はいはい」

「はい、は一回！」

　近付くといきなりネクタイを引っ張られた。ぐぇ。

「読むのがかったるくなったわ。音読して」

「……は？」

　素すで尋たずね返す。それって、最近流行はやっている恋れん愛あい小説だよね？

　ちらりと覗のぞき込んで速読。

　どうやら、引き裂さかれていた女主人公と身分違ちがいの恋こい人びとが、再会して愛を確かめ合う場面のようだ。こ、これを僕に読めと？

　……どうしよう。目が本気だ。あれこれ、考えてみるものの、適当な理由をでっちあげられない。

　な、何という苦境！

　ここまで追い詰つめられたのは、傍はた迷めい惑わくな『勇者』様に求きゆう婚こんされた時以来か。

　あれも酷ひどかった。『恋こいを知りたい』なんていう理由で、偶たま々たまその場にいた僕へ声をかけたのだ。幼気いたいけな純情を返して──再度、ネクタイが引っ張られる。

「ほ～ら。早く読みなさいよ」

「ち、ちょっと、待って……」

　万が一ティナ達に聞かれたら──複数の気配。

　アンナさん配下のメイドさん達と、シェリーさん配下のメイドさん達が潜ひそんでいるな！

　絶体絶命とはこの事か！　誰か、誰か僕を助けてほしい。

「ああー！　やっぱりっ！」

　ティナがティーセットを載のせたトレイを持って駆かけてきた。おお、救いの妖よう精せいさん。

　──既き視し感。予定調和に導かれ、転びそうになる。

「きゃん！」

　やっぱり、ねっ。魔の手より脱だつ出しゆつし受け止める。

「エリーみたいに慌あわてないでください。大丈夫でしたか？」

「は、はい、ありがとうございます……せ、先生……」

　右手にトレイを持ち、左手でティナを支える。う、体勢がキツイ……。

　腕うでの中でティナは小さくなっていたものの、突とつ如じよ、唇くちびるを向け目を閉じた。




　──いけない。死地だ。




　凄すさまじい殺気を背中に感じる。両手が塞ふさがっているので防ぎようがない。

　前方にも複数の魔ま法ほうと炎ほのお。に、逃にげ道は何処いづこ!?

「えっと、あの、その……アレン先生、ティナ御嬢様。い、いけないと思いますっ！」

「兄様、その抜ぬけ駆け女から可か及きゆう的速すみやかに離はなれてください。は・や・く！」

　あ、今の言い方、ティナとリディヤにそっくり。っと！

　後方から、人を殺せる威い力りよくの炎が伸びてきた。

　未いまだ目を閉じているティナを抱えながら回かい避ひし、振ふり返り──強い後こう悔かい。

　笑え顔がおで剣けんを抜き放ち、ドレスを着たリディヤは美しい。……ふ、震ふるえが。

「……どうやら、鍛たん錬れんしたいみたいね。いいわ、相手になってあげる」

「待った。こ、これは不ふ慮りよの事故だ。き、君も見てたじゃないかっ!?」

「浮ふ遊ゆう魔法でも間に合ったでしょう？　出来ないとは言わせないわよ。年下の女の子に触ふれたがるなんて……私にはあんまり触れないくせに。主人として、下僕の性しよう根ねを叩たたきなおす必要があるわね。聞いておかないといけない件も幾つかあるし……さ、とっとと覚かく悟ごを決めなさい。いきなり降参は認めない。精せい一いつ杯ぱい、抵てい抗こうして楽しませなさい」

　邪よこしまな本音が漏もれてるよ!?　触れたら触れたで怒おこるじゃないかっ。

　しかも、聞いておきたい件だって？　ど、どの件かな……。

　後方には『剣けん姫き』。前方にはその妹さんと、無数の魔法を並べていくメイドさん。

　ティナ、目を瞑つぶっていないで、離れ「嫌いやですっ」更さらに強く抱だきしめられた。

　──これ、死んだかも。




　僕がどうなったのかは名めい誉よと尊厳のため、割かつ愛あいさせてもらいたい。

　故郷の父さん、母さん……アレンは、アレンは……お婿むこに行けないどころか、お嫁よめさんも迎むかえられないかもしれません……。








第４章









　王国の一週間は、大陸統一暦れきに合わせ八日制だ。

　すなわち、炎・水・土・風・雷かみなり・氷・光・闇やみ、の各属性に曜日が割り振られている。

　現在の魔法属性こそ七属性だけど、それが定められたのは二百年前の魔王戦争以後の話。

　氷曜日が残っているのは旧八属性時代の名残なごりというわけ。

　一いつ般ぱん慣習としては光曜日が礼拝日とされている。僕は不信心なので滅めつ多たに教会へは行かない。どんなに祈いのっても最近、神様は試練だけを送って来る。救いを。

　王国内も宗教の力がさほど強いわけじゃないし、毎週行く人の方が少数だろう。

　続く闇曜日は完全休息日。この二日間が休日。公的機関も最小限しか動いていない。

　ティナ達が通っている王立学校は、氷曜日のお昼まで授業がある。

　二年生になれば選せん択たく制となって、時間管理出来るけど、一年生の内は基き礎そ授業が多く、拘こう束そく時間も長い。

　なので、僕は『光か闇曜日のどちらか、もしくはまたがって家庭教師だな』と考えていた。

　彼女達も休日や遊ぶ日は欲ほしい筈はず。逆算すると長くて一日半。他は自由に過ごせると踏ふんでいたのだ。今、思えば甘い見通しだったなあ。

『氷ひよう鶴かく』と他の大魔法の件。

　学校長へ解読を依い頼らいした日記帳の件。

　ローザ様の件。

　家庭教師の準備以外にも調べないといけない事は多く、王立学校が始まって約一ヶ月間、思った以上に、忙しく過ごしている。

　先日、リディヤの謹慎も解けて王宮へ出仕を再開。王立学校の臨時講師も終わった結果、平日午前中が空いたのは真まことに喜ばしい。

　……行かせるのは大変だったけど。あれ？　毎回、同じ事を考えているような。

「何を黄昏たそがれているんだい？　お茶が入ったよ。休きゆう憩けいしたまえ」

「あ、どうも」

　教授へ応こたえ、ノートの上にペンを置いて伸びる。

　うー疲つかれた。明日の準備は完かん了りよう。ティナ達、喜んでくれるといいな。

　四方を本ほん棚だなに囲まれた隙すき間ま空間に、机と椅い子すが置かれている。広いとは言い難がたいけど、何となく安心する。

　ここは僕とリディヤが三年間を過ごした、教授の研究室だ。

　無造作に置かれている古書や奇き書しよを眺めつつ、紅茶を飲む。

　癪しやくなことに美味おいしい。趣しゆ味み人じんめ。ニヤニヤしてるし。

「すいません。毎週、お借りしてしまって」

「気にしないでくれ。学生達は殆ほとんど来ない時間帯だ。好きに使ってくれて構わんよ。君が来ているのは内ない緒しよだがね。君は人気者だからな。僕が独どく占せんしているとバレたら、えらい騒さわぎになってしまう」

「そうやって、分かりやすい噓うそを……研究室の後こう輩はい達以外、話しかけてもくれませんよ」

「当たり前だろう？　君へ声をかけるにはまずリディヤ嬢の──失言だ。忘れてくれたまえ。君達が人気者なのは間ま違ちがいない。学内を歩く時は気を付けてくれているだろうね？」

「？　人目につかないように来てはいますが」

「ならいい。今後もここで作業をするといい。熱心だね。毎週毎週、三人分のノートを作成するとは」

　予定と大きく変わった事の一つは、ティナ達だけでなくリディヤとリィネも、週末の家庭教師に加わっていたことだろう。

　リディヤは僕と同じく教える側。意外と世話好きなのだ。僕が作ったノートを見て、あれこれ熱心に修正していたし。

　自おのずと理論や中衛・後衛の技術は僕が。前衛全般はあいつが受け持つ形になった。

　ティナ達からすると、得え難がたい一ヶ月だったと思う。剣士でなくとも、その動き、思考を知れば動きは格段に変わる。実際、凄すごく上達したしね。

　今週より僕一人。授業の場所もハワード家となる。ティナとエリーの話だと、シェリーさんをはじめとするメイドさん達は張り切っているそうだ。

　リィネが参加し続けるのか、これを機会にやめるのかはまだ尋ねていない。

　あの子の場合、リディヤに言われて参加しているようにも見える。ティナ達と仲良くなってくれたのは嬉うれしい。でも、僕としては彼女自身の意思を尊重したいのだ。

　授業に後おくれる心配はないのだし、折角の学生生活、勉強ばかりでなく楽しんでほしい。今晩、リンスター家へ顔を出すついでに聞いてみよう。

　ティナとエリーもそれは同じ。休むのも遊ぶのも大事だと思うんだけど……。

　現状、僕の授業は、氷曜日の午後から闇曜日の夜まで。光曜日の午前中は礼拝日として、お休みにしたものの、何だかんだ一いつ緒しよに行動。つまり週末はずっとあの子達と過ごしている。

　……年とし頃ごろなんだし、外出をしよう。

　王立学校でお昼を一いつ緒しよにした際、ティナが『先生、授業は氷曜日の午後から、闇曜日の夜までですよね？　ねっ？』と、詰め寄られた時は反応に困った。

　説得はしたものの、ティナだけでなく、エリーも頑がんとして譲ゆずらず。リィネまで二人の応おう援えんをする始末。

　押し問答の結果、お泊とまりは光曜日だけにしてもらうので妥だ結けつ。我ながらよく頑がん張ばったと思う。

　経けい緯いを聞いたカレンは何時いつにもまして冷たかったけど。

『リディヤさん公こう認にんの下もと、年下の女の子達をそうやって侍はべらせるなんて……お母さんとお父さんに報告しておきます』

　違うから。仕事だから。侍らせるだなんて人聞きが悪い。

　最近やけに厳しいのだ。悲しい。

　……散々お説教をした後、話したそうにしてたな。

　僕の妹は誰だれに似たのか遠えん慮りよがちなので、時折、甘やかさないと。お兄ちゃんだし。僕が甘やかしたいわけではない。

　近寄って来たアンコさんのお腹なかをもふり、精神を回復させながら教授へ返答する。

「よろしければお願いしたいです。リンスター家もハワード家も作業中に色々と……。下宿先でやってもいいんですが、最近は妹が来るので」

「はは、ごちそうさま。あの腐くされエルフに依頼した日記帳はどうなったのかね？　泥どろ沼ぬまに足どころか肩かたまで……いや、溺でき死し寸前だろうな」

「お察しの通りです。教授」

「断る。あの男と協力をするなら、僕は──断腸の思いで嫁を貰もらうよ……！」

「あー、そこは関係なく身を固められても良いのでは？」

「嫌だね。アレン、僕は心から自由を愛しているんだ！」

「はぁ……。安定しているとはいえ、『氷ひよう鶴かく』の件、制せい御ぎよ法の確立は必要ですよ？　日記帳に書いてあるとは限りませんが、ハワード家にあった文ぶん献けんで可能性があるのはあれだけですし」

「……奴やつが頭を下げてくるなら考えはしよう。手て強ごわいぞ。年代は大魔法が大陸で使用された約五百年前に相当する。書き手は君の推察通り女性。信じられない程ほど、才能に満ち溢あふれた使い手、のな。しかも」

「ええ。解いたら解いたで愚ぐ痴ちばかり。精神的にくる内容です」

「ならばこそ、奴に限界まで解かせようじゃないか。なに、歳としを喰くっているのだ。多少は知ち恵えもあるだろう。そうでなければ困る」

「よろしくお願いします。出来ればお早く」

　出た、対学校長用の真っ黒教授。

　──だ、そうですよ。泣いても当分、教授の協力はなさそうです。

　裏工作で教授を動かす布石を打っているし、僕も時間が許す限り協力はする。でも……かなり厳しい。

　あの、自分の弱みを見せたがらないエルフをして『頁ページを進むごとに、暗号の難易度が上がっていくのだ……これを書いたのはとんでもない魔ま法ほう士しぞ』と呻うめかせ、驚きよう嘆たんさせているのだ。本当はすぐにでも力を借りたい。

　教授を動かす見返りとして、未いまだ王都へ滞たい在ざいされているリサさんから『近々、正式に依頼するわ。貴方あなたなら容易たやすい話よ。週の前半は空いているのよね？』と宣告されている。

　……心して待とう。

　お付きとして連れて行かれた多くの面談や商談に関係しているんだろうけど、何をさせられるのかは見当もつかない。桁けたの違うお金や商品、有望な人材等々、馴な染じみのない会話が飛び交かっていた。

　僕個人からすると、より問題だったのは、平日昼間の会食が多かった点かもしれない。

　公こう爵しやくは領地へ帰ったのに、リンスター公爵夫人が王都で夜、会食を繰くり返している、というのは外聞が悪いから、そうなっただけで、他意はない。食事自体も美味おいしかった。両親とカレンを招待出来ればいいな、と思う店ばかり。

　けど、リサさんとお昼を一緒にするということは、その分、リンスター家へ行く時間が減るわけで……。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんでも、リサさんにだけは頭が上がらない腐れ縁えんからすると、面おも白しろくない話だったらしい。物理的甘あま嚙がみ頻ひん度どと、『火か焰えん鳥ちよう』の火力が日に日に増していくのは心臓に悪かった。指し摘てきしたらしたで、拗すねるし、怒おこるし。

　アンコさんをもふらずにはいられない。はぁ、癒いやされる。

「リディヤ嬢は先日からだったね。愚ぐ図ずったろう？」

「…………ご想像にお任せします」

「はは、君のいない王宮魔法士なぞに興味がないのさ。僕であれば即そく座ざに彼女を筆頭として、自分は隠いん遁とんを決め込む。近この衛え騎き士し団団長の兼けん務むも提案してね」

「可能でしょうけど、やりたがりませんよ。外交官なら食いつきそうです。最近、旅行小説をよく読んでます」

「アレン、僕からすれば旅行とは計画している時が一番楽しいものだ。だが、リディヤ嬢は行動派。気になった場所には全すべて行くつもりでいるんじゃないかい。君を連れて」

「……大陸を網もう羅らする気はありませんよ」

　やりかねない。一度決めたら行動に躊躇ためらいがないのだ。たとえ失敗してもまたやればいい、と考えている。

　見習うべきなんだと思う。僕は考え過ぎて行動が遅れがち。あそこまで、剣けんと魔法で全すべてを解決出来るのは憧あこがれてもいる。本人には言わないけど。

　──アンコさんが反応し顔をあげ、僕達も扉とびらを見た。

　丁てい寧ねいなノック音。教授が応こたえる。

「どうぞ」

「失礼致いたします。こちらにアレン様はいらっしゃいますでしょうか」

「アンナさん？　どうかなされたんですか？」

　入って来たのは意外な人物──メイド服姿のスレンダーな女性。リンスター家メイド長のアンナさんだった。久方ぶりに見た。

　リサさんの補ほ佐さ役でもあるこの人は、最近、傍はた目めから見ても多た忙ぼうにされている。

『生き甲が斐いでございます』と公言して憚はばからない、リディヤ、リィネの撮さつ影えいを放ほうり出し、王都と南方を行ったり来たり。先日は、北方にも行っていたようだ。

　……僕は何をさせられようとしているのか。不安が込こみ上げてくる。

　そんなメイド長さんがやって来る。間違いなく事件。リサさんなら、直接時間を指定してくるだろう。

　アンナさんは、僕と教授へ見事なお辞じ儀ぎをした。

「押しかけてしまい申し訳ございません」

「リディヤですか？」

　真っ先に思い浮うかんだのは腐れ縁の顔。よくよく言い聞かせはした。が、素す直なおに聞いてくれるとは残念ながら思っていない。

　手に持つ剣と同じく真っ直ぐなのだ。

　そこが可愛かわいくもあり、少々困ったところでもあり……アンナさんが発した名前は僕にとって予想外の名前だった。

「……リディヤ御お嬢じよう様さまではございません。此方こちらにも先程、急報があったばかりなのですが、王立学校にてリィネ御嬢様、ジェラルド王子とそのご友人の方々と口論になられ、決けつ闘とう沙ざ汰たとの事。奥様から、急ぎアレン様を、と申し付かっております。御同道をお願い致します。どうか、リィネ御嬢様をお救いください」




　　　　＊




　大学校は王立学校から歩いてすぐの場所にある。

　どうせなら隣となりにすれば良かったのに、学校長が反対したらしく、気持ち離はなれた場所に用地が確保されたのだ。

　曰いわく『あくまでも王立学校と大学校は別である方が健全である』。分からなくもないけど、こういう時は不便。

　正門で顔見知りの守衛さんに挨あい拶さつする時間ももどかしく、先を急ぐ。

　行き先は派手な魔力を辿たどれば一目瞭りよう然ぜん。




　──王立学校実技場。僕とリディヤが初めて会った場所。




　学内は騒そう然ぜんとしていた。皆みな、向かっているのも同じ方向。

　既すでに各所で混乱も発生しつつある。先生方が抑おさえようとされているが、こんな状じよう況きようでは押し留とどめられないのだろう。僕等も足止めを喰らってしまった。

「人が多ございますね」

「ですね……順番通りだと間に合いそうにないので、裏うら技わざを使いましょう」

「裏技、でございますか？」

「アンナさん、隠いん蔽ぺい魔法の準備を」

　脇わきに逸それ、大樹の蔦つたへ触ふれる。魔法が発動したのを確かく認にんし、蔦を動かす。

「！　アレン様、これは獣じゆう人じん族の」

「ご内密に。知っているのは、家族の他ほかは教授とリサさんとリディヤだけです。魔力も喰われますし普ふ段だんは使いません。緊きん急きゆう時限定です」

　無数の蔦が空中を走り、路みちを作り出してくれた。ありがとう。

「さ、行きましょう」

「はい！」

　蔦の上を走り、学内を疾しつ走そう。

　どうやら、リィネだけでなくティナとエリーも戦っているようだ。相手は、数名──一人減ったな。

　事情が知りたい。誰か知り合いに……お。風魔法で呼びかける。

『カレン』

「！」

　足元で渋じゆう滞たいに巻き込まれている妹は、周囲を見み渡わたした。

　瞬しゆん間かん、引き揚あげる。「副会長が消えたっ!?」。驚おどろかせて申し訳ない。後で誤解は解いておいてもらおう。

「兄さん！　この魔法……人前で使うのは。族長は認めてくれていますが、五月蠅うるさい人も多いですし」

「罰ばつを受けろ、というなら受けるさ。進みながら話そう」

「……はい」

　二人を促うながし、先を進む。

　妹の瞳ひとみは普段の茶黒から深い紫むらさきへと変わり、耳と尻尾しつぽも逆立ち、魔力も増ぞう幅ふく状態。

　カレンがここまで怒いかりを示すなんて。

「ジェラルド王子が数名の伴ともを連れられて突とつ然ぜん、訪たずねて来られたんです。リィネ・リンスターに会わせろ、と。学校長と一部先生方は王宮へ出かけられていてご不在で。私はステラが気を遣つかってくれて、教室への案内はしませんでした。嫌いやな思いをするかもしれない、って。……王子がリィネに暴言を吐はいたらしくて、あの子達が本気で怒ったそうなんです。それを『不敬』だと伴の方達も騒さわいで……」

「そっか。ステラ様も一いつ緒しよだね？」

「はい。参加してはいないみたいですけど……早く止めないといけません。あの子達が凄すごくても相手は一国の王子で、大の大人ですから」

「急ごう」

　学校長と改革派がいない時を狙ねらったな。残っている教師達の多くも、日和ひより見みをしているか貴族閥ばつ。そこから情報が漏もれたのだろう。

　自分自身も謹きん慎しん明けだというのに騒ぎを起こすなんて、気は確かなんだろうか。近衛騎士の称しよう号ごう剝はく奪だつの意味に気付いていない？　王位継けい承しよう権にも関係するのに。

　……あり得る。あの方ならば。

　根底にあるのは、リディヤへの異常な執しゆう着ちやく。幼い頃ころから、全ての物を手にしてきたのに、あいつだけは手に入らなかったから。

　けれど、陛下に𠮟しつ責せきされた手前、王宮内で揉もめ事は起こし辛づらい。

　で、あるならば妹でも構わない。数年後には同じになる──か。

　……反へ吐どが出る。

　カレンが心配そうに、手を握にぎってきた。

「兄さん」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。カレン。あの子達はあんな人なんかに負けやしない。そう言えばお互たがい忙いそがしくて、ティナ達のちゃんとした紹しよう介かいも出来ていなかったね。後で紹介するよ。僕の自じ慢まんの教え子達を」




　　　　＊




　自分に自信を抱いたことなんて、生まれてきて一度もなかった。

　ハワード公爵家長女として、出来るだけの努力は積み重ねてきたと思う。

　その結果、私は生徒会長にもなれたし、成績も同期上位に食い込めるようにもなった。

　お父様に「ステラ……止やめよ。無理だ」と突つき放された、私が、だ。

　このささやかな事実は、小さな自尊心を満たしてくれていた。少なくとも、つい一ヶ月前までは。

　そんなもの、現実の実力差の前では単なる自己満足に過ぎないのに。

　──今、私は、それを言い訳も出来ない形で見せつけられている。

　自分の妹と幼い頃から見知ったメイド、憧れてきた『剣けん姫き』様の妹によって。

「こんな……こんな馬ば鹿かなっ！　私を誰だれだと思って!!　っぐっ！」

　炎ほのおと氷──二属性の極きよく致ち魔ま法ほうが目標を追う。

　ジェラルド王子と数少ない取り巻き達が必死に回かい避ひした先で、複数の『風』属性中級魔法が地面から発動。罠わなだ。取り巻き達が巻き込まれ、吹ふき飛ばされる。

　空中で体勢を立て直そうともがいているところに、エリーが追つい撃げき。紅あかく光る掌しよう底ていをまともに受け次々と悶もん絶ぜつ。地面へと叩たたきつけられ、動かなくなった。

　王子は、風魔法を剣で受け止め必死に相そう殺さいしようとしているが、一度はやり過ごした『火か焰えん鳥ちよう』と『氷ひ雪せつ狼ろう』がそれぞれ別方向から襲おそい掛かかる。

　王子が悲鳴をあげ逃にげ惑まどう。騎き士し服は土と砂にまみれ、見る影かげもない。

　中級魔法を完かん璧ぺきに隠いん蔽ぺいし、極致魔法まで使いこなしているのね。

　信じられない。あの魔法を一いつ切さい使えなかったティナと、泣き虫エリーが。

　──アレン様の凄さは、お会いするずっと以前から聞き知っていた。

　名高き『剣けん姫き』の隣に立つ事を許された、唯ゆい一いつ無二の方。

　世間はリディヤ様ばかり持て囃はやしていた。でも、私からすればあの方も同じ。王立学校、大学校を飛び級しての次席卒業だけで、人間業わざじゃない。

　実際、お会いしたアレン様は、妹が書いてきたように、とてもとても優しく、少し意地悪で……残ざん酷こくだった。

　難易度が高い反対属性の複合発動も易やす々やすとやってのけ、全属性の魔法生物をあっさりと生み出す。……極致魔法まで打ち消すなんて。

　同じ人間とは到とう底てい思えなかった。でも、納なつ得とくもした。

　この方は『剣けん姫き』の隣にいる資格を、自らの手で証明しているのだ。

　世の中には敵かなわない相手がいる、という現実を私は思い知っている。挑いどむだけ時間の無む駄だ。そういう人とは戦わない方が得策。

　親友であるカレンを見れば分かる。私は彼女に勝ったためしがない。

　その身体強化魔法と雷かみなり魔法は余りにも見事で羨せん望ぼうすら抱いだけず。本来、生徒会長の座は彼女にこそ相応ふさわしい。

　実力差があるのに私が会長の座に就つけたのは『次代ハワード公こう爵しやく』という虚きよ名めいと、カレンが獣人の狼族出身だった、という点だけ。

　結果として、生徒会長に選ばれた時、私は自分を恥はじつつも、安あん堵どした。




　名前を汚けがさずに済んだ、お父様も褒ほめてくださるに違ちがいない、と。




　……そんな私を心底絶望させたのは、目の前で、勇ゆう敢かんに戦っている年下の少女達。

　唐とう突とつにやって来た王子とその取り巻き達は、動どう揺ようする教師と私にリィネのいる部屋へと案内させると、嫌らしい目で舐なめ回すように見た後、こう言い放った。

『姉が良かったが……お前でもいいだろう。喜べ、私のモノにしてやろう。ん？　隣にいるのは、『ハワードの忌いみ子』か？　面おも白しろい。お前も一緒に来い』

　……何を言われたのか理解出来なかった。正気、なの？

　リィネのみならず、皆が絶句していると、気持ち悪い声でこう続けた。

『どうしたのだ？　さっさとこっちへ来い。まだ幼いが、これはこれで良いものだ』

『……………す』

『ん？　何だと？』

『貴方あなたなんか、絶対にお断りだって、言ってるんですよっ！　『忌み子』ですって？　私の友達を愚ぐ弄ろうするなっ!!』

　リィネが机を思いっ切り叩き、立ち上がって激げつ昂こうした。隣に座っていたティナとエリーも、魔法を紡つむぎ戦せん闘とう態勢。

　王子は断られると思ってもいなかったのか、動揺し、決定的な一言を吐いた。

『!?　なっ！　や、優しくしていれば、付け上がりおって。あの姉にしてこの妹か。いや、下げ賤せんの輩やからのせいだな。獣人に育てられた孤こ児じでありながら、王家を背負うこの私、ジェラルド・ウェインライトの邪じや魔まをした！　……何やら臭におう、臭うぞぉ。獣の臭いだ。そこの小こ娘むすめもあいつの女になったのか？　ふんっ。姉し妹まい揃そろって酔すい狂きようなことだ。リンスターの名が泣いているな。ハワードの小娘、貴様もそうなのか？　ん？』

　王族の方が言う台詞せりふじゃない。下げ衆すの言い草だ。

　ティナは王子へ杖つえを突きつけた。

『取り消してくださいっ！　リィネを──私の友達を馬鹿にしないでっ！』

『アレン先生とリディヤ先生は、絶対にそんな方じゃありませんっ！　ティナ御お嬢じよう様さまとリィネ御嬢様を侮ぶ辱じよくなさらないでくださいっ！』

『……殿でん下か、私だけでしたらまだしも、姉様と兄様……そして、ティナへの再度の侮ぶ蔑べつは見過ごせません』

　王国の第二王子であるジェラルド殿下に、あの三人は一切の躊ちゆう躇ちよなく挑みかかった。

　……どうして？

　何で動けるの？

　相手は王位継承権第二位の資格を持つのよ？

　下手をしたら、家の問題になる。自分自身の命だって。

　貴女あなた達は怖こわく、ないの？

　ティナ達を見ていた王子と取り巻き達は、まさか、自分達より遥はるかに年下の女の子達から怒ど鳴なりつけられるとは思ってもみなかったのだろう。啞あ然ぜんとした後、笑い始めた。

　そんな彼等を無視し、三人は決然と制せい帽ぼうに手をかけ、前へ投げた。まるでここが、舞ぶ台たいでもあるかのように。




　──明確な『決闘』要求。




　嘲ちよう笑しようを大きくした王子達はなお、事態を甘く考えていた。

　けど、三人は本気も本気。自分達の大切な人達を理由もなく侮辱した相手を、一国の王子であろうと、許すつもりはなかったのだ。

　直後、嘲笑を切り裂さく妹の冷たい言葉に教室は凍こおり付いた。

『……お受けにならないんですか？　では、王家へ申し入れを行います。後日、陛下及および四大公爵、八大侯こう爵しやくのご臨席を賜たまわり、決着をつけましょう。ご返答は如何いかに？』

　この段階で、王子達は、何を敵に回したのかをようやく理解したようだ。

　幼くとも、ティナ・ハワードとリィネ・リンスターは四大公爵家の直系。二人の申し出を王家は無視出来ない。

　エリー・ウォーカーも、王国内では名の知られているウォーカー家唯一の跡あと取とり娘むすめ。北方に何かしらの形で関かかわる者は無む下げに出来ない相手。

　訴うつたえられ、陛下の耳に入れば……大問題だ。

　彼等は、受けざるをえなくなった。『決闘』を。

　そちらの方が、より過か酷こくな選せん択たくであることに気が付かず。

　──実技場内で、立っているのは四人。

　王子の取り巻き達は、開幕、ティナとリィネが放った『氷ひ雪せつ狼ろう』と『火か焰えん鳥ちよう』で半数が戦闘不能に陥おちいり、残った者も、全員、エリーの魔法と格闘術の餌え食じきになった。

　残ったのは、美しい杖に自分のリボンを結び付けて後方で魔法を紡いでいるティナ。

　右手に剣けんを持ち、左手で炎を操あやつり前へ出ているリィネ。

　油断なく構えながら、二人を様々な魔法で補ほ佐さしている、エリー。

　……無残な状態の王子。

　勝負は明白だった。

　周囲で観みている生徒達から大だい歓かん声せい。教師達は慌あわてふためいている。

　……私は嬉うれしい……筈はずだ。

　可愛かわいい妹と幼おさな馴な染じみがここまでの成長をしているのだから。




　──ティナが魔法を使えるようになった。




　手紙で報しらされた時は本当に嬉しかった。あの子はずっと苦しんでいたから。

　だけど……こうも思ったのだ。

　アレン様は幼い頃ころ、絵本で読んだ『魔法使い』なんじゃないか？　と。

　ティナの首席合格、エリーの上位合格。講義であの子達が見せた魔法。

　そして今日……私の思いは確信に変わった。

　あの方は、ティナが入学式で言ったように『奇き跡せき』を成し遂とげていたのだ。

　ほんの四ヶ月前まで、初級魔法すら使えなかった妹は、ハワード家の象しよう徴ちよう、氷属性極致魔法『氷ひ雪せつ狼ろう』を使いこなしていた。

　弱虫なメイドだったエリーは、緻ち密みつな魔法式を描えがき、無数の中級魔法を信じ難がたい静せい謐ひつ性で展開させ、空間を支配。

　リィネも、王子に対して剣で互ご角かく以上に渡わたりあい、『火か焰えん鳥ちよう』を操っている。

　──妹達は私よりも高みに至っていた。

　心の中から、どす黒い気持ちがこみ上げてきそうになるのを、必死に押し留とどめる。
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　……駄だ目め。私は、ステラ・ハワード。あの子達のお姉さんであり、先せん輩ぱい。王立学校生徒会長。我が慢まんを、我慢をしないと。

　頑がん張ばっているのは私だけじゃない。私の努力が足りていないのだ。

　いい加減、止めに入らないと──踏ふみ出そうとした矢先




「ふざけるなぁぁぁ！！！」




　殺気だったジェラルド王子が騎き士し剣けんを投げ捨て、腰こしの短剣を抜ぬき放つ。

　眩まばゆい光が実技場を満たし、凄すさまじい魔力が辺りを睥へい睨げいする。

　私は悲鳴をあげた。

「ジ、ジェラルド王子!?　それは王家の……抜かれたりしたら！」

「五月蠅うるさいっ、黙だまれっ！　愚おろかな小娘達に身の程ほどを思い知らせてやるのだっ!!」

「……正気ですか!?」

「口の利きき方に気をつけろ、出来損ないっ！　聞いているぞ、貴様が極致魔法を扱あつかえるようになる可能性はないとなっ!!　ハワードも落ちたものよっ。こんな娘を」




「──はい、そこまでです」




　穏おだやかな声。音もなく、魔力の気配もなく、青年がティナ達の前に降り立った。

　その姿はまるで、御お伽とぎ噺ばなしに出て来る……嗚呼ああ、やっぱり、やっぱり、貴方様は……。




　　　　＊




　訓練場へ降り立った僕を見た三人は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとし、あたふた。

「先生!?」「ア、アレン先生。え、えっと、あの」「あ、兄様！」

　ティナ達が背中へ杖や剣を隠かくそうとする。見えてるよ？

　苦く笑しようしながら前へ。王子と相対。

「物ぶつ騒そうな物を抜かれていますね」

「黙れっ！　またしても、貴様カっ！　そこをどけっ！　私は、王家に仇あだなすその小娘共に思い知らせてやらねばならぬのだっ」

「あー……敢あえて聞きますが、現状を理解されていますか？　大分マズいですよ？　まして、その様では」

「私を誰だれだと思っているっ！　誇リ高き、ウェインライトの血を継つぐ偉い大だいなジェラルド様だぞ！」

　……ここまで愚かだったかな？　言葉もおかしい。

　王立学校の女子生徒に謹きん慎しんが解けた直後、白昼ちょっかいを出し、返り討うちになった第二王子。しかも、四大公爵の御令嬢を含ふくむ──箝かん口こう令れいを敷しいたとしても、人の口を完全には閉とざせない。どう考えても王家の威い信しんに関かかわる。

　僕の時と違ちがって、揉もみ消しも出来ないだろう。下手すると王位継けい承しよう順位の入れ替かえさえあり得るかも。

　所属先の上司である近この衛え騎き士し団団長も、王族だからって遠えん慮りよする人じゃない。『ただ弱く、愚かで、醜しゆう態たいを満天下に晒さらした。それだけのことだろうが。俺は他に、何を書けばいいんだ？』。まったくもってその通り。

　この御お方かたは気付いて……いや、当然だと思っているんだろう。

　自分は王族で特別。故ゆえに何をしても良いと。

　ここでは、近衛騎士第八席として扱われるというのに。救いようがない。

「そもそも、だ！　貴様がリディヤから手を退ひけば良かったのだ。私の配はい慮りよを無む駄だにシおって！　所しよ詮せんは下賤の者。獣けものに我ガ慈じ悲ひは分からぬという事だっ！　貴様が王国で、日の目ヲ見レルと思うなっ」

「……アンナさん、カレン」

「はい、みんなのアンナさんですよ～」

「兄さん」

「少し真ま面じ目めにやります、アンナさん、皆みなの防ぼう御ぎよをお願い出来ますか？　カレンはステラ様とティナ達の護衛を」

「畏かしこまりました！」

「……分かりました」

　早さつ速そく、魔ま法ほうを紡つむごうと──三方向から袖そで口ぐちを引っ張られた。

「嫌いやですっ！」

「お、お役に立ちたいですっ」

「兄様。昔のリィネじゃありません」

　後方を確かく認にん。カレンが戸と惑まどっている。困った生徒さん達だ。

　王子の魔力、光属性……一部魔法式が展開されつつある。初めて見る式。

　かなり古い。魔法戦争以前のモノか。

　発しているのは短剣。なるほど……王家に伝わる遺物。

　う～ん、まだ、早いな。やれなくはないだろうけど。

　三人へ告げる。

「駄目です。ステラ様」

「は、はい！」

「学校長への連れん絡らくはしましたか？」

「いえ……王宮へ行かれたので……」

「では」

「何をごちゃごちャとっ。死ねっ！」

　ジェラルドが、短剣を持ち突とつ進しんして来る。さて、試ためしてみよう。

　僕へ注意が向くよう属性魔法矢しを全方位に発動。足止めも兼かねて氷多めだ。

　──剣身から光が溢あふれ、無数の八角形の『盾たて』を空中に形成。確実に直ちよく撃げきする魔法矢が弾はじかれる。

　自動防御か。魔法を切り替え、石いし壁かべを次々と形成。

　すると、光によって剣身が長剣程度まで伸のび、十数枚を一挙に両断。突進は止まらない。

　攻こう防ぼう一体。

　攻撃力と防御力を詳くわしく調べておきたいな。周囲の突つき刺ささっている剣から、一本を拝借。

　剣身をなぞり、『蒼そう剣けん』を発動。

　振ふり下ろされてきた、光の刃やいばを受ける。借り物の剣が嫌な音を発して、軋きしむ。

　体術、剣技は変わらず。攻撃力だけ飛ひ躍やく的に向上。

「死ネ！　早くシネ！　惨むごたらしく死ねェェェ！」

「嫌ですね。長生きしたいですから」

「先生！」

　ティナの『氷ひ雪せつ狼ろう』が猛もう然ぜんと襲おそい掛かかる。

　舌打ちしながら、ジェラルドが退たい避ひ。追う狼おおかみ。極きよく致ち魔法は多少の溜ためがなければ、防げない、と。

「舐なめルなぁぁァ！」

　怒ど声せいと共に剣で受け止めた。拮きつ抗こう。周囲が凍とう結けつしてゆく。

　後方からは凶きよう鳥ちようが舞まい降りた。リィネの『火か焰えん鳥ちよう』だ。

「がら空きです」

「貴様ラぁァァァ！」

　短剣の魔力が増し、前後に光の『盾』が出現。前進を食い止める。

　防御力高し。全周防御。が、極致魔法を消しよう滅めつさせるほどでもなし。ある程度やっても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「えーいっ！」

　上空から、巨きよ大だいな竜たつ巻まきが降りて来た。エリーの風属性中級魔法『風神竜巻』だ。複数を合わせたのか。うん、良い連れん携けい。

「うがァァァァァ！」

　三方同時攻撃を受け、『盾』が綻ほころび始めるものの、強大な魔力は健在。

　駄目を押しても死にはすまい。続行決定。

　持っている剣けんの魔力を研とぎ澄すまし、風、雷かみなりで増強、投とう擲てき。

　狙ねらい通り形成されている『盾』の最も薄うすくなっている場所を貫かん通つう。内部へ氷の蔦つたを展開。絡からみつかせ魔力を散らし、制せい御ぎよに干かん渉しよう。

「!?　ウグッ、こ、コノ卑ひ怯きよう者ものがァ！」

「寝ね言ごとは寝て言ってくださいね──終わりです」

『盾』を崩ほう壊かいさせる。三方から魔法が炸さく裂れつ。

　──轟ごう音おんと共に、周囲一帯に冷気と熱気の風が撒まき散らされた。観みていた生徒、教師達は大だい歓かん声せいと悲鳴。

　極致魔法二発と中級魔法数発。そこにオマケの『蒼そう剣けん』。……過か剰じよう攻撃認定かも。

　ま、妙みような短剣を使ったのはあっちだし、問題はないだろう。証言をしてもらわないと。

　炎ほのおと氷ひよう片へん混じりの風で視界は極きよく端たんに悪化。魔力は感じる。死んではいない。

　頰ほおを搔かきつつ、ティナに近付き、やんわりと拳こぶしを落とす。

「こーら」

「はぅ！」

「僕は退避してください、と言いました。……悲しいです。ティナは前より悪い子になってしまったんですね」

「だ、だって、だって……先生が心配だったから……」

「それは、感謝しています。エリー、リィネもですよ」

「は、はいっ。ご、ごめんなさい。い、痛いです……えへへ」

　遅おくれて近付いてきたエリーの頭にも柔やわらかく拳を落とす。何故なぜか笑え顔がおだ。

　赤あか髪がみ公女殿でん下かは元居た場所でそっぽを向いている。

「……私は謝りません。リィネは兄様の言いつけを守れない悪い子なんです」

「ほほー。では、どうすれば良い子になるんですか？」

「……んー、です」

　何処どこかの誰かさんがよくする、両手を突き出す構え。

　ど、どうして、その技わざを!?

　ティナ、エリー、カレン、僕が教えたんじゃないからね？　ほんとだよ？

「んー、です！」

　し、しないってば。……甘いよなぁ。ほんと。

　リィネを抱だきしめようと動き始めた、次の瞬間──赤黒い光こう弾だんが、炎と氷を纏まとった風を突き破ってきた。狙いは僕達全員か！

　咄とつ嗟さに、周囲へ風弾を発動。近くにいたティナとエリーをカレンの方へ弾き飛ばす。

　リィネの手を摑つかみ僕の後方へ。高速で魔法を展開。

　射線上に石壁を複数発動するも砕くだけ散っていく。絶対的な魔力差。周囲に着弾。

「あ、兄様！」

「リィネ、アンナさんの所まで走って！」

　叫さけびながら、防ぼう御ぎよ魔法を片かた端はしから発動していくものの、高速発動では逸そらすのが限度か。

　……さっきとは魔力の桁けたがまるで違う。

「ティナ、エリーも手を出しちゃ駄だ目めですっ！　これは」




「リンスターァァァァァァァ！！！！！　ハワードォォォォォォ！！！！」




　憎ぞう悪おと執しゆう着ちやくが籠こもった大だい絶ぜつ叫きよう。耳が痺しびれる。

　炎を引き裂さき、氷を叩たたき割り、風の中から現れたのは……最も早はや、ジェラルドではなかった。

　辛かろうじて人の形を保ってはいるが、別の何か。禍まが々まがしい存在。

　身体からだ中に赤黒く輝かがやいている八角形の結けつ晶しよう体たいが纏まとわりついている。まるで、竜りゆうの鱗うろこのようだ。

　髪も金きん髪ぱつではなく、白はく髪はつへと変わり途と中ちゆうから結晶化。顔の左半分は潰つぶれ、左目が水すい晶しよう体たいへと変へん貌ぼうしている。

　右手に自身の身長よりも長く展開した光魔法の大剣を携たずさえ、左手には結晶の大おお楯たて。

　残った右目に映っているのは

「リィネ！」

「！」

　光弾をばら撒き突進してくる。『氷ひよう神じん鏡きよう』を複数発動、逸らす。

　お返しに全属性の初級魔法を叩きつけるが、足止めにもならない。

　地面へ手をやり、強化した土ど神じん鎖さを纏わりつかせて妨ぼう害がいを試みるも、嫌がらせ程度。

「アンナさん、急ぎ救きゆう援えん要よう請せいを!!」

「かしこまりました！」

「カレン、ティナ達を連れて退避を。リィネ、早く向こうへ」

　ジェラルドが剣を振りかぶり、展開している魔法を薙なぎ払はらう。

　土つち煙けむりが巻き起こり、一いつ瞬しゆん、視界がなくなった。

　──走っているリィネに迫せまる影かげ。




「リンスターァァァァァァァ！！！！！」




　身体強化魔法と風魔法を足へ多重発動し、瞬間機動。立ち塞ふさがる。見ないまま風弾を発動、ティナ達の方へ彼女を吹ふき飛ばし緊きん急きゆう回かい避ひ。

　ジェラルドが、にやぁ、と口元を歪ゆがめるのが見えた。

　しまった。罠わなか。

　身体から幾いく本ほんもの結晶を伸ばしつつ、目標を僕へ変へん更こう。巨大な長剣を突き出し、弾丸のように迫ってくる。躱かわせない。

　致ち命めい傷しようだけは避さけるべく魔ま法ほうを紡つむぎ……止める。魔力の無む駄だ。遅ち刻こくはしない子だ。

　迫る影の目には強い狂きよう気きと憤ふん怒ぬ。長剣が僕の身体を貫つらぬかんとし。




　──派手な破は壊かい音と共に剣と大楯が両断され、ジェラルドは壁かべまで吹き飛んだ。




　僕を守護するかのように幾百もの炎えん羽ぱ。あの時と同じからかい混じりの声。

「随ずい分ぶんと、甘い戦い方してるじゃない？　本気でやりなさいよ、本気で」

「し、仕方ないだろ。死ぬ前に証言をしてもらわないといけないんだよっ」

「あ、そう──でも、これなら、殺す気でやっても構わないでしょう？」

「確かに……って！　リディヤ、どうしてここに!?　王宮は??」

「あら、バカな事を聞くのね」

　煌きらめく紅あか髪がみを靡なびかせ、大輪の花を咲さかせたような笑えみ。

　愛剣を肩かたに置きながら、腐くされ縁えんが片目を瞑つぶる。







「あんたの隣となりに私がいて、私の隣にあんたがいる。至し極ごく当然な話だと思うけど？」







　確かに。そう言われたら、返す言葉なんかない。

　切せつ迫ぱくした状じよう況きよう下かにもかかわらず噴ふき出してしまう。

「な、何よ」

「いや、そうだよね。まったくもってその通り。ごめん、ありがとう。死ぬかと思った」

「……ご主人様に黙だまって死のうとするなんて、駄目な下僕。死んだら殺すからね？」

「僕は死んでもなお、殺されるのか。それは怖こわい。なら──まだ、生きるとするよ」

「そうしなさい。私、行きたい所がたくさんあるのよ。あんたは荷物持ちね♪」

　ほんと楽しそうだね。

　瓦が礫れきから、ジェラルド……だった存在が、這はい出て来た。

　足と胴どう体たいから無数の棘とげが出現。それを虫の脚あしのように用い歩行している。意識があるとは思えない。思えないのだけれど。

　実技場全体に、人ならぬ叫びが轟とどろく。




「リディヤ・リンスターァァァァァァァ！！！！！」

[image: ]




　……こんな姿になっても、この子へこれほど執しゆう心しんするとは。憐あわれだ。

　当の本人は、つまらなそうに欠伸あくび中。

「ふわぁ……。で、何なの？　あれ。人間に見えないけど。斬きって終わりにした方がいいんじゃない？　ね、『真しん朱しゆ』抜ぬいていい？」

「だから、駄目だって」

「ケチ。なら燃やすわ」

　リィネのそれよりも倍以上大きい『火か焰えん鳥ちよう』が瞬間発動し、飛ひ翔しよう。

　体勢を整えつつあったジェラルドに『盾たて』の展開すら許さず直ちよく撃げき。周囲一帯が煉れん獄ごくと化し、僕等の一件以降、強化された筈はずの壁すら融ゆう解かいさせていく。

　中から絶叫と地面をのたうち回る大きな音。

　普ふ段だん、撃うって来るのとは火力が違ちがう──僕手製の魔法式。本気だ。

「終わった？　まだ、撃ちたいし、頑がん張ばってもらいたいわね。……私の妹と生徒と……専属下僕に傷をつけようとした罪、万ばん死しに値あたいするわ」

　一見、穏おだやか。感情に反応して、舞まう炎えん羽ぱの数が増えていく。

　……リディヤを怒おこらすのは自殺行こう為いだと再さい認にん識しき。以後、気を付けよう。

　炎の中から、全身黒くろ焦こげになった身体を引きずりジェラルドが這い出てきた。あれを喰くらって、まだ動くか。

「そうこなくっちゃ。何時いつも通りで」

「了りよう解かい。君は斬る事に専念していい」

「言われなくてもそのつもりよっ！」

　リディヤが疾しつ走そう。僕も後方から追つい随ずい。

　ジェラルドの右手から赤黒い光が蠢うごめき、全身を覆おおっていき、傷を癒いやしていく。さっきより魔力が増している。『火か焰えん鳥ちよう』を一部取り込んだ？

　左目が不気味に回転。不気味な光が漏もれている。

「リディヤ！」

「押し通る！」

　更さらに加速。ったく！

　ジェラルドからは凄すさまじい殺気。左目に魔力が集中、放出。僕は魔法を高速発動。

　赤黒い閃せん光こうが空間を走り──反射。上空の雲が引き千切れる。

　予想通り。準備時間があれば、数十枚重ねた『氷ひよう神じん鏡きよう』で封ふう殺さつは可能。

　その間に懐ふところへ踏ふみ込んだリディヤが、お得意の十字、否いな、最低でも三度の十字斬り。それ以上は、目で追えない。

　黒い血が全身から噴ふん出しゆつ。赤くない？　身体の組織自体も変化しているのか？

　考えつつも、全すべての傷へ、水・雷かみなり・闇やみの三種複合毒魔法を思いっ切り練り込んでやる。

　リディヤも追撃の『火か焰えん鳥ちよう』。自動展開された『盾』を紙のように貫かん通つう、直撃。

　人とは思えない苦く悶もんの絶叫。壁へ再度激げき突とつし、瓦礫に埋うまり、大だい炎えん上じよう。一時的に無効化。炎ほのおの中では赤黒い光が瞬またたいている。

　距きよ離りを取り、嫌いやそうな顔をしたリディヤへ確認。

「どうだい？」

「斬るのも、燃やすのも、これなら問題はないわ。ただ……多少面めん倒どうね」

「殺さないようにするのも骨だし、魔力ある限り不死身な予感がするよ」

「考えるのはあんたの仕事。私は斬るだけ」

「……打開策はあるけど、採用したくない」

　大分、逃にげ出したものの、周囲には、まだ残っている生徒や教師がいる。誰だれもいなければ、どうとでもやりようはあるものの、現状では手て詰づまり……ん？

「そう言えば、リディヤ。どうやってここまで？」

「あの腐れエルフに送られてよ。偶たま々たま、向こうで」

「待った」

「何よ？」

　精神を集中させて魔力感知。

　学校長め。自分で片付けるべき問題を面倒だから、サボって──捻ひねくれてても、あれで学校は大切にしている筈。僕等へ対応を一任しているのは？

　いいや、本人に聞こう。

　実技場全体を見み渡わたせる貴き賓ひん席へ、全力で魔法槍そうを展開。動どう揺ようした声。

「ま、待ちたまえ！」

「……なら、とっとと出てきてください。ご説明を！」

「こ、これだから、君はやりにくいのだ。解決してくれればいいものを」

「そっくりそのままお返ししますよ」

　上空から白い魔法衣姿の学校長が降りて来た。顔には諦あきらめの色。

　わざと剣けん吞のんに詰きつ問もんする。

「あれですか？　実は、貴方あなたが裏切り者でした、というやつですか？」

「そ、そんなわけなかろう。待て、結界を張る」

　実技場全体を結界が覆っていき、残っていた生徒と教師、伸のびているジェラルドの取り巻き達の姿が見えなくなった。転移魔法も使ったのか。

　残っているのは僕等の身内だけだ。

「なら、何故なぜです？」

「君達が時間を稼いでくれている間に調べていた。完成形になると、自身そのものを魔法式と一体化、かつ暗号化して調査もままならぬ。どうか許してくれ」

「と、言いますと？」

「……他言無用に願う。あの短たん剣けんに埋め込まれていたのは、喪うしなわれし大魔法『光こう盾じゆん』の残ざん滓し。かつて『騎き士し』が操あやつったと言われている本物だ。直系子孫であるウェインライト家に伝わるものなのだが、使い手の技量が足りぬと稀まれにああなり、魔力を喰らって、歩き回る怪かい物ぶつとなってしまう。約百年前も同様の事件があって、えらい目にあった。奴やつは魔力がある限り不死身。そして、残滓とはいえ大魔法。無む尽じん蔵ぞうと考えてもいい魔力があるし、魔法の一部を喰らい、回復もする」

「その時はどう対策を？」

「当時、名の知れた魔法士総がかりで、七日七晩かけ封ふうじた。街は幾つか滅ほろんだな」

「……聞いた僕が馬ば鹿かでした」

　いよいよもって選せん択たく肢しが限られていく。

　炎の中でジェラルドの右手が虚こ空くうへ突つき出された。禍まが々まがしさを増した光が炎を吹ふき飛ばし、数十に分ぶん裂れつ。

　身体からだ全体から棘を飛び出させ、歪いびつな球形が出現。周囲には無数の結けつ晶しようが守護するかのように、飛んでいる。どんどん人ではなくなっていくのか。

　策はある。けど……『火か焰えん鳥ちよう』が三み度たび飛翔。

　結晶が数枚の『盾』を形成。数すう瞬しゆん拮きつ抗こうするも、食い破り煉獄を再演する。三度の絶ぜつ叫きよう。

　──間違いない。強くなっている。

　リディヤが後ろを振ふり向き、杖つえを握にぎりしめているティナを見た。

　周囲には、手を握り合っているリィネとエリー。臨戦態勢のカレンと、蒼そう白はくなステラ様。アンナさんの姿が見えない。結界内に入らなかったようだ。

「小ちっちゃいのだけこっちへ来なさい！　腐れエルフ。私達が何とかするから、あいつの相手をする！」

「……私はこれでも、『大魔導』の称しよう号ごうを持っていて、それなりに偉えらいのだぞ。いや、いい。分かった。足止めならば、出来よう」

「ち、小っちゃいって……わ、私には、ティナっていう名前があるって、何度言えば分かってくれるんですかっ！」

「い・い・か・ら！　早く来るっ！　駆かけ足！」

「う～！」

　学校長が離はなれていき、入れ替かわりで杖を抱かかえたまま、ティナが不満気な顔で駆けてくる。

　リディヤもしかめっ面つら。気乗りはしてないらしい。

「あんた、分かってるんでしょう？」

「……出来れば、ティナを参加させない方法を」

「駄だ目め。私はあんな馬鹿王子に時間を取られるのが嫌なの。腐くされエルフも対応出来ないっていうなら、私達でやるしかない。小っちゃいの」

「だ、だから小っちゃいのじゃ……」

「あんた、私の下僕と魔力を繫つないだのよね？」

「!?　──先生[image: ]」

「…………面めん目ぼくない」

　素す直なおに平身低頭。

　残念ながらリディヤは先せん駆く者しや。あの晩の出来事を隠かくし通してるだけでも、快挙だ。

　ティナは、頰ほおを今までで一番大きく膨ふくらましている。

「う～[image: ]　……噓うそ吐つき。二人だけの秘密だって言ったのに……先生なんか、先生なんか……知りませんっ！」

　た、大変だったんだよ？　気付かれた時は……ほんとよく、生きてるなぁ、僕……。

　リディヤが軽く受け流して先を続ける。

「ま、それはいいのよ。認めてあげる。どーせ、聞いているだろうけど、私も繫いでるわ。結果、まともに魔ま法ほうを使えるようになった。小っちゃいの、あんたと同じよ」

「え……そ、そうなんですか!?」

「そうよ。だからこそあんたに頼たのみがあるの」

「た、頼みですか？　リ、リディヤさんが？」

　ティナが大きな瞳ひとみを見開く。

　考えている事は一いつ緒しよみたいだ。気が進まない。だって──分かった、分かったよ。そんな目で見るなっ。

「あんたにしか頼めないわ。聞いてくれるかしら？」

「は、はいっ！」

　ティナが元気よく返事をした。やる気があるのはいい。ただなぁ……僕も、他の方法は思いつかなかったけれども。

　倒たおすだけならば難しくはない。生かしたままというのが難易度を撥はね上げている。

　リディヤが全力で剣技を振るい、『火か焰えん鳥ちよう』を放ち、リンスターの至宝である炎の魔剣『真しん朱しゆ』を抜ぬいてしまえば……最悪、殺してしまう。かといって、手加減も出来ない。下手な攻こう撃げきは向こうを強化させる。

　この子の力が必要なのだ。

「いい？　あんたはこいつと魔力を繫いで、全力で氷魔法を使いなさい。加減はしなくていい。半分不死身らしいわ」

「ふ、不死身!?」

「その後は、私達に任せる。分かった？」

「……先生」

「ティナ、不快だとは思うんですけど」

「ふ、不快なんかじゃありませんっ！　さ、どうぞ！」

「──ありがとう」

　頭を優やさしく撫なで、杖に巻き付いているリボンへ触ふれる。

　ゆっくり、ゆっくり繫げていく──お互たがいの心臓が近くなった感覚。

「ん！」

　ティナが身体を震ふるわせ、目を閉じた。

「大だい丈じよう夫ぶかな？」

「は。はい……えっと、その、変な感じで。ほわほわします。あの時は無我夢中でしたし。……こんな感じなんですね。とっても温かいです。先生を何だか近くに感じられて──私、これ好きです。大好きです」

「そ、そうですか」

「…………繫いだら、さっさと準備をする」

　あからさまに面おも白しろくなさそうな顔をして、リディヤがティナと僕を引き離す。

　心が狭せまい。滅め茶ちや苦く茶ちや、気にしてるじゃないか。

「むー……先生、私、頑がん張ばります！」

「気負わなくても大丈夫ですよ。精せい一いつ杯ぱい補助します」

「はいっ！」

「いい？　全力でいいわ」

「リディヤさんに言われなくても……あんな人に手加減なんかしませんっ！」

　ティナは大おお股またで一歩前へ踏ふみ出し、杖を掲かかげ魔法の準備に入り始めた。

　ここからが本番か。次は

「あーリディヤ」

「何よ」

「……本気かい？」

「当たり前でしょう。ん」

「いや、まだ心の準備が」

「んー」

　両手が突き出される。他に手もない、か。

　華きや奢しやな身体を抱だきしめる。髪かみを撫で、浅く繫いでいく。

　当の本人は、腕うでの中で幸せそうにしながら、唇くちびるを尖とがらせ抗こう議ぎ。

「……キスは無し？」

「深く繫がり過ぎるよ」

「……ケチ……」

　終わったのに離れようとしない。ここですぐ離れると、もう一回！　となるので注意が、痛っ！　腕を嚙かむなよっ。

「……この時を待っていたわ。さぁ……隠し事を残さず全部、話しなさいっ！」

「！　え？　ええ??　も、もしかして、それだけの為ために!?」

「当たり前でしょう？　あんたが、まだ何かを隠してるのは分かってるんだからねっ!!　……最近、ずっと繫いでくれなかったし」

　こ、この期ごに及およんで謀はかられた!?

　振り向いたティナが叫さけぶ。

「ああーっ[image: ]　せ、先生！　離れてくださいっ！　私の時よりもすっごく長いですし、私、抱きしめられてませんっ。不公平、不公平ですっ。やり直しを要求します！」

「うるさいわね。私はこのままでも小っちゃいの、あんたより万倍は強いわ。悔くやしかったら、超こえてみせなさい。超えさせないけど」

「う～[image: ]」

　大人気ない。ほんとっ大人気ない。こういう所は、四年前に出会ったあの時から、何一つ変わってない。変わったのは剣技と魔法が磨みがかれたのと、背、髪が伸びただけ……へっ？　リディヤが長く伸のばしたのって。

　まじまじと見つめると、林りん檎ごのように赤くなった。

「～～～っ！　あ、あ、あんた、わ、私の思考読んだわねっ!?　し、信じらんないっ。ち、違ちがうんだからねっ！　真に受けてなんか、ないんだからっ!!　か、髪を伸ばしたのだって、べ、別にあんたの好みに合わせたわけじゃなくて、ただ単に──」

「…………いちゃついているところ、真まことに悪いのだが、限界だ」

　学校長が僕達へ訴うつたえた。魔力大おお幅はばに減少。ご苦く労ろう様さまです。いちゃついてはいません。

　離れて状じよう況きようを確かく認にん。

　何重もの結界で押し留とどめているが、勢いも増してきている。

　右みぎ裾すそを引かれた。うん？　隣となりでティナがおずおずと尋たずねてきた。

「……先生は、長い髪の女の子がお好みなんですか？」

「えっと、ティナは十分素す敵てきですよ」

「…………私も、伸ばそうかなぁ」

「駄目よ、定員は一いつ杯ぱい。他ほかを当たりなさい」

「リ、リディヤさんだって、入学した時は短かったじゃないですか！　リィネからこの前、昔の先生の宝ほう珠じゆを見せてもらった時に映ってましたっ！」

　不ふ穏おんな会話が。昔？　昔って、そんなの撮とってたの??　心を落ち着けつつ指示を出す。

「……二人共、目の前に集中。ティナ」

「は、はい！　準備は万ばん端たんです。屋や敷しきの最終試験の時よりも、上手うまくいきそうです。──何でも出来る気がします」

「リディヤ」

「誰だれに物を言ってるのかしら。早くしなさい」

「学校長、合図で結界を消してください！」

「心得た」

　右手でティナの手を。左手でリディヤの手を握にぎる。

　目を瞑つぶり集中。二人と紡つむいだ魔法を磨きあげていく。

　──そう言えば、例の声が聞こえないな。どうせなら見せてほしい、その力を。相手は同じ大魔法『光こう盾じゆん』なのだし。

「声？　声って何よ？」「先生？」

　おっと、浅く繫いだだけとはいえかなりの部分が筒つつ抜ぬけだ。目を開ける。

「学校長！」

「良し！」

　結界が外れ、ドロドロとした液体──無理矢理近い魔物を探せば、スライムに近い存在になっている、ジェラルドだったモノがこちらへ襲おそい掛かかってくる。

　顔らしき物体が見み据すえるのは、あくまでもリディヤ。凄すさまじい執しゆう念ねん。

「ティナ！」

「は、はいっ！」

　杖つえを前方へかざした時だった。




『欲ほつスルナラバツカエ。ワレノチカラヲ。鍵かぎハナンジノテニアリ。マガイモノヲ滅めつセヨ』




　──『声』が聞こえた。

　二人には……聞こえてないようだ。繫つないだ深さのせいかな。律りち儀ぎな子らしい。好ましい。是ぜ非ひとも直接会ってみたいものだ。それとも、相手が同じ大魔法だから力を貸して？

　ハワード家でも見た魔法式が、『氷ひ雪せつ狼ろう』を上書きする形で組みあがり──発動。

　ティナが賛さん嘆たんし、校長は引き攣つった声で呻うめき、リディヤの目が細まる。

「うわぁ、綺き麗れい……」

「っ！　君、こ、これは!?」

「…………へぇ」

　力強さを大きく増した狼おおかみが大だい咆ほう哮こうし突とつ撃げき開始。範はん囲い全すべてを悉ことごとく凍こおり付かせ前進。途と中ちゆう、襲い掛かってきた末まつ端たんの棘とげは瞬しゆん時じに砕くだけ再生せずに消失。普ふ段だんのそれよりも、数段威い力りよくが上がっている。




「ハワードォォォォォォォ！！！！！」




　ボコボコ、と音を漏もらしながら怨えん嗟さの声を実技場に轟とどろかせ、巨きよ大だいで禍まが々まがしい黒血色をした『盾』が前方に形成──激げき突とつ。

　目に見える程ほどの魔力の奔ほん流りゆう。形勢……やや、悪し！

　表面に浮うかび上がっているジェラルドの顔が激しく動き、固定化。左目へ魔力を集束。さっきとは桁けた違ちがいだ。小細工では防げない。

　隣で準備を整えているリディヤが一歩前へ出ようとするも目配せ。

　大丈夫。僕一人じゃないからね、やれるよ。

『氷ひ雪せつ狼ろう』を制せい御ぎよしながら、新しい魔ま法ほうを紡ぐ。

「ティナ！　やりますよ!!」

「はい！　大丈夫です！　幾いくらでも私の魔力を使ってください。どんとこいです!!」

　頼たのもしい。右手を握る力が強くなる。

　杖の宝珠が輝かがやきを強め、急速に魔力が高まっていく。余波で僕達の周囲が白く凍とう結けつし始めるも、寒さは少しも感じない。




「アレンンンンンンン！！！！！」




　名前を憶おぼえてくださっているとは光栄ですね。二度と口にしてほしくはないですけど。

　左目にどす黒いモノが集結し僕を照準。漆しつ黒こくの光線を解き放った。

　ティナの魔力を用い、一いつ緒しよに構築した魔法を発動。

　先程とは、次元が異なる魔力を内包している極ごく薄うすの『氷ひよう神じん鏡きよう』を、数枚前方へ形成。

　光線を乱反射させ──全てを相手に叩たたき返す！




「アレンンンンンンン！！！！！！！！！！！」




　だから、呼ぶなと言っている！

　光線は狙ねらい違たがわず、『盾たて』と激突。『氷ひ雪せつ狼ろう』も再度の大咆哮。遂ついに──砕く！

　本体へ直撃。黒血を撒まき散らされながら凍ってゆき、動きを止めた。全てが白の世界に飲み込まれていく。

　これ以上は結界外にも影えい響きようが出そうだ。全力で抑おさえ込む。ティナの魔法制せい御ぎよと、リディヤの魔法構築で頭と身体からだが悲鳴をあげるも、無視。名前を呼ぶ。

「リディヤ！」

「ありったけよ、冥めい途どの土産みやげに持っていきなさいっっっ！！！」

　剣けんの先せん端たんから極大の『火か焰えん鳥ちよう』が出現。翼つばさも普段の倍。四枚ある。




『オサナキヒノオウノトリ。鍵ハナンジノテニアリ。マガイモノヲ滅セヨ』




　僕を中ちゆう継けいして力を貸してくれたらしい。

『オサナキ』か。自分が得意とする属性でなくても、この程度は造作もないと。

　それとも……『マガイモノ』をそこまで嫌けん悪おしているのか。

　放たれた炎ほのおの凶きよう鳥ちようが、凍結していた範囲全てを燃やし尽つくす。

　全力で制せい御ぎよし、ある部分は焼き、ある部分は残し、ジェラルドと一体化していた短剣周辺を浮かび上がらせていく。──捉とらえた！

　繫いでいた両手を離はなし、腐くされ縁えんに合図。

「さぁ、仕上げといこう」

「そうね」

　不敵な笑えみ。こうでなくちゃ。

　ドレスで着き飾かざったリディヤは綺麗だ。でもやっぱり僕は凜り々りしいこの子に憧あこがれ……そうでした。魔力を繫げているんでした。

　右からはジト目。左から勝ち誇ほこった声。

「……先生……」

「残念だったわねぇ、小ちっちゃいのぉ。本命は遅おくれて登場するって、知らなかったのかしらぁ？　こいつは、私のみたいねぇ」

「うー！　ま、負けませんからっ！」

「はいはい。言ってなさい」

「……はい、は」

「それ以上、言ったら斬きるわ♪」

「り、理り不ふ尽じんだと思うけどなぁ」

　炎に焼き尽くされ肥大させていた身体の殆ほとんどを喪うしなったジェラルドが姿を現した。

　辛かろうじて人型と言える形状に戻もどっている。右手と短剣が一体化し、身体中には焦こげた八角形の結けつ晶しよう。回復が追いつかないらしく、炎と光が端はし々ばしで拮きつ抗こう。

　リディヤが剣を構え直し、問うてくる。

「目標は？」

「短剣本体」

「了りよう解かい。『剣けん姫き』の力、見せてあげる──あんたが隣にいれば、私に斬れないものなんてこの世界に存在しない！」

　主あるじに呼応するかのように、愛剣の刻印が明めい滅めつ。

　僕はリディヤの魔力を用い全力で魔法を紡ぐ。歓かん喜きの声。




『オオオオオ。鍵ヨ。ワガ鍵ヨ。ソノチカラヲワレニシメセ』




　言われずとも。そっと、右手が握りしめられた。伝わる思い。

　ありがとう、頑がん張ばるよ。そうだ、一緒にやってみようか。僕だけなら敵かなわない。でも、二人なら勝てるかもしれないよ？

「行くわ！」

　リディヤが叫さけび、疾しつ風ぷうと化す。ティナは杖を真上へかざした。

　──不思議だ。こんな時なのに凄すごく落ち着いてる。

　先端の宝ほう珠じゆとリボンが明滅し、壮そう麗れいな魔力光。数千数万の氷ひよう華か──それが、全て炎えん羽ぱへと変わり、顕けん現げんしていく。

「うわぁ……綺麗です……」

　僕達の頭上に顕現したのは『火か焰えん鳥ちよう』。大きさは先程よりも小さい。

　が──その背には六枚の翼。色も純白に近い。氷寄りの杖を使ってこれか。

　杖を振ふり下ろし、解き放つ。

　凶鳥がリディヤの背中目掛けて飛ひ翔しよう。

「え？　せ、先生!?」

「いいんですよ。しっかりと見ててください。滅めつ多たに拝めませんから」

『火か焰えん鳥ちよう』が、紅あか髪がみの少女を後方より飲み込み──消失。直後、集束した。




　剣が真しん紅くに染まり、背には白はく炎えんの六ろく翼よく。神こう々ごうしいそれを羽ばたかせ、疾しつ駆く。




　ティナが右手にしがみ付いてきて、飛び跳はねる。

「え？　えええ!?　な、何ですか、何なんですか!?」

「あれが、リンスター家の秘伝。真の『紅く剣けん』です。ああなったリディヤを止められる存在を、僕はこの世で二人しか知りません。一人は前『剣けん姫き』である、リサ・リンスター様。あと一人は、当代の『勇者』様だけです。以前よりずっと凄いですけどね」

「っ！」

「決まりますよ」

　リディヤの前方に、漆黒の『盾たて』が出現した。表面には、無数の顔、顔、顔。

　込められている魔力が凄まじい。かつて都市を滅ほろぼしたというのも頷うなずける。

　これが王家に伝わる大魔法『光こう盾じゆん』の残ざん滓し？　むしろ、もっと邪じや悪あくな存在なんじゃ。

　……『マガイモノ』か。




「リディヤ・リンスターァァァァァァァァァァァァァ！！！！！！！！！！！！！」




「うるさい！　私の名前を気安く呼ぶな！　私はあんたの物じゃない！　私はあいつの、あいつだけの──」

　ジェラルドの金切り声に紛まぎれて、腐れ縁の声は最後まで聞こえない。けど、伝わる。

　相変わらず純じゆん粋すいで真まっ直すぐ……右みぎ腕うでに爪つめが食い込む僅わずかな痛み。

　大だい丈じよう夫ぶですよ、ティナ。想おもいは人それぞれ。比べるものじゃないんですから。

　──剣が、緋ひ色いろの閃せん光こうを発し、『盾』がバラバラに切り裂さかれた。ジェラルドの全身から、黒い血が噴ふん出しゆつ。途中で形状を槍やりへ変化させ、襲おそい掛かかるも即そく座ざに翼の炎で消しよう滅めつ。

　……盾ごと、斬ったのか。毎回思うけど出で鱈たら目めだ。

「これで、終わりよっ！」

　剣を上方へ一いつ閃せん──乾かわいた音と共に、ジェラルドの右腕が舞まい上がった。

　再度、剣が閃光を発し右腕を小しよう片へんに。直後、白炎は全てを消し炭にした。

　力の根源を喪うしなったジェラルドが倒たおれていく。

　響ひびく剣を鞘さやに収める甲かん高だかい音。翼も消失。背を向け、こちらへ歩き出す。

　限界だ。二人との繫つながりを切断。

　……瘦やせ我が慢まんもしんどいね。お見事。

　リディヤは笑みを浮かべ、口を開こうと──後方に蠢うごめく物体。

　右腕を喪ったジェラルドに漆黒の魔力が纏まとわりつき、残った左腕へ集中。リディヤへ叩きつけられ──直前、真っ白に凍結。続けて四方へ氷柱つららが顕現。閉じ込める。

　今度こそ、完全に動きを止めた。

　こちらもお見事。柄つかに手をかけていた我が儘まま御お嬢じよう様さまが、文句を言う。

「……いい？　小っちゃいの。そういうのを余計なお世話っていうのよ？」

「な、なぁ!?　た、助けられておいて、お礼も言えないんですか！　先生、この人をこんな風にしてぇぇ……」

「昔から変わっていないような……」

「いいえ、違ちがいます。ぜっったい、先生がすっっごく甘やかしたせいですっ！　……同性だからでしょうか。リディヤさんの想いとか考えていることとか、ずっと、ずっと伝わりました。だって、この人、先生より背を低くする為ためだけに、ドレスの時わざとヒールを履はかないようにしたりしているんですよ!?　王宮魔ま法ほう士しだって追いかけただけですし、大目標は先生の、むぐっ」

「ち、ち、ち、小っちゃいのっ[image: ]　そ、そ、そ、そういうのを話すのは、人としていけない事だって、子供の時に教わらなかったの!?　……何よ？　何か文句があるわけ？　け、喧けん嘩かなら買うわよっ！　今すぐにっ」

　頰ほおを染めたリディヤが鋭するどく睨にらんでくる。文句なんかないさ。

　二人の頭に手を置く。こーら。自分達で頭を動かさない。髪が乱れちゃうよ。

　──複数の光帯が走り、ジェラルドの拘こう束そくを強化。ああ、まだ終わってないな。

「よくぞやってくれたっ！　学校長としても、『大魔導』としても礼を言う。くっくっ、これで君達の武勇伝に新たな一頁ページが……質問なのだが」

「何でしょう」

「どうして、君と『剣けん姫き』は私に向けて物ぶつ騒そうな魔法を紡つむぎ、剣を構えているのだ？　他の子等も、睨んで」

「そんなの」

「決まっているでしょう？」

　──この人が黒幕だ。

　全部が全部、計画だったとは思わない。邪悪な御ご仁じんじゃないのも知っている。

　おそらく、自分と、自分を支持する改革派の教師達が留守であるという情報を意図的にばらまき、学内の保守派一いつ掃そうを狙ねらったのだろう。

　僕の臨時講師も撒まき餌え。

　平民出身者が最さい優ゆう秀しゆうな貴族出身の生徒達を教える、という事実は、地位を気にする人達からすれば、天地がひっくり返る出来事。餌えさとしては最適。

　ジェラルド本人が引っ掛かるとまでは思っていなかっただろうけど。

　確かに悪くない手ではある。が

「僕の教え子をお遊びに巻き込み、守るべき生徒達を危険に曝さらすとは……いいでしょう。四年前につけられなかった決着、ここでつけるとしましょう。洗いざらい吐は──教えてもらわないといけませんし。『光こう盾じゆん』のこととか、『騎き士し』のこととか。その他諸もろ々もろ、一いつ切さい合がつ切さい。知ってる事、何もかも！」

「そうね。四年前は途と中ちゆうで逃にげられたし……ふふ、あんたと初めて組んだ場所で、この腐くされエルフとやり合う。悪くないわ。予あらかじめ言っておくけれど、昔の方が強かった、とかそういう展開はないから。覚かく悟ごしなさい」

「ま、待て！　お、落ち着けっ！　こ、これは止やむに止まれぬ措そ置ち。ひ、ひ、必要だったのだ。王立学校、生徒達、ひいては王国の未来に関かかわる重大事でっ！」

「ははは。知ったことじゃないですね。大人達がこっそり片付けるべき問題でしょう？」

　まったく、困ったものだ。後で、教授にも情報を流しておくとしよう。

　あれ、そう言えば……さっきも確か……えーっと……。

「何よ、変な顔して」

「あー、うん──……覚えて？」

「はぁ？　何を言──……腐れエルフ、あんたを斬る」

「ば、馬ば鹿かなっ！　て、照れ隠かくしで私を斬ろうとするのか!?」

「出来得うる限り、私を楽しませた後、死になさい♪」

　剣を抜ぬき放ったリディヤは、微び笑しようを張り付けたまま歩き出した。本気だ。学校長、頑張ってください。頑張っても無理でしょうけど。

　よし、僕も参加を──駆かけてくる複数の足音。腰こしと左手に抱だき着かれる。

「ア、アレン先生。お怪け我がは、お怪我はないですか!?　う、動かないでください。全部調べますからっ。……心配、心配しました……」

「兄様……ご、ごめんなさい……リィネが足を引っ張ったばかりに、兄様を、兄様を、危険な目に……」

「エリー、リィネ」

　殆ほとんど見ているだけだったこの二人は、随ずい分ぶんと衝しよう撃げきを受けていたみたいだ。

　そうだよなぁ。命を危険に曝したのは初めてだったろうし。反省。もっと上手うまく立ち回れば良かった。次回……はあってほしくないな。

　涙なみだ目めになりながら僕へ抱き着いている二人をあやしながら、観客席を見た。

　カレンが崩くずれ落ちているステラ様を支えながら話している。魔法の余波、などではないだろう。ティナは、僕の右みぎ袖そでを握にぎりながら心配そうだ。

「お姉様……」

「そっとしておくべきです」

「で、でもでも」

　自分のお姉さんの様子が尋じん常じような様子じゃない事にいち早く気付いて、心配するこの子は優やさしい子だ。人として、一番大切な物を持っている。

　けれど……彼女がああなった原因は、この本気で心配している子であり、抱き着いているメイドさんであり、泣き止まない癖くせっ毛の赤髪少女であり──単独で学校長を早くも追い詰つめつつある腐れ縁えんと僕だろう。

　カレンが顔をあげた。

　──心配かけてごめん。近い内に話そう。

　王宮魔法士試験の件も口止めをしておかないと。両親に知られたら……泣ける。

　ティナの頭に手を置く。

「僕の妹に任せましょう。僕と違ってしっかりしている子ですから」

「……へっ？　先生の妹さん、ですか？　ふ、副会長が？」

「あれ？　言ってませんでしたっけ？　自己紹しよう介かいはさせていませんでしたけど、伝えたような……」

「教えてもらってません！　そ、そんな……わ、私、はしたない姿を……将来、年上の義妹いもうとになる人かもしれないのに……」

「ティナ？」

「！　何でもありませんっ」

「兄様、この首席様は、すごーく、すーごく、大それた事を口にしました。大罪です。なので、その手は私の頭に乗っけてください」

「リ、リィネ、ままま、まさか、聞こえて!?」

「ティナ御嬢様はしたないです。アレン先生、お怪我無しです。ご褒ほう美びをくだしゃい……くださいませんか？」

「エ、エリー！」

　やれやれ。終わった途と端たん、すぐこれか。

　三人へ笑いかけ──地面が、ぐらり、と揺ゆれた。あ、れ？　身体からだに力が……。

「先生？」

「アレン先生？」

「兄様？」

　大丈夫、と答えようとし……リディヤがこちらを振ふり向き、声にならない悲鳴をあげた直後、僕は意識を喪うしなった。




　　　　＊




　──目が覚めると、目に入ったのは見た事がある天てん井じよう。

　身体を起こし周囲を見み渡わたす、誰だれもいない。どうやら、リンスター家の一室みたいだ。窓からは、月明かりが差し込んでいる。

　うぁ、気持ち悪い。倦けん怠たい感と頭痛。魔力も少ない。

　……二人と繫いだ代だい償しようか。けど、リディヤ一人に繫いだとしたら、ジェラルドは『火か焰えん鳥ちよう』で死んでいた。ティナの氷で緩かん和わしてもああだったのだし。

　脇わきのテーブルに置かれている水入れと懐かい中ちゆう時計に手を──諦あきらめる。酷ひどいな。ここまで、酷くなったのは、あいつと初めて、魔力を繫げた……。

　扉とびらが開いた。寝ね間ま着き姿の腐れ縁。

「あ、おはよ」

「…………」

「リディヤ？」

「…………」

　無言で近付いてきて、ベッドの傍そばの椅い子すに座った。

　カップに水を入れ差し出してくる。

「あ、ありがとう」

「…………ねぇ」

「うん」

「……こうなると分かってたの？」

「えっと」

「答えて」

　目が潤うるんでいる。困ったなぁ。一口水を飲む。美味おいしい。

　──予想はしていた。浅くしか繫つながなかったし、戦せん闘とう中は考えないようにしていたから、気付かれなかったみたいだ。

　僕と一番繫いで慣れているのはリディヤ。それでも、毎回ギリギリだった。極きよく致ち魔法は制せい御ぎよだけでも魔力を喰くうし、負担も激しい。

　一人でそうなのに、二人だったらどうなるかは自明。

　解決策は、実のところ簡単。要は僕に魔力を足せばいいのだ。

　つまり……リディヤかティナから貰もらえばこんな無様な事にはならなかった。今後も、そうするつもりはないけど。微笑みながら答える。

「うん。分かってた」

「……なら、何で？」

「他に方法がなかったし」

「あるわよ。あの馬鹿王子を、私が──」

「リディヤ。そんな事を考えちゃ駄だ目めだ」

「…………私はね、とっても酷い子なの。あんたの命と他人の命だったら、あんたの方を優先するわ」

「ありがとう。大だい丈じよう夫ぶだよ。一晩寝れば、すぐに回復──えっと、リディヤ？」

「……もっと、良い方法があるでしょう？」

「リ、ディヤ」

　僕の頰ほおを細い指がなぞっていき、やがて唇くちびるへ。

　ベッドの上に重みが加わる。すぐにでも泣きそう。いや、もう泣いているな。

　……心配かけてしまったみたいだ。

　戦闘も危なかったから、余計だったのだろう。

　きちんと話すべきだったな──小さな頭を抱だきかかえ、自分の胸につける。

　小さく静かな声。

「……ちゃんと動いてる、音が聞こえる」

「うん、そうだね。僕はまだ生きてるよ」

「……誤ご魔ま化かしたつもり？」

「そんなつもりはないよ。あれが最善さ」

「噓うそ吐つき。……何度だって言うけど私は貴方あなたの──アレンの『剣』でいいの」

「僕は、僕の軽口に付き合って髪かみを伸のばしてくれた、優しい女の子がいいな」

「あ、あれは別にあんたの為ためじゃ、お母様が……ごめん。私も噓吐きね……」

　ぐりぐりと、頭を押し付けて来る。お互たがい難なん儀ぎな性格だ。

　さて、と、金具の微かすかな音──指で肩かたを叩たたき、目配せ。瞬しゆん時じに理解の色。

　身体を離はなし、尋たずねる。

「で、あの後、どうなったのかな？　学校長は？」

「ぼっこぼっこにしたわ。秘密を吐はかせようとしたら、逃げたけど。あ、そうよ。あの小ちっちゃいのが撃うった、あの魔ま法ほうは何？　あと、『声』って？　『火か焰えん鳥ちよう』も普ふ段だんと違ちがってたわ。他に隠し事してるなら、とっとと吐きなさい。話せば」

「無罪放ほう免めん」

「な、わけないでしょう。減げん刑けいはあるかもね」

「落ち着いたらきちんと話すよ。……痛感した。僕一人じゃ無理だ。ごめん、君の力を貸してほしい」

　リディヤへ素す直なおにそう告げると、酷く狼ろう狽ばいしている。何さ。

「っ～～～……さ、さ、最初からそう言えばいいのよ、バカ。罰ばつとして、ん！」

「はいはい」

「はい、は一回！」

　何時いつものやり取り。再度、抱きしめながら、頭をなでなで。

　リディヤが笑いながら、子供のように身をよじる。

「くすぐったいっ。……あんたの制御は見事だったわ。あの馬ば鹿か王子、生きてるわよ。短たん剣けんも破損で済んだって。信じられる？　あそこまでやって右みぎ腕うでも半ば再生してたのよ？　元通りにはならないだろうけど、しょうがないわよね。罰よ罰！　あの後、すぐに教授と愚ぐ兄けいが近この衛えを引き連れてきて捕ほ縛ばく。アンナが報しらせてくれたようね。言い逃のがれは出来ないし、させない。下手すれば、王都全体に災さい厄やくが降り注ぐかもしれなかったんだから。処しよ罰ばつは決まってないわ」

　殺さずに済んだか。良かった。

　この子や、ティナの手をあんな男の血で汚よごしたくなかったから、上出来だろう。

「気き障ざな事考えたでしょう？」

「まさか。学校長や教授は？　カレン達はどうしたかな？」

「回復したら顔を必ず出すように、だそうよ。カレンも話があるって。ステラは……時間がかかるかもしれないわね」

「君達に処罰は？」

「ないわよ。仮に罰せられるなら、大丈夫。私、この国捨てるし」

　確かにリディヤ達の罪になるなら、少し考えてしまう。

　──ただ、事が大き過ぎる。

　大魔法『光こう盾じゆん』

　マガイモノと言った『声』

　白はく炎えんの『火か焰えん鳥ちよう』

　……四年間、王都で散々探しても出てこなかった大魔法の影かげが、いきなり姿を見せるようになってきた。学校長は百年前、と言った。資料は必ずある。

　それもこれも、ティナとエリーの家庭教師を受けてから。

　あの子達は、僕にとって幸運をもたらしてくれる妖よう精せいか天使──唇に指を当てられる。

「ねぇ、この状態で他の女の子を考えるのはダメダメなんじゃない？」

「そうだね──キス、しようか？」

「…………うん」

　僕とリディヤの顔が近付いていく。唇と唇が触ふれ合いそうになり──大音量と共に扉が破は壊かいされ、ティナ達が雪崩なだれ込んできた。みんな寝間着姿だ。簡単に引っ掛かるね。

　ティナが杖つえを突つきつけながら、捲まくし立てる。

「そこまでですっ！　リディヤさん、先さき程ほど、先生の寝顔を見に行く順番を決める籤くじ、不正をされましたね!?　『剣けん姫き』の異名が泣いています。そ、そ、それと、せ、せ、先生に、な、何を、何を」

「キス」

「…………有罪です…………」

「小っちゃいの。どうせ、あんたもしたんでしょう？　バレてんのよ」

「!?　ど、ど、ど、どうし──はっ」

　微び笑しようを浮うかべたリィネがティナの右肩を摑つかむ。

「…………ティナ、お話があります…………」

「ま、待って。こ、これは策略。そう、策略ですっ。だ、騙だまされないでくださいっ」

「アレン先生、ティナ御お嬢じよう様さまとリディヤ様へされたのに、わ、私にしてくださらないのは、い、いけないと思います」

「「!?　エリー！」」

　三人がじゃれ合いを始めた。元気そうだ。良かった。

　……あれ？　バレてたのに折せつ檻かんされてないのは何でだろ??　……特大の嫌いやな予感。

　遅おくれて、帰って来たばかりらしい疲つかれた様子の美男子が入ってきた。

「やぁアレン、目が覚めたかい」

「リチャード、この度たびは御ご面めん倒どうを」

　ベッドの上から重みがなくなる。……目には光が、ない。

　必死に合図を送る。が、彼は気付かない。気付いてくれない。

　に、逃にげて。逃げてくださいっ！

　だ、駄目だ、それ以上、近付いたら命……リディヤが口を開いた。

「愚ぐ兄けい、あんたのとこの馬鹿王子が仕出かした事について、申し開きは？」

　うわぁ……さ、殺気が目に見える……。天下の近衛騎き士し団だん副長様は後ずさり。逃とう走そうしようとするも、ティナ達が回り込み、扉を封ふう鎖さ。完全包囲の態勢。

「ま、待った！　た、確かに謹きん慎しん明けで、いきなりあんな馬鹿な行こう為いをするとは思いもよらなかったから、監かん視しの目が緩ゆるかったのは認める。すまなかった。アレンには気の毒な事をした。正直、あんな男のせいで王宮魔法士を捨てたのは幾いくらご家族とリディヤの──」

　リチャード！！！！

　その話は駄目です。まだ、リディヤとリィネに……あ、あれ？　こ、この反応は……そ、そんな……も、もしかして!?

　リンスター姉し妹まいが『火か焰えん鳥ちよう』を紡つむぎ始め、ティナ達も魔法を準備。

「……愚兄」

「……リチャード兄様」

「どうしたんだい？　とうの昔に知っていたんだろう？　王都中で噂うわさに……アレン？」

「…………死にたい…………」

　身体をベッドに投げ出し、両手で顔を覆おおう。

　リディヤの追つい及きゆうが甘かったのは──ふて寝しよう。うん。そうしよう。朝になれば、これは夢に……。

「リ、リディヤ、リィネ、ハワードの方々まで。ぼ、僕には可愛かわいい婚こん約やく者しやが！　た、助け」




「「言い訳は」」「「禁止ですっ！」」




　響ひびき渡わたる悲鳴を聞きながら、僕は再度目を閉じ、意識を手放したのだった。








エピローグ









　人生には何もかもを捨てて逃げ出したい時がある。

　そして、往々にしてそういう時は絶対逃げ出せない。

　でも、でもですよ──ここまでされなくても良いじゃないですか、神様。……酷ひどい。

　部屋に入って来た二人が声をかけてきた。

「いい加減、拗すねるの止やめなさいよ」

「兄様、その隠かくしていたわけじゃなくて……」

「大丈夫だよ。ありがとう」

　リィネへ返答し……脱だつ力りよく。駄目だ。身体からだに力が入らない。

　一晩明けて、身体を動かせる程度まで回復した僕は、朝食を食べ終えた後、そのまま安楽椅い子すに深々と腰こし掛かけ、現実逃とう避ひを試みていた。

　僕にだって羞しゆう恥ち心しんはあるのだ。隠し通せている、と思っていた王宮魔法士試験の詳しよう細さいを、周りの人達がとっくの昔に知っていた、と聞かされて平常心は保てない。

　近付いてきたリディヤに肩を摑まれ、強ごう引いんに姿勢を変えさせられる。目の前には傍ぼう若じやく無ぶ人じんな腐くされ縁えんの顔。顔を背そむける。

「何でこっちを見ないわけ？」

「……それは、そうだろう？」

「もしかして、しなければ良かったって思ってるわけ？」

「そんな筈はずないじゃないか。時間を戻もどしたって同じだ」

「なら、胸を張りなさい……嬉うれしかったんだから、ね」

「…………君のそういうとこには負ける」

　頰ほおを赤らめ、上うわ目め遣づかいのリディヤは物もの凄すごい破壊力。抱だきしめたくなる。

　ありったけの理性を総動員して自制。危なかった。

　……どうして睨にらんでるのさ。

　ぱたぱた、と駆ける音がしてティナ達もやって来た。

「先生、お加減いかがですか？」

「アレン先生、お水です」

「二人共、昨晩はすみませんでした」

「いえ、そんな……」

「？　可愛らしかったですよ？」

「……エリー、虐いじめないでください。でも、ありがとうございます」

「は、はい！」

　天然天使様の頭を撫なでていると、ティナの髪かみが不満そうに揺ゆれた。

「先生は何時いつも何時も……エリーに甘過ぎますっ！」

「メイドに嫉しつ妬となんて心が狭せまいわね、首席様は」

「……リィネだってしたくせに」

「……してません」

「してましたっ！」

「してませんっ！」

「お、お二人共、喧けん嘩かは、や、止めてくださいぃー！」

　飽あきないねぇ。リディヤ、何だいその手招きは？

「私の隣となりに座って」

「えー嫌な予感が」

「いいから早く！」

「……分かったよ」

　立ち上がり、リディヤが腰掛けているソファへ。隣に座る。

「これでいいかな？」

「…………」

　無言で強ごう引いんに倒たおされた。頭に当たる柔やわらかく温かい感かん触しよく。えっと……。

　戸と惑まどう僕の頭を撫でる温かい手。

「……リディヤ」

「何よ」

「あのさ……恥はずかしい……よ？」

「耐たえなさい、男の子でしょう？」

「リサさんにそっくり、痛っ！」

「……他の女の話をするなんて、いい度胸ね。燃やされたいのかしら」

「君の実のお母さんだよ!?」

　所謂いわゆる、膝ひざ枕まくら状態。

　二人きりの時はしてもらった経験はあるけど、どういう心変わりだろ？

　教え子達の大合唱が響き渡る。

「あああああ[image: ]」

「ア、アレン先生っ！　そ、そういうのはっ！」

「兄様、姉様、は、恥じらいをお持ちになってください！」

　リディヤと顔を見合わせる。おちおちゆっくりも出来ないね──二人して笑う。

「むぅ～御二人だけの世界を!!」

「……あぅぅ……いいなぁ……」

「姉様、姉様。私もしたいです」

　不敵な笑えみを浮かべ、リディヤが言い放つ。

「駄目よ。こいつは私のなの。貴女あなた達には渡さない。ま、相手にもならないわね」

「なっ!?」

「そ、そんなの……そ、そうですけど……で、でも、でもっ！」

「そ、それは、あんまりだと思います」

　……僕の意思は関係ないらしい。

　強大な相手に立ち向かっている三人を眺ながめていると、扉とびらが開き、リサさんとアンナさんが入って来られた。身体を起こす。

　リチャード……駄目だったか。安らかに。

　朝から、リディヤ達とこの二人を相手の模も擬ぎ戦、ではなく折せつ檻かん──否いな、拷ごう問もんなんて……。

　でも、大変だったしなぁ。安らかじゃなくていいかも？

「騒さわがしいわね。アレン、御苦労様。身体は大だい丈じよう夫ぶ？」

「お蔭かげ様さまで。教授や他の方々の救きゆう援えんを待つべきだった、と反省しています」

「まさかあんな事になるなんて……改めて言っておくわ。リンスターは貴方あなたの味方よ。遠えん慮りよなく頼たよりなさい。貴方は私にとって息むす子こ同然なのだから」

「……はい。ありがとうございます」

「今日も泊とまっていきなさい。当分は安静ね。手持ち無ぶ沙さ汰たでしょう？　アンナ。例の物を」

「かしこまりました。アレン様、こちらを」

　アンナさんが、分厚く綴とじられた書類の束を渡してきた。

『リンスター家及およびハワード家取引先候補一覧』。表紙には『最高機密』の赤印。

　面おも白しろそうだ。面白そうなんだけど。リンスター家及びハワード家？

　──興味本位で捲めくってみる。うわっ、これ、業種、売上、利益、従業員数から、経営者の性格、家族構成まで書いてあるや。

　この会社は……『フォス商会』か。数年前に代だい替がわりして以降、急成長。経営者が相当やり手なのだろう。

「目を通しておいてくれると助かるわ。リィネ」

　リサさんはとても楽しそうだ。きょとんとしながら、赤髪の少女が駆かけ寄って来る。

「母様、御ご用ようですか？」

「貴女あなた、アレンに家庭教師を続けてほしいの？」

「えっ……」

「即そつ決けつなさい」

「続けてほしいですっ!!」

「いい返事よ。アレン、今後ともよろしくね。ティナ、エリー」

「「は、はいっ！」」

「独どく占せんは駄目。いい女は堂々としてなさい。リディヤ、貴女もよ」

「「わ、分かりましたっ！」」

「……分かりませんけど、分かりました」

　全部、リサさんの筋書き通りか。先を越こされてしまったな。

　敵かなわないや。リディヤ、これは仕方──うん？

　輝かがやく紅髪が僕の顔にかかり、囁ささやかれる不安を滲にじませた拗ねた声。

「（いい？　幾いくらリィネの髪が昔の私よりも長いからって手を出すんじゃないわよ？　出したら──即、一いつ緒しよに水都行きだからねっ。それと……小ちっちゃいのと、キスしたのは……理由があるのよね？　好き、になったわけじゃ……ない、のよね？）」

　この子は。時々妙みように自信がないんだよなぁ。

　くすり、と笑いながら優やさしく抱きしめ、囁き返す。

「（はいはい、公女殿でん下かの仰おおせのままに。君が想像するような事は何もないよ）」

「（はい、は一回！　公女殿下も禁止！　……ならいい。本当は駄目なんだからねっ！）」

　むすっ、としたリディヤをそのまま見つめていると俯うつむいてしまった。細い指は僕の左ひだり袖そでを摘つまんでいる。心が落ち着いていく。

　僕等の関係は変わらない。あの日、出会った時からずっと。

「……先生、リディヤさん」

「……アレン先生、リディヤ様」

「……兄様、姉様」

　おっといけない。みんないるんだった。三人が僕達に近付いて来る。

　一年前、こうなるなんて思いもしなかった。

　これから先もずっとリディヤの傍そばにいられるかは分からない。僕は一いつ般ぱん平民。目の前のこの子は公女殿下。身分の差があり過ぎる。何時いつかは。

　だけど……一緒にいられる間は、共に進んでいきたい。

　そして彼女の背中を守り、僕の背中を預けたいと願う。

　──この四年間、ずっとそうしてきたように。




　　　　＊




　夜よ更ふけ、調子を取り戻した僕は、リンスター家御お屋や敷しきの静かな内庭を歩いていた。

　理由？　一人で歩きたくなったのだ。

　リディヤは夕食に出た赤ワインを飲んだせいか、すやすや。寝ね顔がおは女め神がみ。寝顔だけは。

　立ち止まり、花に触ふれていると、軽かろやかな足音。

「──先生、ここにおられたんですか。捜さがしちゃいました」

　振ふり向くと寝ね間ま着き姿のティナが立っていた。

　彼女とエリーもリンスター家に泊まったのだ。僕が心配だから、と。教え子達の優しさが嬉うれしい。お泊とまりもしてみたかったのかな。初めて出来た友達だしね。

　ティナとリィネのやり取りは面白かった。二人共、言い合いをしながら髪の毛が喜びを表現。エリーはにこにこしながらそれを眺めている。和なごんだ。

　薄うす着ぎで見ている方が寒い。僕のコートを羽織らせる。

「ありがとうございます。リンスター家のお庭は綺き麗れいですね。植物達も嬉しそう。王立学校の子達も凄すごく元気です。大樹さんも、他の子達も」

「昼間も良いんですが、夜の庭も趣おもむきがあるんですよ。こんな時間にどうされたんです？」

「────先生」

「？」

　僕をじっと見つめる大きな瞳ひとみ。迷いの色。

　暫しばらくして、ティナが意を決したように口を開いた。

「私……はっきりと分かりました。私は全然駄目なんだって。まだまだ、足りないんだって。もっと、もっと、もっと頑がん張ばらないといけないんだって」

「？　そんな事はありません。ティナは入学式で立派に挨あい拶さつを務めました。あれだけの大人数を前にして、です。僕だったら緊きん張ちようで声も出ないでしょう。魔ま法ほうも確実に上達しています。数ヶ月前からすれば、別人かと思う程ほどです。王立学校での成績も、文句のつけようもありませんし、駄目の要素を探す方が難しいと思いますよ。自信を持って」

「そういう話をしているんじゃありませんっ！　だって、だって、だってっ!!　今の私じゃ先生の隣となりにいられないんですっ[image: ]　先生の隣にいられるのはっ」

　今までになく強い眼まな差ざしを僕へぶつけてくる。

　これは逃にげられない。

「リディヤさんだけです。私は、私達は、先生に手を引かれているだけ。何かあった時、隣に立つ資格があるのは──あの方だけなんですよね？　私達は守られる存在……先生が危なくても、許可がなければ助ける権利すらない……」

「ティナ」

　膝ひざを屈かがめ視線を合わせ、優しく微笑ほほえみながら頭を撫なでる。

「心配してくれてありがとうございます。でも、そんな風に自分を責めないでください。リディヤはこの国が誇ほこる『剣けん姫き』です。実際、目にしたから焦あせるのかもしれませんが、あいつだって十三歳の時から、ああだったわけじゃありません。大丈夫、一歩一歩成長していけばいいんですよ。その為ために僕がいるんですから、ね？」

　まだ表情が硬かたい。少し涙なみだも浮うかべている。

　やがて──ティナは僕の目を真まっ直すぐ見つめながら、力強く宣言した。

「先生にとって私はまだまだ子供かもしれません。だけど、何時までも子供じゃありません────アレン！　私は必ず貴方あなたの隣に立ってみせます。そう、決めたんです。亡なき母ローザ・ハワードと、母が遺のこしてくれた杖つえとリボンに誓ちかって、私は貴方を、貴方と一緒に！　だから、だからっ！　どうか見ていてくださいね？　これからもよろしくお願いします」

[image: ]

「──……その日が来るのを楽しみにしています。さ、戻もどりましょう。風か邪ぜをひいたら大変です。明日には学校再開ですし、朝、起きれないとエリーに𠮟しかられてしまいます」

「！　そ、そうでした！　……部屋まで手を繫つないでついてきてくださいますか？」

「仕方ありませんね。今晩は特別。エリーとリィネには内ない緒しよですよ？」

「はーい、内緒にしまーす」

「よろしい」

　小さく温かい手を握にぎると、ティナはようやく笑ってくれた。

　王宮魔法士に落ちてから僕の人生は目まぐるしいや。どうしてこうなったんだろう？

　でも──うん、悪くない。

　公女殿下が、ちょこんと、小首を傾かしげながら尋たずねてきた。

「先生？」

「ティナ、明日からも頑張りましょうね、僕と一緒に」

「──はい♪　先生と一緒なら、私、頑張れますっ！」








あとがき






　前巻を読んで下さった方、お久しぶりです。表紙に惹ひかれ二巻からご購こう入にゆうの方、大だい丈じよう夫ぶ、間ま違ちがっていません。出来れば隣となりの一巻もお願いします。そうすると、あら不思議。三巻が出て、新しいイラストが──七なな野のりくです。

　一巻が出た、とわたわたしていたら、二巻も無事出す事が出来ました。ありがとうございます。本作はＷＥＢ小説サイト『カクヨム』で連れん載さい中のものに九割程度？　加筆したものです。大丈夫、まだ加筆。うん。

　内容は悩なやみませんでした。初登場の子達の可愛かわいさが増しているのは仕様です。

　途と中ちゆう、学校長他がしゃしゃり出て一章分を占せん拠きよ。出番を要求する、という暴挙に及およびましたが無事、殲……奪だつ還かん出来たので良し、とします。まったく、一頁ページ以上に及ぶ長台詞ぜりふなんて、誰だれが読んでくれるのでしょう。

　──とにもかくにも、リディヤでした。

　何しろこの子、キャラが際立っていて、登場すると容よう赦しやなく全て（他キャラの出番も含ふくめ）を持っていきます。ティナ達にとっては、早くもラスボス登場と言ってもいいかもしれません。次巻以降の彼女達に御ご期き待たいください。

　忘れない内に懺ざん悔げもしておきます。

　新キャライラスト案を見た際、私の心に悪あく魔まが囁ささやきました。

『可愛いな。もっと出番を増やそう。そうしよう！　学校長を削けずれっ！』

　天使が必死で止めました。

『駄だ目めっ。そうしたらまた、一章書かき換かえないと！　せめて、教授に！』

　悪魔と天使の一いつ騎き打うち。その隙すきにエリーは出番を確保していました。恐おそろしい子。




　お世話になった方々へ謝辞を。

　担当編集様、今回も御お世せ話わになりました。ティナを！　の御言葉、忘れてはいないのですよ？　ただ、大人共の馬ば鹿か話を書いてるのが楽し……気を付けます、ハイ。

　ｃｕｒａ先生、イラストを見る度、頑がん張ばる気持ちが湧わいてきます。アレンのカッコよさに引き続き、カレンの可愛さに撃うち抜ぬかれました。今後ともよろしくお願いいたします。

　ここまで読んで下さった全ての読者様にめいっぱいの感謝を。

　また、お会い出来るのを楽しみにしています。次はステラを救う予定……です！
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